
vEEったので･AJbろう∩をか卸売東.代理商.仲立繁U)減少は.前 5次的地方間 lr,.て･うる当町の卸売

:,.E.代理飴.仲立演がvlわゆる流辿革命のii;.71-受けてきた融･.左でめろう∩

上述の商店数の杓加執如こある盛旭の小売九は.当町人口のL,･曳少というマイナス餐因よりも.

むしろ梢留老U)所婚棚 Dというブラス賓FBL/⊂形皆を受けたものでめろうハ

表 8- 5-8 娼睦別店舗畝の推移 (矢掛町 )

卸 売 菜

代 理 佃 . 仲 立 戎

各 様 商 品 小 売 二丈

放物･衣服･身の朝っり品小売嶺

飲 食 料 品 小 売 東

飲 食 店

白地頼･自転埴･荷車='三ti･'小売漫

家 具 ･盛 典 ･什 器 ′｣＼発禁

そ の 他 の ′｣､ ら-三 共

1

8

8

3

4

PO

4

S

pO

1

Pn

2

一2
5

5

3

9

8

4

13

13

1

2

′b

l

44

55
54
17

12
2

154 F 128

55 i 56
19 116

291 25127
上し｣二三
3441558

注 癌滋統計調査結果より作成｡

i) 業種別店舗汎 従来音数.年rhL-j販ク施
哨卸 47年当町(,Cおいて.卸売展.代PJ!商.仲立央および′｣､売薬の商店数 558のうち.卸尤

菜 は21(当町観音故 558の62% ).F地 衛.仲立英は 2(伺 0.6碑 ).小売巣は 5 15

(何 95.2蕗 )を占めている∩

的和47年当町卸売菜をみると (表 815--9.表 8-5- 11金網 ).商店数 21(昭和55

年の41.2帝 ).従盛名放 96人 (同42.9Ll).1店当 り従盛者政 4.6人 (伺 1.U5倍 ).年

間販売績 4 7,9 96万円HLa118a8多).1店当り年間版売JLa2.28ム万円 (同 2.16倍 ).従

盛者 1人当 9年榔 販売徽 500万円 HLf12,071ii-)でも9.r折 口47年附山県卸売業 で比 (央 8

- 5- 10.表81 5- 11参照 ).商店数5,2u9(昭和55年の97･2飾 ).従盛者教

54,449人 (同 1.51倍 ).1店当り従魂劫 10･7人 (伺 1.55倍 ).年間販売徽 d?.562.

495万円 (同 5･27倍 ). 1]古当 9年間版親 21,615万円 (固 5･42倍 ).従盛者 1人当b

年｢臼慨 先取 2.0 15万円 (伺5149倍 )である∩すなわち昭和55年～昭和 47年のFFILjL'こおける

当町の卸売漢は .その店胡散 ･従筆名政 ･年 周破売魚などすべての鰍 句VCかいて.岡山腺全体の

卸売業の水埠vICはるかLnr及ばない∩

代理商.仲立如 ,当町において払 昭和55年の1D店舗数が昭和 47年には2店告召取に放

洩してか9.廉売敬がつかめ-ないので.ここでは省略すること とするo
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表 8-5-9 選び別店苗女.''二三ノ芸者敏.年間服用伐 (矢掛町 )

種 別 店舗数LO I従演者数 11店当り従敬 年間頒売取 1抑転相 撃鮎勉
昭55 昭47 昭55 昭47 昭55 iVJ47 脚 T5｣ 昭47. 招55 伯47 日が 5 昭47

P 売 巣 い , I21 224 96 4J4 4ム ノ54P2047,9iFj1P(g22i76241r7 5OJ'J l
代理 商 .仲立 典 ド18.Jl_i 2 ll Ⅹ 1.1 Ⅹ 1.17 Ⅹ 12 Ⅹ ll Ⅹ

48 _i_ I54 159 1u7 29 iー 12P11 45.175 250 1270 8ムI 405

156-己128 276 278 2D 22 205115 8gjI.う0 149 699 74 522

飲 食 店島馨親 鳥瞥 ●蒸発亮倉見 .什 55~ 56 75 98 25. 27 1509 15552 46 452 20 159
14 1ム- 19 45 1.4 27 1.612 12?22 1.15 8D8 85I 5ut

55 27 79 150 24 48 7.505 7a429 221 2PU5. 92 605

その他の′J､売薬 ~51 軸 74 96 529 19 4A 8P61 恒2552 158 1521 84 542

′｣､ 売 薬 計 l51至 -..す15 684 985 22 i1 150β15 .さ52〔)58 1dl巨 ,,8 74い 57

牲 (1) 商英統計碑密結果 より作成,

(2) 年間版売敵将P:手数料その他のサービス科の収入硬を含ま声V,｡ただし.代理商.仲立農

は手数料そ加 担のサ-ビス料の収入徹のみ.
..:J:･

表8- 5- ,0 -騒 別店舗凱 従如 ･数.年間版細 (岡山馴

英 機 別l 店 舗 数 】従 魂 者 数 1店当り従弟巻数･年 間 版伯 55 昭 47 昭 55 惟i47 胸 55 暇 47 昭 55

卸 売 (8 薬 5503-I 5209 22851 54.449 a.9 10.7 ノコ円-1も1669551代 理 商 .二十i仲 立 業 252 dO 754 87 2.9 ■1.5 25.509
各 様 商 帝-′.d､ 売 薬 dO 44 1A25 2,416 25.7 54.9 544,449

l織物.衣服 .身や軸 か品小売薬 5509 555110958占.?_44125一 lCI25124294709891855 12,160 ll .17 1,105,755
飲.食 料 嵐､≠小 売 英 11580 :乳ム44 2._1 2.a 2.259,765

飲 飯. 店 5380 25224 2.8 5.5 597.051
自動車.自転車)縛車等小売英 1,068 7,558 1.7 5.9 152995

家具 .建具 イh器 ′｣､売 薬 1,9t)5 22816.208i5-027.15,OJ15 .?A78 2.占 4,2 659,802そ の 他 -CDneJ､ 売 薬 4759 22β〔B 2.7 5.7 1355257-

荏 (1)商魂 真軸 査鮭栗山 作成n
1.Y:へI'

(2) 年間版売鶴VCは手数ねその他のサービス科の収入観を含まかハ.ただし,代理商.仲
IFtl.J.

主/JLI-ri

'二皇ヒ湘
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表8-5111 英機別店舗数 .従巣番数.年胤版売級の軌 句
(昭和 55年を100とした相合の昭和47年の数値 )

巣 .ltif 別 店 舗 数 従兵着払 簡 表 t年間版売徽 職 売執閣線画
与誰町 I裾山地 メ蕃町 帆｣_似 タ泰郎 凧山県 強 打 岡雌 タ#町 一札上県 矢箆打 凧t脹

･ロ 売 薬 41 97 l45 151 105 ー55 89 527 21占 542 207 549

理商.仲立果 20 24 7{ 12 Ⅹ 52 Ⅹ 75 _Ⅹ 508 Ⅹ 占09

各種商品小売業 75 - 171】 252 559 985 - 1251 489 552陽樹 の 71 101 77 119 107 1ー9 5ロ3 9 8 500 425

食料品/｣､売薬 9一1 96 101 118 11ロ 124 440 578 489 dU1 455 490

L' 食 店 1〕9 174 151 211 117 118 1,05l 821 959 4占9 795 589

建S,')豊野 ● 114 117 226 597 19さ 547 802 4740 705 4f〕22 554 1.190
＼貴賓具.什器 82 120 165 189 2OOI162 1,074 905 1:514 754 ム55 48U

の他の小売巣 145 150 545 175 252 157 ー596 879 9占う 占75 407 50占

注 (1) 商菓統計謝査結果 より作成ハ

(2)年間版元観VCは手数料その他のサー ビス斜の収入観を含まない(ただし.代理商.仲立業
は手数料その他のサービス科の収入菰のみ∧

売 敬 碁敵 鯛 絹 急遠 b

昭 47 昭 55 昭 47 55l-47~乃F｢ .ノブ円 ノブ
69.562495 5.986 2ーβ15 576ー2ー】15

17.OUO 92. 285 52 195

5.109.4山 5741 70670 242 1.287

55624ム7 554 167U 108 457

15J]69,058 199 り95 95 456

5259,858 100 489 54 140

6505,849 125 5P27ー 72 857

5775β02 556 2552 127 809

10,158J)dU 242 1555 88 445

立Rは手数料その他のサービス料の収入甑o)み∩
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ll

次lh=小売菜についてみると(表 8- 5-9.讃 8-5- 10.衆 8-5- 11春冊 ).当町に

おける全小売業年硯販売篠は昭和4 7年 552.058万円で.昭和 55年50.815万円016.95

倍で4'D.それに対して岡山県会小売業年間版式艶は昭和47年47,218.160万円で.昭和

売薬年間版売額の伸び率は岡山腕金′｣､売薬年胤版売額の伸び率にやや及ばないnLかし同期間vc

当町の全小売薬 1店当り年間販売敬の伸び率は&.94倍で.岡山保全′｣､売薬 1店当り年問販売衝

の伸び率 6168倍エb高V,が.これ壮当町のけ折口47年金小売業店舗紋が嶋卸 55年と同じであ

るのVC対して.岡山煉全体の昭和 47年金小売薬店舗数が昭和55年の 1.17倍に増加 している

ためであるoまた全小売集従業者 1人当り年税版籍銃の伸び率にかいて比.4･82倍の当町は.

4.94倍の岡山県全体よりやや低くなっている∩

さらに小売業を菜慮別にみると.昭和55年～ 47年の間に.年間販売後 の伸び率にかいて岡

山腺 よりも高vl菜種は飲食店 (当町 1n･51倍 ).岡山｣県 8･21倍 ).家具 ･磯臭 ･什器′J､売果

(当町 10･74倍 .岡山妬H･CI5倍 ).その他の小売集(当町 15.9ム借.岡山県 8･79倍 )でl

岡山県 上b低い東西綻椀物 ･衣服 ･身のずb り晶小売業 〔当町5,59倍.岡山腺 5,05倍 ).咲

食 料 品′ト克典 (当町 4･4倍.岡山県 5･78偉 ).自励藍 ･自転車 ･･倍率等′｣､売果 (当町aO2倍

伸山県 4 7･4倍 )であ9.1店当b年間販売俄の伸び率において椀物 ,衣服 ･身のまわb晶/J､尭

東 (当町 5108倍.剛山原 5･00倍 ).飲食店(当町 9.59倍.岡LLJ頻 4.占9倍 ).家具 .越具

･什轟小売業 (当田115･14倍.岡LLJ煉 7.54倍 ).その他の′ト売薬 (当町9･占5倍.同山塊

6･75倍 )が岡山県より高く.飲食料品小売盛 (当町,4.69倍.岡山搬 d･01倍 ).自動車 ･自

転車 ･荷車辱小売共 (当町7.05倍.周LLJ膜 40.22倍 )が岡山県より低いハモか従盛者 1人当

り年間販売額の伸び率において結.庶物 ･衣服 .身のせわ9品小胞捉(当町 4･占9倍.絢山腹

4･25倍 ).飲食店 (当町 7･95倍 岡山腺5.89倍 ).家具 ･感具 ･什酪小売東 (当町 占.55

倍.岡山県 418倍 )が岡山県 より届く.飲食料品小売某 (当町 4･55倍.岡山腺 4･9倍 ).自動

単 ･自転車 ･荷重等小売薬 (当町 5･54倍.岡山腺 1 119倍 ).その他の小売薬 (当町4･07倍

岡山県 5･86倍 )が岡山県よb低い∩

9) 商店のぼ留美懇

以上は.商落潮新調査結果表および岡山県統計年報の統計賀科VC基づいて.矢劫町の縦 の推

啓をみてきたのであるが.さらvC当町vCかける

小売廃各商店の経営葵態を調査するためyE.令

商店を個別訪問 して.次に示すようを商議調査

果 yCよるアンケート鵠丑を行をったn

_Ll__-_･･一一-

写共 8- 5- 11 矢掛町商店街
-4B占-



商 業 調 査 架
金運商号 〔 〕

(1) 商 店 名 (

店 主 名 (

岡山大学教育学部社会科研究室

所 在 地 (矢掛町

.i ia(

(2)徒某省〔家族()人世用人()人〕

(さ)いつごろからこU)衝を始めましたか
n
(･1)UJ痕(')年から(p)大正()年から

い蝦和()年から

IL
tた以前はどのようなど桁でしたか∩()

(4)仕入れの多V,脚で桝苫q)主項を俄ほい商曲J周とそれぞれの主賓孜仕入れ地を教えて下さいo

(峨扱い商品名)1.2.
5
.
4
･

(主要仕入地)

(5)主な仕入れの方法(一一腫方から来るのをdうn
(p)鳩岳.
手紙で法文L配適し/tもらうハ

(,)こちらから出かけていって只う∩

(占)お･店の戚禿方法lh=ついて

(Jl)か異上品の配達をする∩(U)注文収i)にまわる∩(Jう外苑に出る∩
(⇒値ひさはしない∩

(
,i
)か癖え物をする
o
再現金売りに吐割引ナる
n
(ト)7Eと-.･
至った月物L･'Cは割引する∩

(7)お店の皆兵時間午前()噂から午後()時まで

(8)桃在お店vcとって一帯職娼75のは次のとれセナか∩

(i)客を他地域
.
他都市th=とられること【
(唖絡
.
鹿協の盾動〔う行商純金必

鍋
′
腕金間脳ぐうその他

(9)舶'̂a'L･'Cついて

(1)-臼のお客は何人位ですか∩
()人

(I))客筋は?(多い版IdJ番号をつけて下さいハ

主婦()勤労者()曲林漁具者()

学生()その他()

(う客腐

男(～10)(ll-20)(21-50)(51-40)(41-)

女(～10)(ll-20)(21-る0)(51-4D)(41-)

地区内()削地区外()刺

(⇒購見状況

一日平均客単価

現金又()<lilj掛異()刺

(10)解名辞有輔

(ll)得意の･
有無と激有()人
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(i) 調査商店数とその東棟別内訳

昭和 47年矢掛町内の小売果商店数279(飲食店を除く)の約517多忙あたる94商店を調査
し.その果敢別の内訳は表 8- 5-ll2の通bであるが .飲食斜品小売勅 湖 査商店政 94の55･5

多忙あたる 52も占めているためVC.この娼盃もある程度かたエbがみられるか もしれなV'ことを

念頭におかなければならない,,

衷 8- 5- 12 細 別調査商店数

東 種 調査商店数

1 椀物 .衣服 .身のLgl9品小売弟 9

2 飲食料品小売兵 i 52

i 自転車 .荷確小売棄 1

4 家具 .超具 .什器小売業 ll

5 その他の小売轟 2 1

(ii) 絹業年代

表 8-5- 15 関東年代別商店数

薬 種 明治以前 明 治 大 正 甲私 まで 昭和llJ-19年 雪艶9年 馳 9年 昭和40年 - 計

I 11 1 2 2 12 1 2 15 82545 9123 55 7 1754 1025 511ll21

爵 8-51 15によると.相和 28年以後の開業商店数は.回答商店数 92の54.5帝にあたる

50で.昭和 20年以前に開発 した商I紬 は 42(回答商店数の45.7飾)であるハ

ことに大正 ･明治 ･P)]冶以前vc偶感 した商店数が 50 (阿 52･8%)もあり.商業の歴史の古きが

鑑められる,.

(lID 規模 (従発着数vCよる )別商店数

規模 (従兵者数vEよる)vCつVlての回答商店を業種別vcまとめると.表 8-5- 14のようvCな

る∩使用人のいない家族だけで営巣vc従事 している店~が占8倍 (回答数 94の72.5多 )で.これ

らの店は.ほとんど ｢企果｣的存在というよ9仕 ｢家集｣的存在であ9.8とつ屋根の下VC店舗

部分と住居部分とが同居L.舗店の会計と家汁とが ｢どんぶり勘定｣の状態で同居してV'るものと

推測されるハまた商業の簸兵が見られ.戸主は他の轟薬に従事し.老人や主婦が商東を営んでいる

商店もみられた∩そして.使用人を雇用 してV,る店は26店 (回答数94の27･7飾)あり.こ
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れらd)うちには.｢毅jk'｣的なもの'1､;I,祝してSFもは度r企.滋｣的色彩を帯びたものも見られる∩

衣8-5114規模(従兵老成yL,よる )州他店i2

('JV) 営東時間
表8-51 15rこよると.大体午前9時以前に開店するところが多い∩ しかし盛種別veみると.
飲食料品′ト売薬では仕入の鵬係からも朝早 くから周店するものが多vln 'また閉店時刻 について托.

午後 6線以前vc剛店するところは.飲食料品′ト売戎2店 (しょう油鮎 および小売.午後 5時50

分L-判店.鮮魚′｣､売.午後4時rXl店 ).家具 ･娃央 ･什叢′｣､売薬 2店 (ガラス店.午後5時 50分r#1

店.建材店午後 5時舶店 )であり.午後 8時～ 10時以前の間vc靴店するところが多い(営戎時間
I,CつVlては. 10時間以下は少な く.11- 15時間以下の店故 d7(Ld為政 91の7まd弟)と

多い∩

1■

A

- .Ir'49-



衷 8- 5- 15 開店 ･閉店時刻と営薬時間

首 肯 - .一撃 一撃 1 2 5 4 5 1 計

牌 午的 7時以前 5 15 1 1 3' 167-ヽ′8 - 17 4 2d

店 8～9 k 4 .16 9 8 5.7'̀

時 9-ヽ′10〝 2i 5 [ 1 4 12
刺 10時以後 1 1 2

汁 9 52 1 ll 20 9■i

M1店 午俊 ム時以前d～7 -7.､′8 〝 25 t 255 1 Il 2重 2l S 1 A5958

時 8～9 〝 4 50 181

刺i 9 ～10〝1ロ時以後 95 11 2 ll4計 9 52 1 ll 20 95

ぎ営港時間 8時 間以 下 1】 1 ど 1 2 1 1

8～9 ′ 1 2

9～1〔ー′ 1 2 I 5

10′～.11〝 1 5 1 6

11～12〟 2 . 2 2 5 ll.

12～ 15 〝 2 15 51 5 _25

15～14′ 2 1ム A 25.

lLT.～15h,15～ 1ム〝 4a 11 aa16時間以上 5 4

(V) ･顧客の状況 ,pL､-･･

表 8- 5- 1a l日平均客数't等俄の状況

客 ､1 --pー空 域~＼ 1 2 5 4 l Sー 鮒

9人まで 5 5 I ■5ー 7日 10-29人 7 1 4 .5 20

午均･''&故II 5O-一■9人 11 12 1 2 15 16

50-99人180.-199人 108 5 1514



㌃ ＼ -1 整 埠 1 2 5l 74llii 5ぎ ー8 計 ｢

甲 答 店 数 7 45 1 8089.?
l1店当 場 数 152.1l75.5ー15.071.0l 12id
客!主 婦 占 42 17 7l 65

坐 522 ! ,,l 5171 irIt ,i 日日1l 91i4i 9l さ 5112｢ -SD IS 】指 摘 数 計 13 74 1 2 20l 52 I 141

＼J1--回 答 店 数 8 48l 1_ 1028 87

砧二 :-oo… 1 l l15 l1ili 1 i 1l 25

2 2 2 I 2 8

ここl 80% 1 1 l 2 4

.の占 90% 115 J2 I 4 2U fめ 100車 1 251 5 8 l 40

1日平均客数と客病の状況をまとめたのが表 8- 5- 16である(まず.客数V(Cついてみると.

1日1店当り客数は 89.9人であるが.兵機別では練物 ･衣服 ･身の回 り舶′J､売'集152･1人 とjti'

も多く.次V,でその他の小売盛 125･6人.飲食料品′J､売東 75･5人.家A･･従兵 イト器小売.JG71

人.自転車 ･荷車小売滋 15人の版 と在って..̂るn この上うVC織物 ･衣服 ･身の回 り晶′J､光英の有

数が娘も多いのは.町内に新 しく衣料将門のス-I,'-などができたことt,'C.tり･周辺の町からも.●
衣料の只vl物vc来てvlることが推測されるハ

客脇につV,て全体的にみると.ll.相の省が収 も多く指摘数 65(指摘総数 141の44･7年).

勤労者51(同じく22.0解),挙p D陶 こく21･王事),凸林漁業者12伺じく&5阜)等となっている｡

客筋を果細別VEみて主婦の客の多いのは.飲兵科品小売果 (指摘政の5･d･8弟 ).挽物 ･衣服 ･身

の回 り品小売薬 (同 じく4 占･2労 ).家ft･娼典 ･什器小売遇 (fR]じく55串) 等であり.学生

の客の多いの比.その他の小満東 (同 じく28･1番)と7'っているハ･

7kた客数のうち矢掛町民の占める割合を全体的VCみると.客全部が矢掛町民であると回答した店

数は 40(総回答店数 8.4の47･d車 )･客政U))ち90車力咲 掛町民であると回答した店数は20

(同じく25.8 軸).80帝が矢掛町民 と同者した店数は 4 (1司じく4･8序). 70歩が矢掛町民

と回答した店数杖 8(lu･=こく?.5車 )tl竿となって.̂る07tた恒侶 店故のうち等全部が矢助町民であ
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ると回答 した店数の割合を超種別vCみると.飲食料品小売薬 55･2車.その他の小売兵 44･4飾,

家具 ･建具 イ｢据小長…菜 45.5多となっている.,

(vi) 版元の状況

表 8- 5- 17 平均等単価と現金版nJJ･掛版売

師 -上､空華. 1 2 5. 4 5 回答店数

痩 200円以内201.-500円 _さ 141占 1 1つ2 7 ー427

501- 1POOP] 5 ll 5 22

価 1.001円以上 1 2 4 10l

口 答 店 数 7 45 1 a 14 75

I現金読 現金売1CIO飾 2 20 1 4 4 SO
′ 90〝 80′ 70 51 788 ; ‖ 15ll12

売 ∴ l ∴ 22 1 ー :2 4占

のLj令 掛 売 dt]■ 70 I 1 12

′ 80 1 1 2

ト 'DO 1l 5 5

戚客 1人 ･1回当bの平均売上高(平均客単価 )を衰 8-51 17によってみると.回名店数75

のうち57･8留の27店が201- 5OO円と指摘し瀬も多く.次いで50 1- 1UUO円が22

店 (回答店総数の3 011弟 ).200円以内が 14店 (同 19.2解). 1.0O1円以上が 10店(同

13.7%)となっている ∩

つぎ把現金売と掛売vCついてみると (表 8- 5- 17轟冊).回答店数 84のうち55.7蕗Q)50

店が楓売はをく現金売100多と回答 し.fR金光 90多.･掛売 1口車の店が 15店 (回答店総数の

15･5帝).現金売 80飾 ･掛売 20帝の店が 11店 (同 15,1解)などと.現金元の割合が圧倒

的に多vln これは.顧客の納入商品が商品単価の低vl最寄品であることVEよるのであろうが.単価
I

の結い腐['･Jpを扱ってVlる家具 ･越具 ･什器小売虞のなかには掛売 80帝の店もある∩

つ ぎ忙当町の小売商が.版元VC際して どのような方法を･とってVlるかをみると(表8- 5- 18

参照 ).指摘総数 9占のうち2LO多の25が.｢見上品を配達する｣ と指摘 し.次いで ｢外売VC
出る｣が 17(同 17･7啓 ). ｢-まとまった買物には割引する｣が1ム(1ム7番 ).｢値引きは
しない｣｢現金売VCは割引する｣が.それぞれ 11(伺 11.5帝)となっている∩このようVC｢貫
上品を配達する｣の壮･全体の2d･0多で.配達は割合行なわrLで,,少.君かでも飲食料品小売果
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美LR:卦V,て.かな9行なわれてV､る ∩また.｢外売忙出る｣のが 17.7弟を占めており.この他故

に見 られる蒋徴であううへ ｢値引きはしなレ､oJが全体o)1ll5車を占めているが ･ この地奴では.
｢只上品を自己連する｣｢注文鞭にまわる｣ことに上ってサ- ビス【てつとめ.また. ｢塊金売vCは割

引する｣｢まとまったLli物には割引する｣かエぴ ｢卦鋳物をする｣の計が 54･4車もあることから,
かなり.値引をして版売 していることが推計卓J,Lる∩ こ)叫まスーパーマーケットや倉敷市などの他

地区 との凝争vCよるとも考え られるが.昔をがらの人情(/C満ちた風習のなど9であると推刺されるハ

表8- 5- 18 販 売 方 法

1 2 1 5 4 5 指 摘 教 計 ■

只上rFpを配達する 15 15 ー 4 5 25 (26.D)

注文俄vcまわる 6 2 2 10 (1D.4)

外売Lて出る 4 4 a 17 (17.7)

値引 き(,iしない 1 i 1 5- 2 ll (ll.5)

お添物をする 1 5 2 A (6.2)

現金売vCは割 引する 1 占 1 ll (ll.5)

まと7t凍男物何て培rJ弓ける 2 9 5 2 1dlr1&.7)

指 摘 数 計 9 49 1 17 20 96(100.0) i

回 答 店 数 8 52 I 10 15 ld4 I

(viけ 仕入の状況
〟

｢仕入は 商売の半分以上だ｣あるい は 耶 Il bought i日 half Bold_" とい うよう

な内外のことわざにもみられるようL,C.仕入の良否は.直ち(n=経営盾劫の成果に影響 を劫J5:L.仕

入の塵蛮性は決 して販売のそれに劣るものでは なV,(璃地 ･古川共栄 ｢南東通論｣ 105ペー･} )｡

このように商売にとってik-顔役仕入を.当町の小売商は.どのようVCl子-なっているので4)ろうか.

｢主要を仕入方法として ｢先方か ら来 るの全山 !｣｢電藤 ･事紙で注文L 配達 Lてもらう｣
こちらから出かけていって漂 う｣の三者をとbあげてみた ところ (葬 81 5- 19轟牌 ).全体

胸vcみて. ｢先方か ら来るのをyLう｣の制 海故 占5 (指摘倍数 1与 1の4al多). ｢′地底 ･宇 武

で注文し 自己遷 してもらう｣の指摘赦 45 (rE.154.4帝 ). ｢こちらから出かけていって買う｣の

指席数 25(同 17.5感 )であったハ小売軸比｢生産｣と ｢消性｣を連絡調亜する流通経路の般瀬
端に位燈 し.鋸終消せ者忙瀬 も原潜 ｣.朋縛.月や者のため('C商品の通釈を行なVl. これを仕入れて

版売する超群活動を行75うものてあム∩商品は .晶旬が よく消せ者の好みに合っていて.しかも値

段が格安であれば売行きがよい ものであるが.そのよう攻商品を販売す るためには.tず仕入vcあ

たってこちらから研盛的忙LLjかけてい って.tE人偏品の選定 .仕入値段.仕入の時期と歓ぶ:.仕入

先の遠軽など忙ついて十分を研究 と上米が大切であるn

｢靴通｣をとりま(経研き士虫の諸環境 ･諸 発作vL.よって.小売掛 てとって仕入政瀬が どのようにあ

るべきかとレ､うことは.-跡叫ま爵講されえなVlが. ｢先月か ら来 るのを買 う｣の指摘政が掴埼総
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表 8-5- 19 仕入方法 と仕入地

仕入方' 地 業 1 2 3 4 5 指 摘 教 官†

主 警乗ざ ら釆 るの 5 34 1 10 13 .ム3-(4a1)

賓右左摘鯉法 新 野 5 21 5 14 45 (34.4)

V三三鴇 ㌍ カ状 a 10 2 5 23 (17.5)

指 摘 故 計 ー6 65 1 17 52 151(100.0)

回 答 店 教 9 48 1 ll 20 87

王盟( 岡 lLU 市 d 25 11 i 17 52 (29.0)

倉 敷 市i矢 掛 町玉 島 市総 社 市笠 岡 市 22 189162ll 522 511 28 (15.i)9 (5.0)17 (9.5)2 (1.1 )14 (7.8)

脂 井 原 市 1 1 (ad)

な 京 都 府 2 5 ● (2.8)

梼 大 阪 桁 5 1 A 14 (7.8)

也 福 山 市 5 10 2 7 22 (12.3)

数 東 京 都 111 5 7 (i?))入也 名 古 屋 市新 潟 県山広 島 県九 州四 匡l 11121 1 (0.6)1 (8.a)1 (0.占)2 (1.1)2 (1.1 )1 (0.占)

指 摘 数 計 18 95 2 20 4占 179(100.0)

政の4 8･1蕗を占めてV,ることから.あま.b収篠的ではないことが憩められる∩これは仕入地 もさ
まざ7tであることや商連が老人や主節の手vCまかせられ てし(るという商業の雑業化の原因 に上るも

のであると推軌できる∩

次vc主賓を仕入地につVlでみると (衰 815- 19参照 ).岡山市の指滴数 52(指摘総数 179

の 2910飾 ).倉薮市の指摘故 28 (同 15ld飾)などと.岡山市からの仕入がかなb多 く.また

広L'i県に近いという地理的環境から.福山市の指摘数 も多く22で指摘株数 179の 12.5車を占

めてか9.その他玉島市 17 (指摘総数 179の ?･5碑).笠岡市.大阪府がそれぞれ 14(同 7.

8飾 )などとなっている∩アンケー トの冶集から.さまざまな地域から仕入れてVlることが改め ら

れる∩
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以上は.アンケー トVCよって.商店の経営状,津を検討 してきたのであるが.商店を個別訪問し

て感 じられたことは.4- 5店のスーJl'-形式の店があるには あるが.大部分の商店の感営親機

が零細で. ｢企薬｣的存在とV'うよりは ｢諌兵.日付存在である(また.戸主は他の産業vc従車し

老人や主砧が蛭骨yc従車してV,る商店数 もかなbあった∩ この7tめiて.全体的VCは新時代への即

応筋力.商店自体の合埋化 ･近代化-の諺歳 ･意欲が欠けているよう【ても認められるが.当町vc

もスーパーが出現し.商集vc意欲的Vこ板少組 もf)としてV,る感度が欝められるハとくに.矢掛町

婦 人 の 店
ii=FJ

写失 8-5-2

過払スーノし｢仙人の店｣

典弘スrJL- ｢婦人の店｣(A=ついて.昭利 48年 8月 1日

の山鵬折槻朝刊に｢商品の手綱仕入れなど謹皆の合理化を
ねらvIVE.岡山保下の lu農協は.今秋から全回の大型姓

威ズーJ1-で姐扱 している ｢全国Aコ-ブチェーン｣ I/=加

盟する∧中 ･四国地方では.広島掛 こ次V,で2番目∩全

国Aコープチェーンは.ことしの5月.全曲の指導で発足

した全国の塊脇ス-ノ､-の狭ま りで.典脇スーノ(-を姐飯

化することによって(う共同仕入れ (塾商頗マークの統一

④鵬 の指導･研修の-本化 ④消伐軌 占Jの佃報交換-72

どを行ない経営の合理化を図ろ うとV,うもの∧魂在.全匡】で5 46戯脇.中 ･四国地方では .広油

膜下の 19盤脇が加盟 している ,,岡山脱下で比.東b場面楯が 1a5平方 メー トル以上で生鮮5品

(食肉.魚.甘果物 )を扱う大型店舗を経営 している′]僧 都矢掛町の矢掛町血臥 登陶市の笠岡市

農協.井原市の井偵市姓脇72ど10魚島が.10月1日から加盟する( これ ら10鹿協は.先j]の

20日に発足 した ｢岡山iL,l<くみあいマーケットチェーン｣ (略称KMチェーン.5D鹿協加盟 )Vこ

も泰加 してかD.J叫山県経済連では ｢10Bt脇のJg#をモデルLn:県下の塊私ス-ノ,I-の経営改省を

期 したい｣と語っている∩.』と喝搬されているよう(/C.流通の近代化への意欲が うかがえる∩
参 考 教 科 (阿 部 恒 子)

1･ 岡山県統計年報 ･,岡山県企画部統計探統 果

2･ 『岡山県統計 100年史 』 u

5. 『繍菓嫡論 』 増地ILti治郎 ･古･JIL栄⊥共著

4･ 『小売商尭構造論 荒川祐膏背

(p) 矢掛町とその海側 小売市場俄竣

両地を簡単に定点すれば.′｣､売店の見込牡1番を他項的複軸峡としてとらえた もの (有斐離 辞

辞典 )と言えようが.逮("=各地域の梢や者が.どこU)簡苫あるい比商店横で生活Vこ必礎な物鞍別 沖

入するかと~言ってもそれは同義であるハなぜ72ら商品を媒介にして小売店と顧客は表出-体の行動

をとっているからであるハ しか しこの項でとむあげる慨慣性後者つまb矢掛町民が生活必諏品や.

自ら0)生活をよりェンジョイするための諸･4の商品一言ねrr娯楽品 ･脊惨品-をどこの商店 (衝 )

から購入 してV,るかを解明することであるn

さて.一口VC商銀と育っても.その拡が 少は普通①,J境店の療争状態 ②′J､売店の俄淡い品目や
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特致 ⑨購男人口の推移 ㊨交通機関の発達鑑等鳩 要因に基づvlてV,る ハ従 って,それは固定的

72ものでなく.常vC流動的72ものである,.同町の哨饗者行劫の現況を推禁するVCは上記の諸要因を

充分に杷壇 した上でそれを行 うのが本筋であろうが.破面の制蝦.重複を避けるためVCこの項では

割愛し･①②は前項 (商兵の推移と現況 )⑦はH人口康成と人口変動,Jの項 ④は P交通と逓倍 〝

の項を姦牌 していただくことを示唆するE-とL′ことどめたい∩願わくは発明なる読者諸兄V:C上述の各

項を熟読含味した上でこの項を読んでいただきたいハさもなければ.諸商品の購入先分布表も無味

乾燥7j:乱数表vEなりかねなVlL.また頻繁vc現われる百分率も無意味を数字の巌列でしかないだろ

うから∩

矢掛町民の商圏調査を行なう手段として貸間新法 (アンケート方式 )を採用 した巾質問紙は矢掛

･横谷両中学校を通じて200世帯に配布を依廠し.有効回答されたのは 175で87･5多とVlう

高回収率であった∩拙V,旬間lで快 く応 じて下言った各家庭の皆様vcいたく感謝すると共に . これを

基vc回町民の男物嘘の概況を充分L′こ推察できるものと自負 している ∩

なお.矢掛町内各地域で標本数 (質問概数)が異なるの払 その地域の世帯数の多少によって生

じたものである｡標本数は液密漁比例配分ではないが,実勢を表わしているのは車乗である｡

各地域の標本数は下記のとおbであるハ

上高末一一一1 1

手角一日 一一-5

西JH面一1-1 1

江長 日 - 15

兼三成 --･17

中 一I----a

下高末 -一一･4

宇内一一一- -2

東川面 - -I-8

浅海-- - -8

豊山EE卜 日 日〕

横谷 -I--14

内田･一一一一一4

小林 ~~- ~9

木桶 ~~~- ~9

矢掛 - ~~55

南LLJEEl- -~9

玉島陶弥高 一-2

諸々の商品は消磯者の購入の仕方vcよって.血寄品 (梢聾者が寂静bの店で.手軽vC購入する商

品で.例えば.煙草.味噌.皆油.日用雑貨などのようVC安価で頻繁vc購入する商品 ).只回品

(消せ者がVlくつかの店を見て回って形状.晶層.価格等を此叔碗討しながら順入する商品で.帆

えば.婦人既炎服 .帽子,ネクタイ.装身具類等 ).専門品 (消碓者が価格以外仁.特定の晶質.

意匠.または商標や店の名l吃魅力を感じて特定の店で購入する商品で.例えば.ビフノ.高級衣般′

高級家具類 .テレビ.自動車等 )vc分類されるが.しかL.ある特定の商品をさして上記の三種類

に分如することもできかねるハと官 うのは.薗民の所得増加や趣味 ･流行in=伴う生活様式の変化

(多様化 ･個性化 )によって従来周回晶的性格の軌 商品であったものが.今E]では毅寄品的孜商

品になってV',るものがあるからである∩

今回の調査では①漕 ･調味料類②野菜 ･果物類 ⑦鮮魚 .肉類㊥和洋英子顛9金物 ･荒物頻④陶故

麓避 ･ガラス器類の薪炭類①化学触料類①シャツ･下瀬 ⑬習性欄艮類屯婦人 ･子供服軌 鄭艮地類

⑳削炭.反物類⑯靴観⑬下駄 ･履物類⑯傘類⑰ か 'ン･袋物卿 夜具 ･寝具廟⑬家具姻 化粧品 ･

医薬品数⑳時計 ･U噛 類改 冴具類離 船 ･僻 旬玩具類⑳カメラ瀕⑳レコード.楽群類⑳ラジ
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オ ･テレビ⑳家庭磁器用品a)計 28,枯排,Cついて考男を.1試みた∩

表 8-5-20の矢甜町民の蝕如tjl総括泉/J}ら iL梱 ることは .人手;iS分の商品が矢掛地区 .殊

灯L'司鰭店街から畑入されていることである,,Lか L.-LfuUJ商舶.糾えば圭引生洋服頻 (-rh-<LLWでの購

入蔀 25.4GB).,,/.I,J人 .-F-tiuiR-N](回 19･5渉).舶Jib.頗 (同 27.1飾 ).矧)は･反傭 (1r･'125.5

賭 ).レコーード･楽器幼 (lr･L54･1勿 )等は.旭の商品 (lrul平均 5- 6舜 )l'C比べ.倉敷JrF.岡山

fF--/lFの市部か らのTtIJjj人が著 しいが.これは矢掛の将門店では.仙格 .デザイン.blt'.イi等の,缶で飽き

起ら如(Flij噴者が .よb自分の趣味.個性Id=Lbった.7tた.A:り蛸足V)Lへく腐品を求めた縫製でめろ

ラ,,市郎の中では倉政市が 他念圧倒 してレ､るが . これは矢推卜町 よりItiL短h!巨耕作.bる都市という地の

利0)ためであろう∩次項国々の商品化ついて逐一Jf水すること忙 しよ')∩

(1)IB･調味料頻(2Jg･'f廉 ･果物頑(5)鮮魚 ･肉斬(4榊 禅弟子軸

(1)～(4)の 4品目は東城町内での恥入率が非',;かこ.LJ;く(平均 97.4う右). しか も.例えEri.jli=
成地区民は束三成の商店で購入する.というように町内ても牌人 地は.が明確rLhr分別されて vlるハ ま

さに虫音曲的性格を如実L'E表 わしてVlるとvlえ上うハ しかし.野菜 ･果物類は鹿家がある樟rl自治

物として栽培 し.雌っている ものと推寮される∩若干市背けか らの購入 もあるが.これは通勤柑速の

見物であろう∩

(5) 金物 ･荒物頻

こu)商品 もJ:lWL:ll棟Itfl町内でa),uA入率 (衷元滞留率 )が 97･6'Sと極度vc砧V,nたた上地薗LL.-占と

英 -/=る点は矢掛地区のみか ら購入されてLnることである,.そのJ～呈出としては他JLhJAlr'こはヰ恒'i]/占かな

いのか.あるいはあってもl娘られた拙難iのものLか,ないためであろ う∩

(dJ陶扱者言.カラス器類

一口'/C陶磁器 ･ガラス綜放 といっても.茶碗 ･コッフ笥 の低腺で英用的な ものから.水原 ･,1▲′ラ

ス工芸Ll.LJr.等の室rJl装飾品 とLて虚宝が られ るものまで多感多様 L,CiQ'るハ町内での朋入率 89.8舘が

ホすようi･こ.これらほとん どを町内の軌-']店で災い求めていることは懸案であるが.アクセサリー

として陶砲器 ･カラス謹言Ik求める協合.併用仙儀それ自体 より.柄 .デザイン等忙誼 きかかかれる O

従って充分満足のい く商品を求 めようとするなら在Li.tiの盤宕Ijt満都の噺 ｣リ店で購入 し-rrけれ!1-rなら

ないn l012'Bと市部での畑入葦が比脚 勺痛いの主よ上述 (･t-因るものと推察され る.また . これら0)

商品は度々購入するものでは･ないのでた-iの ショッピン グを 利 用 し .安価な夷用 品であれ-市部

で偶人 されることも考え られる,,

(7)薪炭類

新炭は .LPGL(液化プロノJン.7tjス )をはじめとする化学燃料('C押され.その牙肌1が役 々に減少 し

してレーるハここ矢掛町で も例外でなく.虎括義でもFinらかなよう(て.他 の商鵜と比較してあまり購

入 されていない ∩ しか し.lglJえば.煉炭のよう//こ斜度 vcも暖房に も同時L"=利用 さ,ll.たb.科射 てよ

っては炭火がよいとV,うようUこ他o)燃料V･Cは ない1rJL点があり.化学燃料及び'tE気を主.薪炭類を従

として利用 している家庭が多い( その購入方法は'裏店と商店が契約を結び宅配方式忙-なっているハ

したがって胴入地区比失jl;t地LJ_が ･卜山でなっていfJものの :,'rllli!-< く′こ分散 して-/､ろの も納榊できよう∩
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(8) 化学燃料勅

矢城町で壮主vcLPQ (液化プロパンガス )が利用されてVlるn l!.tf入方法は上白己の薪炭顛同様宅l

配が行われてVlる(購入地区比矢掛地区を中心vcしてV,るが.注目すべき比良甑である∩購入率

1014年と1店鋪VCしては福希である∩その理由としては.良家向けを中心vCした壊大を版売桐を

利用 したものと思われる∩

?)シャツ･下酒類

シャツ･下満頑の軽衣料品比.只回り品的性格を強く帯びてVlる ∩町内の商店衝vcは.岡山市.

倉 政市vc比べても少 しも塩色のないスト71があり.十二分VE用を足せるI,地元輔留審 95.8虜が

それを雄弁に物語っている∩比椴的安価複礎衣料品を兄い求めるのに.わざわざ市部へ外出するよ

う衣桁盟を病母者紘矢掛町即まV,7fい ∩市部での購入率は d,2帝であるが.これは通勤 ･通学柵途

VC仙人したものか.あるいはディスカウント(割引 )商品を求めたのかは程かで孜vlが.市郎帳陵h

地区民を除外すれば.常時市部竹!(.hT入 してV,るわけで推ないと考えられ る ∩

(10)男性洋服-&

スー ツ . ･}ヤケット.トラクザーズ (ズボン)等を中心とした男性洋服類は.市部での購入率

25･4roと全鮎 の中でも五指に入る (主(JE倉敷市 (10･8車 ).岡山市 (6.8頭)から畑入され

てVlる∩一昔前の ドプネズミルックから今Eiではスj?イル.配色.流行等を考慮 した洋服が好凍れ.

その上.価格.･Tt製 (オー4-かレディメイドか ).用途.嘘類等を加味すれば賠伺男性.の鼓ほど

男性捌 RのLb寿は Jbるといってもjg喜●で経ない,.総 じて粘液な洋服の.その町r･勺での購入率が7占.

6渉とは,援秀を7-イラー.在庫を充かA=irx少揃えた良心的を専門店が多いとvlう証左である ∩

しか し.戚散をゆえ!て.ttb借用のある店を適訳するとtJlうのも哨督者の常である∩その東灘が町

内の成年if,子をして市部での斡人をなさしめた主因であろうハ

(ll)細入 ･子1糊良席

若い女性用の痔畑 を含めた婦人服.ベビー恨をも対象とした子供服は.今日では.ビックストア

ーl′こ･BIVlて綻各コ-ナ-を設けたり.商店ではそれぞれ独立し専門化 してVlる(従ってこの項でも

個別vC考察 した∩

加入地の中心はなんときってもヤングレディを対象vELたものVC売ろう(オシャレVC敏感な女性

はlj3位洋服以上vc流行把左右される,,俗化言 う ｢よそ行き｣は一周その感が強い｡そのため折軌滝

を早 く只V,求めるために市部へ走るのは当然であろう,,倉敷市での㈱入箪 12飾壮そのあたbK起

因するものと思われる(せた不斬新拭やはり繊維が妓正祝されるため.町内の商店で十分肘入され

る,.

子供服は.ほとんど河行vcとらわれをい.丈夫さを健先したものが多い ∩また学生服は学校指定

のものがある(どちらにしても市部で購入するよ如まl既 で買い求めた方が僻 IJであり.購入価

格外の諸縄皆を考えあわせると経済的な場合が多vln

(12)月如也類

舶答壮主にホームメイドを巣 しむ女性であろうn既艶服が上流の今日とはいえ.趣味を生かし.
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個性にあった服装.J'一-1えて昨今のインフレの中で比横的安価を洋服と言えば生地自体を他人 し.自

ら礎製TることvC根為.､この点で仙 出潮蛸人CjtiATvl̂ 式がroる∩市部での購入率は 27.1多とレ

コー r.楽諾こき勅の54･1割h=次いで第 2億二でLl,'る..とりわけ倉薮.iJ.井原市vcjilL申してvlる∩倉褒

市は矢掛町を南東勢力幽内としてか9.井脱rIIは相銀の町である∩服地は前述の如人 ･子供服耕

(特に1,ングレディ)と何倍綻.流1jlで左右される傾向があるハその点を考膿すると市部での購入

漆がlt:]いのもうなずける.1 1

(15)呉服 ･反物嫡

今日では.和服(,-1不斬首としてではなく.(lIJtLil',li.冊7L藩として缶用される吻合が多V,n また.

和服に廟等の′J､物を加え/Dと相当店貌忙なり..州 品o?滞LてJtf.;する.,細入頻度も生涯に数回と低
く.それだけvc滑峻者の購入時の桝 ,JiさがlR来される ∩草V,i′こも先細町内の呉服商は.伝統を磨る

店舗を購え.商売人/J'71/BiにtiTんでおり.吟味された放物を盤留に抽 前え している∩中門品的性格をrii'
びてVlる商品VCもかかわ らず.町内でU)傭人畢 7a.5弟は権丑vCi直する∩市郎では倉軟市.倒LIrrTl

が多vl｡

(14)靴旗

一昔前ででは機能一点張りだった靴も.今頃でrL.ファッション性も加味され.TIP･0(噂.

場所,機会 )vc応 じて磁 き換えるため赦足付つ柄ii者 もいるn しかし.′杏筈娼女全体から考察する

と.機能を製f祝 した如軌靴.遊戯靴のようを瀕虹をものが買い求められ ている ..i焼 Tlz.(柁Li.J箪87･2

帝とほとんど10人のうち9人が地元で偶人 しているのもその}Jj【'C戚凶が あると侭われるF市7=L,.iiで

は倉政市が 12■'/ 25と過半数を占めここいる.

ぐ15)下駄 ･履物類

下駄は.昨今.懐古雌味の人を煉いては.ほとんどはかれることもなく･せた下駄即 勺店 もなく.

履物店の片隅vC追いやられてVlる状旗である ∩ため朋 挿入頻度も引,烹ど(;LL1ものではない｡純イJtJ｡

左右されず.低腺なものが多いので.町内で充分rBJ忙合うものと思われ/L'∩

履物は本央ならば日本幽有の専権を指すのであろ久が.ここでは仏盛に解釈してサンダル串 もJJIJ

えておく∩

阜焔 も下駄同様に今日ではあせりはかれず.搬 幸治てのサンダル等が不断よく用 い られる∩

サンダルは安価で頑丈なものが多いので.そのため刷 抽入頻度が r1--古く.しかも.そのほとんどは矢

掛町商店街で購入されてVlる∩地元滞留率比 918弟である∩

(1ム)傘類

傘拭典型的なエーiLujbFpで.さして捌 ,'bfEもので比Tlh n しか も-舌Bの女性偶を検外すれば.流行

にとらわれず.機能本位のものが多い∩ もちろん.析出傘等その用途に適 した都僻 もい くらかある

が.それとても容易に入手できないわけでは･/.･い ,､町内での購入率 8?I8虜がそれを卯契vc示 して

いるn また.今日では.200円～ 500円U)安価で牡V,捨てのような金 も出回 ってVlる∩そ0)た

め不意o)閑にも対処す.るため.嶺寄品的商船として購入されることが少なく75:い∩
′
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(17L)カバン ･̂9,1<勃月

現在で打.カバン ･盛物頻は.本来の鰯能の外托.アクセサリーとLての戯能 も允分考磁されて

いる∩-ンドノミッダボLアクセサリーとLての比重を増せば増すほど.旅行に左右され.1人で数個

も所有するようにTLるn Lかも.素材が吟味-&れる憎ど慮価vCなるnそのような商品は市部.特に

名歌市で納入されているO LかL.カバン ･袋物類全体 を考察すると.従来の風呂敷.n物 カゴ.

そ して草生カバンから.今日で拭.宇摩で経帝的な簡易バッグ (ベイパーバッグ )1.で数多く利用

されている∩カバ･ン･袋物頚の本来の戯碓のみを要求するIdら市部での肺八を待たず とも.地元で

充分間に合うわけであるnrDT内での購入率 86･501がそれを臓的V｡示 Lていると捉廃される ∩

(1H)夜具 ･鶴細

一郎枕のようなものを除外すれば .ふとん.ベッドのようvC怒 (かさ )的Vこも.1m格的(h=も大型

商品で.傭人頻度も他めて低い∩専門品的商品である.,矢掛町ぐらいの商魂規段からすれば.これ

LLa)商品は都市部で搬入されるのが通常であるが.地元滞留率 95･8多と嫡鼎的な数値を示 してい

る∩これは矢掛町vCス トックの豊富を大規挺商店がめり.その上融 の性質上.宅配 .信用等を考

慮するT=ら.同町で雌入するのが収も賢明を方法であると判断されるからであろう(

(1r))家具類

マガジンラック等のよf)を比敏的安価な商品もあるが.総 じて夜A-1吸異類同様に高価で糾 う晶的

簡報である∩同町での肺人峯は 9 415留と偏峯である(これは上述の夜具 .饗異類と同一の鹿由と

推賓される ∩7T=か.市部では低率ながら井原市.倉政市からのJ仲人が目立つ∩

(2O)化粧品 ･医葵晶 親

一昔勧まではこれらの商品のコーナーを扱けて同時vt販売する｣馴｣勺店が数多くめったが.今日で

紘.化粧晶はボランタリーチェーンの発達によって.鮎鵜品klその敵将t/こ対処するため医薬品のみ

忙よって版売する噂門店が増加 した,.そのため.この頃でも化魅品と医鵜島とに分けて考娯した,,

化粧品は圏内大手メーカー.外国メ-カーのボランタ リーチェーン化によって.全鳳軽 浦々々ど

こでも自分の好きな化粧品を容易vC入手できるようqrなった∩矢掛町とて例外で'r3:い∩地元柵暫率

95･0蕗がその証拠である(また.この総括東では明らかでないが.セールスマンによる戸口版充

も考慮 しておく必袋があろ う,I

医薬品は町内ならば容易Vこ蛸入できるn また.従来の恵山.奈良を中心とした碇紫 も考慮 しなけ

ればならないで在ろう｡

小Lij'地区での納入が自立つが.この主因は.同地区が矢掛地区に次いで軸店が触中しているから

であろう,, !梓(吃.浅海 .本郷地区の消哩者の偶人である∩

(21)時計 ･眼鏡琉 r

時帥こしろ峨 vcしろ.従来の鎖能一辺倒か ら今日では多分vEデザイン等も加味されるVC卓って

いる∩脱髄は成年レンズの研究の発達により.･77;賓者個々人の賓求には 合ゞ致してV,るハそれだけ

眼鎗 レンズのみを考えても.バラエティに苫んでいるo地元滞簡遥 8id解は.ほぼ満喫者の硬水

を桝た し⊂いると思われ るn Lか しながら.博vc脱鍵は他の酪商品と性格を呉vELでいる｡
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す夜わち.少しでも欠陥があれば.す ぐさ ま′毛塙にJi恥を考たすハそれだけに視力検査等の単軌 淋

塞.充分な腐品吟味が必虜である ∩ と在ると1秒rf-i/)el!Tu.'な.l州17.技府の盛 った都市での馴 tj店で

戚入される傾向にあるハ もちろん.矢掛町化 も良.LrTtjを鵬軌古は多V,(が.缶敷市や剛∪-FF(′7:は有

名な (信用のある )眼鏡店が多vlとい う消ti古.白山が.自らの足を して.そこで入手させること1,.i

否めない袋夷であるnI-Flil柵 朋#H如牌はtptiEFW岬 人に,顕著VC表われる ハ この時計 ･眼鏡類も決 して

例外で17;i:い∩

(22)文房央類

全般的 L′⊂安価fEもa)が多 く.如妹に使用される鼎近.ノー ト等は.インフレ0)今uでも180円

前後かそれ以下である(町内での蛸入率は 98･3番と酒 ･調味料 r98･B飾).薪炭痢 (98.5(JXi)

i":つV,で韻三位であり.j&-音品の性格を女鹿 Lて'TtしてV'る ∩また.学校の牌長都を通 じて.上i)安

価th=入手していることも忘れがたい韻鍵である∩

(25)ぜ腰 ･雑誌軸

これ らの商励 ま.過(月 )干り森 .漫血太等の大衆推轟から.盛者せ .学府Ji等の高耕臓 まで多

岐vcわたっており.根LigされたスペースにLZTl何をる音譜 ･雑虎を陳列するかくてぜ店は風 しする｡

しか し.結句托多読される加俗的な雑誌が凍棚を独占する.が.読者は自分の希望する士のみ馴I'4

人す る∩代替品はTJい ハ特Ld=小規模せ店での研取B=は入手 しがた く･勢い都鵬 陣 購入される傾向

がある｡その意味で市部での購入率 14触 妊者に8-1理解Lb♯砲が,とも融 町内での購入薬92.埴 土,

情報源の一つである脊賄 ･雑誌類が町内8号とんど不自由をく周い賄えることを充分示しているo

(24)玩具類

-HL̂C｢L･.もちゃ｣と言っても.その組敷V;t也めて多 く.素材vcよって分類すれば.米収も.もち

早.,紙製おもちゃ.布地お もちゃ.陶磁弧お･もちゃ.金地盤おもちゃ.ゴム炎おもちゃ.セル｡イ

ド製･おもちゃ.フラスチック盛おもちゃ等となり.このほか'{{人形 .羽子板.棉監 (ヨウラン ).

渉Tf補助感奮 もおもちゃとして俄 り旗われ てV,るn-また価格の点か らみれd'.大物 .′｣､物に分.払tJI

られ.大物の部類に入れられるものは.主 として小児の小連銭では見 えない程度の比厳的I.･ij価なか
もちゃ類Ik包含し.小物は大体th=かしへて安1曲-lrもので.例えば笛.風船等その様瀕は非常に多いn

この_iうV=商品の松城が多様こてわたってVlるため.末端配給-k也当する小売部門l′こかいても.叫A･

門のおもちゃ店か ら方胤 駄菓子J古に#.るまで.おもちゃと名のつく楯品 を扱 う小売店は非/,Vtj=多

い ∩ 従って.矢掛町内での牌入寒 94･占魂と廃港であることも理解されるハ

(25)カメラ勅

これまでは.卑門品であるカメラは 都 h.a)城門店で購入されるのが一般勅であった( しか しなが

ら.地元滞留率 8217車とr･:,lJく.同町のカメラ15の健隅ふ少が うかがえるnか って発沢 (ゼイクク)

品であったカメラも.国師 外相のI.a加L,Cよって.今日では生活必帝品的色彩が廉くなってきたこと

(2占)レコー ド･楽器類

L/コI L-(rl:yv′LE類少 丘商品の鵜型でめL).い｣えは舟望 j-ら-- トーグェンのシンフ1･ニI NO5

--}_l-



ve代えて.lVOd｡JTi入するわけにはレ､かなV,n代省経ないことを鴬嬢 Lている ∩使って在庫の豊
●LLTをr脚 a)レコード店-7T入手し上うiとする頓向が見られるハまた準涼忙しても.ギクー等十部の楽
器を除いては.一段家庭で純入手Lrtることはほとんど帝である( これらの商品畦.その意味で町村

部の小売店では呼門店として鮭暫 し難い一面を持っている 〔地元珊留等 65,9帝.市部での購入率

5-ll1碑はそれを明白VC衷わしている(

(27)PL)* ･テレビ

ラ}オ ･テレビは.現代人(,Cとって生活必爾晶といっても鳩首ではなV,∩その･/tめ家庭塩漬店もその

版売紘もちろんのこと.修理.組睦等の7フクーサービスにも力を入れていろ 〔従って専門品とは

いえ.地元滞留箪 9017解と叔多く購入されている ∩また トランジスタ-ラジオ(ラジオ付 カセッ

トテープレコーダーをも含む )を韓駅とする小型ラジオ結成近.本来の機能t'=加え.例えばレシー

バーとしても利用できる上うに付蟻的機能のつ州た横様が特vcヤノク僧vt音ばれてV,る∩ためVevl

ち早 く新製品を71驚けで購入 しようとするハ市部での購入寒 9･5帝と全体的vCは低vlが.上述の要因

が 多分UICあること比否めなVlであろう｡′｣個 地区からの神大が比軟的多L̂が.これ壮小EEIVC近い浅

海.本楯等の哨智者が肝入 している∩

(28)家庭懸濁用品

家屋'&岩音用品と一口 VC育っても.電線等の安価75:ものから.玲戟雌.クーラ-.ステレオのよう

yc柘現在ものまで棚々な商品がある ∩騰 じて前項のラジオ ･テレビと同様な結果が表わrLてVlる∧

町内での購入率 91･0飾市部9-0車である ∩

般後vc今一度 .鋼査結果を:総括すると-

･ 虚寄晶は町内の各地区で.月回9品は矢掛地区特vE商店街で牌入されている∩専門品は

矢鵜地区と市部から兇vl求めてVlる∩

･ 市部での購入地区は倉政市で過半数を占め.次いで岡山市であるnI

I･ 市部で俳人する梢僚者比主vC会社月.oL等の通勤者および学生である∩

小売店の少ない地区では行商からの仲人か見られる∩

(金 沢 兼 男)
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表8-5-20 (1) 栖･湘味料軸の紳入先分布表

･､綿 郡 部 tL 市 部 一計
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香車tJl出 I,l-I1 I l2 l1トー-I1llドlIlAL_I 1~̀｢十.一一 i 1

字 角 I l I l l l~'｢~1･一一-一一IlT一一1-Il ｣ †■I I 5

宇 内 ( 2 l∫ Iト. ト 4l Il一一一+-1 l十一I.一一I ll t l l T-82--12-8-9

'上 砂四 ll宙 l ～ I l 】

l--ト t1ー｢I 】 T了 l-1 一一.t-.一一7 A ; ; 7 I_｣

竺 棚 : :d】一 ｢~L l ･.･.■■■ 1 ∃ I J l l4 1_ _
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薮 車重 墾 II -2 !1 】｣ ｢~l
I⊥ l一一一一Jt I IL lJ lI
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敵 L田 1 l l 】 - ∫ 】

中 ー｢ l I r5J 12 1 . 1 r 1-トーI lーIr一事 ｢∫ ir一一∫1｢~1 占1-5-

偵p挙型 垂 t l T T J l l J r l lラ ー l7 l l ~rー- 1 l l l Ⅰ I I 1 l .1I +-T-1 一一■ヽ ｣ 1 5

表 8-5一一20 (2) 野 菜 ･傑 物頻 の購 入先 分布表

＼恩恵 郡 部 [ 市 部 ｣ ■
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表 8- 5 - 2 U (こ) 鮮 魚 ･ 内 部 の 僻 人 先 分 布 或
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或8-512D(5)金物･荒物娘の脚入先}'_f･布襲

郡 部

蘇 生 矢 掛 町 幅;-,二盟殉請巻 倉A請 剛(iJr山市｣ニ集倭 裾I也-辛柄;*):I勾小林風語一本l:槻 江良班# 矢初 寧成 卦 蛋叫 東谷い(小;l日】l也胞主義 嫡町 山岡市価I
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轟8-5-28(a) 陶政滞･ガラス器軌の鳩入先分布裁
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表 815- 20 (7) 薪 炭 佃 の脚 人 光 分 ′餌Ii;･

袈 815-20 (8) 化学 燃 料 m-の 購 入 先 分 布 或

- 三Li17-
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衰 815-20 (15) 呉服 ･反物類の購入先分布表

衷 815-20 (14) 靴類の購入先升布表
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滋 8 - 5 - 2 0 (2 ,) 時 計 ･雌 類の購入亮分布或
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襲 8-5-2U (25) カメラ朝の納入先分布表
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表 8-5-20(27) ラジオ ･テレビの賊入先分布表
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H 商工会の活動

α) 矢掛町商工会の歴史

矢掛町に比.大正 10年ごろ有志の人たちによって商工会の萌芽的なものが誕生 したが.昭和

10年ごろ任意団体としての商工会が創設され.昭和 1d年～ 20年ごろの峨暗中vcおける物税

の統制下で.生活必備品の配給を行なっていた∩申免後しばらく空白が続いたが.昭和22年の後

半把をって.復且 してきた商盛者たちvcよって.矢掛商店連盟がつくられたハ同腐店連盟は店頭

の帝板をそろえた9.中元 ･年末の大売出 し.雷肋の木確夜市の実施など.矢掛町の発展のため

に尽力 し.昭和 52年ごろまで活躍 していた∩その後昭和55年ごろ同商店連盟などが中心と在

って任漉団体 としての商工会がつくられ.現在の尚信会の母体としての役割を果たしたn

町村vc蜘ナる商工業の戚合的な蛸 発達を図ることを白的として ｢商工会の組蝕等ve関する法

律｣ (商工会法 )が昭和55年5月2UEl公布され.同年 6月 10EI施行されたので.既存の任

意団体としての商工会は発展的に解放し.この法律vCもとづいた矢掛町商=金が昭和5 5年 10

月1日に新 しく発足 したnまた.′J､田.集晶にもこの法律vcもとづvlた商工会が設立されたがL

矢掛町商店会壮経営改沓音及番兵vcつし1て小孔 美星の2商工会から委託された形で.つまb矢

掛.小EB.乗星の5商工会が共同して2人の経営指耕具をおいて番兵活動を始めたn

昭和56年 1月15日矢掛町と小田町の合併vCより.fT政･単位としての小田町は発展的vC解消

し.矢珊町の 1地区としての′J､EB地区となるに及び.昭和58年 4月矢蜘町海上金は′J､田町商工

会を吸収合併することになったn 吸収合併当時′｣､規機嚇盛者救 870で,850以上の吻合比 2名

の経営指節員をおくことができること把より.経営招魂負が2名おかれた∩その劇 紳P42年9

月美星町商工会も繕膚指繊負をおくことになったので.矢掛 .夷星の各商J:会は.それぞれ単独

に地域の小規模尊盛者のiri常や技術の改沓発展に努めることができるようvCなったハ

矢掛町商工会は.日脚 lH 7年度末 (昭和 48年5月51日)現在.会員改 559で.岡山腺下

でも有数の商工会として地域商上薬の発展のためVC日 活々軸してVtる n

b) 矢掛町商工会の現況

日 組 織

矢掛町商工会の稚魚は会長 1名.曲会長 2名.理容2 0名.監事2名の計25名-瑞草成されて

おり.役負は会員の中よb過任されi任期は2年である(なお当商工会は ｢会見の総数が 200

人をこえる商工金は.定款で定めるところVCよb.横合に代わるべき総代会を設けることができ

る∩総代の定数比.その選挙の時vcかける金員の織姫の 10分の2(会員の総数が 500人をこ

える商工会vCあっては. 1Dt]人 )を下ってはそらない,.｣(商工会法第 48粂)vcもとづく総
l

代会制鮭を採用 しているが.その総数の碇敏 10G名の地区別定数は表 8-5-21の通 りであ

る∩

ずた当商工会vCは企曲委員会.商美香見合.工業委員会の5委員会があり.各委員会の委兵長

副委員長はそれぞれ 1名で.委員は企画委員 6名.南井委員 12名.工東東員 d名で迷宮されて

いる∩
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表 8- 51 21 線 代 の 地 区 別 定数

･地 産 総代Q)定数 地 区 縫代の定数

13矢掛 第 1地区 l 15 7 山的地区 2

来町田町上本町小林 日 8 美川地区 4

2 矢掛 第 2地L亘I西町旭町 ー ~言 ～ 折 ~ー 川面地区 510:.中川地佐 ■5

545 矢掛第 5地区 'o !ll.- 小田第1地区. 8

胡町相生町 堀越 由その他

矢 掛第 4地区 15 112i上I 小tB窮 2地区 8】 7

中町 棚越中

矢掛第5地区 15 小田虎5地茎

元町鹿町金谷歯ヨ説三谷地区 J触感東

注)矢掛町商工会乳業報告/a(昭和47年度 )より作成.

当商工会の功顔局は淑 労IpjJ長 1名.鯉営指溝Li2名.戚営指導補助員 1名.自t鵬 指導専任職員
2名.記帳指城見 1名の計 7名で柵成され ている (

･畑 町商工会を吸収合併 した庖後 の糊 口58鞄払ら57年度vC垂 る 1-0利 ICP'会月数のiJi･移をみ

ると (衷 8- 5- 22番瓜 ).昭和 58年度o)455から崎 47年旋 (年鑑末 )の 559(法人

71.他人4 88)vc増加 している ∩ なお昭利47年度会負数 559を菜噛別tA=みると.小売果

557.娘造果 111.サービス･果 29.越鼓戎 16.卸売果 15.iig嶋嘘信太 10.執政呆阪

菜 5.鉱盛 5.A;伝 .ガス ･水適業 5.不少産凍 1.そU)他 9と75:っており.-1た政用人のいな

い家族だけで営式に綻虫Lている もの5i9.14)-8人 1人- 2人使用 してい去 もの 7a.5人～

5人使用 LてV,るもの51.ム人～ 20人のもの 50.21人以上の もの 15人 となっているn

表 8-5-22

年 鑑

会員数の推移 41142r4514
江 (1) 昭利47年度は矢掛町商工会沖 くれ

(2) 昭和46年度ま~静ま剛山瓜 埼J:全速合金調べ｡
(5)
△印は減,少,,

8;】･5:
ll)令 弟

｢商工会法｣凍111粂VCよれば.細工会の行なう舶 総次V(C地げる部長の全部または一一増uとなっ

てV,るハ

1. 商工護に舶し.用談に応 じ.又比砧輔を行TJ:うこと∧

2. 商工果vc関する情報又は攻料を雌 し.及び鍵供すること(
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▲-

i 商工掛 で関する講習会又結ぶq涙金を牌催ナること∩

4. 展示会.共進会等を踊催し.又壮これ らの消磁のあっせんを行なうこと(I

5. 商工会としての意見を公襲し.これを国会.行政庁等に具申し.又は建議することハ

i 行政庁等の絡周vc応じて.巷申すること(

7. 前各号vc掲げるもののほか.商工菜者の委託を受けて当該商=盛者が行なうべき慈玲

(その従兼良のための番汝を含む∩ )を処理し.その他商=会の目的を適成するため

vc必要 75番兵を行なうことn 'I

次vc現在の矢掛町商工会の活動状況を.昭和 47年鑑矢掛町簡J:金城菓報告番から紹介 してみ

ようn

l･ 経常改題指導事典

Q) 繕営指串良の相談および指i#

表8-5-25経営指革具への欄紋事項別件数 (昭和47年度 )

F 分 金 融 ;■税 政 経 .壁 経 営 労 働 取 引 Iそ の 他 ≧汁

巡回指導 2ム0 ム7 24 5 530 5 28 917
(2a4) (7.5) (2.A) (u5) (57._8) (0.3) (5.1-) (100月)

袈ロ指串 t 298 440 38 29 109 0 9 9.25
(52.5) (47.7) (4.1) (5.1) (ll.8) (0_0) イ1.0_) (loon)

計 . ー 558 507 I ,62 54 659 5 57 1.840
.(5a5)i(27.6) (ま4) (1.8)蔓(54.7) (0.2) (20)i(川0tl)

注 I (1) 矢軸町 商工金本菜報告ヰ (P'd和47年度 )より作成

(2 ) ( )内の数字は柵成比∩

表 8-5- 23によれば.商上倉への相故件改姓労働Lb-659 (水餅縫件激 1.840の54･7

飾)と蛙も多 く.次いで金融面 558(同 50.5歩).税政面 507(伺 27.占飾).繕理面

62(同 i4番 ).その他37(同 2･0弟).経営面 :54(同 1.8飾).破引而 5(同0.2うら)

と夜っ{･V,るハさらVC.これを経営指卓見巡回の際の相紋指額と窓口相談指導vc分けてみると'

巡回相放指導忙かV,ては.労働面 550(巡固相映総件数 917の57.la歩)と過半数を占め

次L̂で金他面260(同 28.4飾 ).税紛面 ム7(伺7.5瀦).その他 28 (同 エ1多 ).鍾

埋両 24(同2･ム飾)の版であb.常口職 指導VCふV,て推､税扮面440(恵口鷹取総件数

925の47･7弟)とJ皮も多く.金融面 298(伺52･5宙 ).労働LArl'109 (同11･8〆).

経理面 58(同 4･1帝).経営面 2 9(同511車)等となっており.巡回と窓口では相談内容

vC幾分差異がみられるようであるハ

G
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(3) 演習会等の園催V(CA:る指導

襲 8-5-24 ..#習合等の銅価状況 (昭･ru47年鑑 )

I-M;区分ー 鮎 El1 指 鵡 個 別 指
回 教 時 間 数 奉加 人Li 回 数 晦 ritJ必

桂)矢掛町商工会ヰ蛸 絹皆逆目lHfJ47年Jlf)よ り作成｡

当商 ⊥会で比巡姐 ･窓口山塊は2911_-けて汰Tzく.金必 ･帆勝 ･′材軸掛′Ll娼するrdLJ掛 ,'Cつ lハて

会良の研修をEI的とした沸常食 等kl井目出してし-･るが.lit_J.刺47年度vcを･いて榊催されたdR留金

等の内訳を表･'jtすれば .裁 8- 5- 24J_日.)であ,Sが.その外.新規庁坤者がお年相加 (糊

;fEj4 7年度 50名 )しているたLL,:).維吐 (横車を青む )指鵜として符色孝雄 8臥 府山細事常会

4r91.bd娠指i#2回jf施 した∩

① 金融 の各っせん

衰 81 5- 2 5 金伽のあっせん状況 〔順 .州47年度 )

L 覇 巨 ｢ - I-_ lI
江)失脚町地上全輪遜経営-,i.r(鳩 祁 47年ItL)上り作成｡

金幽a)あっせん状況 (衣 8- 5- 25金柑 )をbL七と.ttE付lJと転税金'gi50 0.22Ofmのう

ち.風乾金地公!描 く15 1,5 50用 (ば机 岐 点虚飽 SaO12 2山刊 勺の 5014ab).その他
の金紗機I-A 148･a70千円 (回 49･b弟 )とほほ1mlL二相鑑の状況であ る ∩7tた旺佃快碇 1件

当 り平均金租は.虚底金鰍公畑が I.7 4UF一札 その他a)金山射軸姻 i.46日干tJ:)と-なっていろ(
HLUT147年盤は .政府 5金F'戚娘鵜のほ′,;･..tl,1{施JE協会.鳩元金腕bl淵のBJi解を佃て.昨坪の11

那,.'lJ･(7月水ri;･tでよる災"iiI噛加齢[:tを含 LT)Jj,kね‡であ った∩

檀)経営指朝出y〔よる.Jll始 研究

昭利 4-/i,t一必′仁かV'て.梢営花村LIve上って行なわれた碗査嫡先を･Jq示すれば .貞8.-5-

2 占のようでめ[).欠胡町の細工よき蒐腺の pt-TjEで様 々 斤Jd虐1Jf究が行 nJ.･われでV､る ∩
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表 8-5-26 億営精 墳丘に 1-る調戯 f宛状況 (昭和 47年度 )

4 7. 7

47. 7

47 .1U

4 7 .1 U

48 . 1

48 . 2

48 2

バンコック相棒製造溝界ji腰調香

7月鍬.･r如こよる災古典JJL･B調進

中小企発逆▲窟朋蒼

機械金蛸加工下請央憩凋丑

小規般企遥景況鍋査

ドル./ヨックによる影V調査

スーパーマーケットの調査

.症)失脚町 商工会触 報告-a(昭和 47年度 1より作成o

⑨ その他経営指導員 ･補助月例 健全として.税政ll己搬肘掛 研修会に4臥 指樽見特別研修会

忙 1臥指締月協会研侮金vc2垣は劫nL.せた僻見IL)H軽食 として峨月払泰5'f修会vt2回茅軌nし
た ∩

2･一粒争果

C_-)矧 同駅特急滑車陳情および西地区駐車場設促につい て意見活動

② LPJ-C大売出し･土鳩政市 (昭和4 7年 7月 5U 日～同年8月 1･5日､参加店 12 6店,

虎上総鞄約 1,占00ブコIJ日

動 年末大売出し(昭和47年 12月14日～同年 12月5D日.参加店 125店 .売上縫取

5,855<)fLll)

④ 矢掛大仙威容の大桑vc胞軌 A!合折込広告によって盲伝 (昭和 48年 2月2 6日.参加I吉

29店 )

⑤ 都市肘明の推進〔牌明推進垂良金を中核にスボンサ-の払ノJを棉 て.r'-イウェイ水銀蛙照

明の設俊一小岨町道 (小LEl小学佼約-藤枝遅速Jg的 )8基 .土成瀞 (炎山川ダILえん鍵下 )7

7盛.県道井倉線 (谷水食息前～淡海入口)5基〕

㊨ 矢汀卜嵐山月見の会 (恒例の儲 月金紙 ム回を迎え.詩吟会.射入金.町観光紘金 .中国tkプ1
東胡新軸礼 をどの馳力で.脚部 47年 9月22日嵐uJJjB広場 E,tかvlで行なわれたハ )

⑦ ､貯帝共析部共 (帖か 8年 5月 51日現在加入件数 177件.口政 27I/口･'bか細戦あ

っせん5件.227万円 )

① 社会保鹿等忙鵬す る.脇 の代r-1(現在 の収催い状況は表 8-5-27のとかDであ 9.料

15 1部韻所の委託 を･受けており.労働保険 として一元化され7と ∩ )

表 8-5127 社会保険等に捌する臓 の代行状況



e)畑山iLii-商工英子/Tの火災兆済Tt濃 く昭和 48年 5月51日現在火災共済契約取扱い件数 15

1件,契約高 24.090万円 )

⑩ 小規模企果 共済別姓の加入状況 (_tii-工の退職金で凶の′｣塊 根企兵火哨-_*弟r加 ;叔 り扱 う

もので.昭和 48年 5月5 1日現在JJl1人作故 7d件.1｣政 198仁j)

67) 全臥 東上金次許検荘武腺 Jf施 (矢掛繭 長由岐tでおいて韻施.哨i-rJ47年 dA 4Ej,A.鼓省故
d6人合格者必 14人.何年 11Il19EITit演者故 65人合格者数 25人.伯利 48年 2J=]

11日受験者数5 5人合格者故 11人 )

⑫鮎単機鵬設 〔町当Julの俊肋th=より鵡横付.･LJilり(中町)vC性也機UiJn簸(1Djj)〕
jii･) 稚榊 47年度収支決1紺

昭メLl4 7咋艦収 支決如拙 (戒 81 5- 28彦雌 ).収入,a-"I14.995.44日llj.立山食ら｢
14.976.a8O円.収支差･JldI･1(1581円である.､収入U)r)ちL'Jと祁 tJ.JJ金が 4.a9Ll,49DP･J

(総収入の51.5飾)と滋 も多く.伏しへで特別脆試金 5.445.998円 (回 24･5解 ).町補助

金 5.5da.9 11円 (同 22.4Lb).会.は 1.545.auUrll((･jl?･U髄 ).I-;1･脚金 1.092･229

円 (同 7･5解 )な L:とfrってい る∩

強 8-5-28 昭利147年度収支tLL節

科 目

収 入 の 部

爺杢 常 収 入

会 tlt

yP;棚 助 金

町 補 助 金

指 別 紙 .課 金

手 数 料

臨 時 lⅨ 人

雑 収 入

砧成比佃

14,995,441トlj a lU OJ〕

4.690,49LJ

5.56占.911

5.64i998

275.427

1.52占,79CJ

234.57U I 1,ム

lil,tf肘 金 収 入引当成人収入 1,:,j92D,:(;日 27,.: .
I

前 年 度 繰 越 金 44.21ム 0.5

支 LLti の 部 14..976.d8O f .uo.o

縁者改沓 咋及-TB盛☆ 7,2U9,04, l 4R.

-r殻 gi 盛 朝 4.7l〕7,985~ I 51.4

管 理 や 5,U5°/.84占 i 20.4

江)矢掛町廟工会JlX支決 >'t ,特 化 H tl47年度 )より作成｡

-525-



また支出のうちでは継留秋着普及車-jB健が応支LPLの4 81多である 7,2u?･049円と舷も多く.

次いで-殻窮策惣 4･7ロ7･985円 (挽支出の51･4多 ).声相即 U59･84d円(同2 0･4

飾)となってV,る∩

このように当商工会vC.払いでは.総収入のうち郎補助金が 5115薄.町補助金が2214留すな

わち煉 .町補助金が雌収入の517碑と過半数を占めているが.岡山県Tにおいて以 ･町補助金

が終収入の70薙～ 80頭程度を占めている簡1:金が多血みられる現状のもとでは.典例の存在

である上うIh=患われる ハ これは.噂川戚淡金.省附金などにみられるようvC.当商工会幽係者た

ちが併低的忙収入源の開拓vC努力されている証左であろうnI

rv) 噸･fn48年鑑単票か軌と収支予井

昭和 48年度坊裟紬由感 に壮韮本方針として ｢伯都 4 8年度は地腰企超の高庇化.組織化.知

識曲射化.立地公蓄対策.ーF誠等の痛解の推進と新 Lい町避bK対応できる虚栄対策vc韮点をお

き.地域商上薬の馬腹忙町当局と症調を合わせ努ブコしてVlきたいJと掲げられている〔さらt′こ少

し詳しく舶 抑血の内容をみると.ほ歯政審指呼串菜とLでは商工案忙関す卑経営指導員による

個別相族及び指堵 (金融.税紡及び様理に関する相並指呼.経営の合即 ヒ近 ｢elヒ忙牌する個枚指

軌 夕紬及び挫創果栂に｢坦する傭央相軌 刺 I.技府の改凱 工盛所有権vc頗する｣臓 婚軌 そ

の他中小企英vC卵係ある法紳及び制度の触介と菅及).射把の相敢指導IJ主項 忙関する耕習.甜涙

金及び将門摘番 vE上る個別相都 留域.記帳継続柁宙が地げられており.-一般df,粛としては商lI題

vcl如する情報及び奇利の収如7tらぴrLr提供 (地は内商工第着の爽態調査.生産及びtrj松山向の淵

讃.帝喝羽帯の舶査研究.そU)他各価相成:'gt科の吹払と粗鉄 ).鍬 対頒(合理化 ･感度化-gi典lゝ

の推進と実施.都市照明山菜の推進.矢掛偵児の推進 と富伝 と紹介.先腹地視察と調査研究.大

売出し ･rlii一指やlても:つ央鳳 大仙院大祭等への協賛.座良従弟点の表礎.存年部の施 超と,指iPf..越
せ者のEuj浩と経営研究の推進.広域透析と鵬への賂力.全国商工会週慣行･iiの尖脂など).その

他蝕祭廠乾の;%施..小規模企薙共済 ･肝宙共済 ･中小企業適職金共済の鵬遊.両工共済駄美の促

進.庄l金等の併盈黙秘.労物収扱う柵 組合の委託部臥 商工会由雄虚の推進.会報の海行などが

計向されている ,,

次に;m和48櫛 支予発心をみると(表 8- 5-･29容雌).以補助金を5.282.ム占0円

(約年度i･恭敬 より1,592,170円櫓 ).町補助金を5.450,000円(PEfl45,495円Ifa)..

裾別紙課金を5,590･DD0円十l叫210･D0Dr即.ht7).全便を 1･ム80･_P0U円(l叫562･0

日0円軒 ).御付金を1,55占･SU0円 (同 246･5Uu円増 ).手数料をウ0予･000円 =司

1占8.00u門地 ).純収入を2Du.uDD円(Ibl90.OU0円珊 )などと鬼-1月っている.,この

ように相和 48年鑑予算yEかいでも.煉補助金が総収入の55･1舘(胸郭 47年鑑予'tiTにかいて

虻 2 9･1多).Wj補助金が 21･占飾(同 2515多).すなわち甜吹人のうち膿 ･町補助金が5 4･

70/o(同 54･ム多)を占めている..

また_支出は.縫常盤脅せ及馳溶性 8,75D,920円(酎iP度予粟鞄 より2,072.420円雌 )

--T般城東僅 4.655.〔川 0円(同 8D,0uO円租 ).飽 督 2.594.8U1円(ト1-1452,090

-524-



表 8- 5- 29 昭和 48年度収支i･算

-

金 租 ー構成 di泊 金 簡 f偶成比絢

収 入 の 邦 15.57d.211 i 100.U 15.960.721 100.0~ 2.584.SID

1.118.000 &5 ! 1,680.000 10.5 562,t]Ot]

町 補 助 金 21.6 45,495

特 別 賦 課 金 21.2 210,00U

手 数 料 2.5 188.OO□

塊 時 収 入雑 収 入寄 附 金 収 入引 当 戻 入 金前 年 度 綾 感 金 9,A 556,5UO∴ 三! 2.2I; 口.4 ; 200.000lT 1,556.500lI 2::I:Od:昌 55li 二.: I 90.00024占.500∠ゝ 1OCL000I △ 2,.655

支 出 の 部 ." L2..日 ouu 15.チdo.721l 100.0 2.584.510

蛙 皆改蕃普及車 遵 傑 6.658.500 49.8 8JS0.920 54,7 2.D72,420

一 般 車 義 政 4,555,00U 54.0 4,655.UUO 2♀8 8uOOO

管 理 僻! 2.二 竺 二二｣__1 2,594.80 . ≡ .ム5 452,I)90

任) 矢碑町商工会 旧;fU48年Jll収支予井藤 よ り作成0

円増 )と鬼構ってかわ.総支出観だ占める各せ日金軌の剖合は.経済攻巷普及胡桑でZ54.7多.

一般軸 椎 29･U多.J削7ji戟 1ム5帝である.,

e)むすぴ tJこかえて

わが国の東新荷は.峨後の鮎興段僻を.J.Lfて.政界忙曲別をみないほどの高度成長を続け.蛇主々盛

を水盤 とした完全雇用政演が見耕作用花 したので あるが.そV)バー6度成良過程vEおいて物価の持戒的

な上昇硯奴がみられる上うVCをD.ことに昭和 48年 1u月以陣の石油ショックVCよる物1雌の娼嫌

紘.盤菓活軸および国王生活 VC多大の影輔を与えることL,こTEった∩ 自由軒}本主義楼清のもとでは.

か りvc物価が上昇しても.柿)易脱理の鋤きに 上って沼項は抑制され.供給比増加 し.やがて自血

的L'C新 しtjl均衡′隻 脚 隼 とができたnかつて完全風 月のため ′̀亡は ･多少の物価上昇 もやむを

得ないとか.A-'avl打坤 班長のためVCは物価Jjは 必虜態であるとかいわれ/i. しか し今や物伸

一比.経済の自主臥渦耕作用を越える社会的.政治的也由VC上って根強 く上昇を続けてV,る,.

このため昭和48年 1月より物価!./Z定をめざしてJCLVl轟絹要抑制策が とらn･てVlるが.いわゆる

スタグフレーション(栄城仲淵とインフレの併存 )の色合tJlが放 くそってきた( このようなスクタ

フレーションは∴ 程度の差こそあれ .現在世界各Laの共通幼女となっている(世界繕晴は ｢ロント'
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ン･エコノミスト｣誌が潜告 した ｢スランプフレーション｣の状凄くn=id:せりこみつつあるへ政策的

に絹輔贋を抑制 して巧-ULをつくり出 しても.インフレを抑えることは困難である,.硯代議済芋の理

論をもってしても.このメカニズムは十分には解明されておらず､現在のところ.このような状態

から脱出する対策の決め手は発見されてvIT=いハ

この ような情勢のもとで.失脚 tT簡=会の機能.任髄技官ことに韮大といわなければならないn

I-ti-近の内外の戚 Lv,経済環境のもとで.矢掛町の商工菓界 を育成 してい く中枢機i娼と して.矢掛町

の発展に寄与されんことを切に期待 してやせをい∩

(小 林 元 子 )

t!.こ′JJ▲ t-I

■■

1･.日 (ヽ- 一 l,.ドI

I;--
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第 9章 社 会 構 造

1.調査地の概況

小林は矢掛町の(･15ぼ中央に位u=T.し北西部(,i美星町と境を接している｡矢掛の町から広がる平地の北

鰍r=あたるために.南を砕いて周囲をUJに脚まれているが .この地区の西を矢蛾と砧梁を結ぶ県道が
適っているため交通の優は比較的よく.また矢掛の町からも1.5km-2khlと距離的にも近ho県道に

沿って美山川が流れその流域にわずかながらの排他を有して展開している.

小林地区は .さらに上小林 (d航 )と下小林 (3紅 )i,C分かれている｡実際の調査に当って対象と

なったのは .この地区のLl]央の平地(,C位''遭する上小林の削 司部落と.そこよb北西の山すそに位毘す
る岡本谷部落で .それぞれ 17戸 .21戸の計58戸で聞き取b謁査を行なった｡

･＼
/
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ー
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目
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萱矢掛

:i -_1T･執

岡 9-1-1 鯛奄地′｣､林の位虻
表 9--1- 1 耕地利用形態

I 絵 経 営 耕 地 田

鵜 飼 皮85.a %100 占舟T I 31･5主 上

岡 本 谷 12i8 140

計 207.4 1【IO

この両部落の58戸の内 .寺の住職

をされてVlる1戸を除けば ,57戸が

規模の大小こそあれ-応飽業を営んで

V･1る｡

昭和 45年L'-3兼センサスER:よれば ,

触耕地面机は20町7反4欧で出目 .1

似円15･5a;果樹園 18･6%を占め ,山

林 14町4反5畝で経営面も守の大部分

は水田である｡果樹図面枇(,Cついて両

部落間の差が著しいoLB家の土地所有

規模をみると両部落とも総休的忙狭い
ようである｡表9-1-2にその状況

を7fとめてみると.位高は 1町～ 1.5

町でわずかに岡木谷に2戸のみで .そ

の他姓すべて1町以下となっておりそ

の上5反以下が57戸中1占戸:.Eでを

占めてhるO

(1970勾韮林諾喜センサス)



【

衷 9- 1-2 土地所有規模別戸数 _I
t~
t
.･

袈 9- 1- 5 土地所有規模別山林所有規模

T､＼､地所有山林所有15反未満 5反～ 5反 5反～ 75反 7.5反- 1町 1町-1町 5反訂二~■~一1
ipな L 5 4 1 1 I 8 l l
声､涙 声 満 2 2 5 1 1 ll

5 反～ 5 年 . 0 0 1●_ 2 0 5

5 反～ 7.5反 0 .0 2. 1 1 4

7.5反- 1 町 0 1 2 0 0 5

1 寓⊥ 1.5由一 0 2 8 1 000 511l

-.､1.'5町～:2 町 D 0 1 0

(1970年放林寮センサス)

山林所有規模に的しては ,11戸が無所有であD.魚拓は 2町～ 2.5町が 1戸 ,1町未満が 21戸

と所有農家の 80啓を占め ,土地所有と同様小規模であることを示している｡そ Lて .袈 9- 1-3

に見られるように土地所有規模と山林所有規模には朗適はみられ7Tzhようであるo土地所有 1町以上

5-5射て象徴されるように .この地区の出発は零細戯兼であり,特に鵜飼におVlてその傾向の強い こ

と･を示しTC･hるO とのことをLtl産物a)販売額という面からみてみよう｡山からの収入である林産物の

販売は5万円未満 (栽培きのこ頬 ,原木 )が 2戸のみであり.ほとんど出家の収入源としては期待で

きない状腰であるO

表 9-､1- 4 階層別出産物販売状況

てこ1-J 掬 席 岡 ◆本 .谷 l

FJ地,h ＼販売なし 5万円!5万円1′■､.〟 20万円～ 5D空勺 70万円 販売 5万円5万円 2-0万円 50加 70万円# * 20万円 50万円 78万円 ～108万円Zなし 未 満 ′ヽ ノ20万円 ～50万円 ～70万円 ～180刀刃

1528_ (1970年戯林業センサス )



表9- 1- 4のように土地所有の広狭が販売額に関連しているようで ,一部の戯家以外は非常に少

ない販売額になっている｡年間販売金栃 50万rli以下が2.4戸と杓 占5多を占めそのうら2戸は販売

なしであるが .その生活はかなり自給自足的なものも多いのではをいかと思われる｡しかし反面岡木

谷では100万円以上2戸 .また50万- 100万も全体で11戸あってかをb収入の高い出家も見

l られる｡

表9- 1-5 戯産物部門別売上金額の胎位

iTqt∈ こ -地 ＼ 鵜 飼1 位 I t2 位

所 有 lいね 芸風果樹 麦1 いね ∫変 ■い ね

王 反 未 満 '2 1 2

5 反～5 .反 4 2 2 ー 3 5

5 反～ 7,5反 5 5 1 4 ナ一･一一.･.一･.--1 4

7.5反- 1 町 1 l !Z 1

(1970年凸林業セyサス)

収横面梯の面では稲作中心であるが .その他たばこをどの工書作物 .果樹栽培もかなbみられるこ

I .二 三三三二 三三二二7:≡..';-iI:._-II_;‥三二 三 =-;_三 -_≡:'-:≡:二 tf;;i:-Tl.::I.ll_;

げられてL̂るものが多く,2位にいねをあげている｡ しかし全休的VCみればこれらの占める割合仕低

く.やはり稲作中心の零細凶兆という状俵にかわ少ない｡最近は稲作中心のLB家として生活を維持し

ていくためには2町～ 2.5町あるいはそれ以上といわれているが .経営耕地が小さいというととはと

の地区の趨家にとって決定的であり.瓜箕掻宮のみで生活を維持させてい くことはほとんど的難であ

ろうと思われるO従ってここで戯炎経営の低収入を補 )ために.以外収入を求めて兼兼出家 .その中

でも腿斐従の詣 2種衆生E3家がふえる0)も当然のことであろうo

表9- 1-占 鵜飼 ･岡本谷の確旋別経常規模

啓 発 一丁 ~̀-.･.一 一〇第 1種兼業節2種渡英7
2

1 占

1 5 8

■ 1 4

1 1 1

(1970年血林菜センサス)
-529-

難渋についてみると.昭和45年

Ln叢センサスでは57戸中33戸約

90啓が雅薬を行なぅてかb.昭和

45年の金歯の兼業飽家の全体に対

する割合が84.4蕗であることと比

較すればやや高い率を示している｡

兼兼の内容は .堺筋職月 12戸 .坪

労働者 12戸と半数以上を占め .労

働Elの不規則7t人夫 ,日雇はわずか



7戸であるo飛燕血家全体をみると.その内の22戸 7D虜が誰鞍を主とする第2種兼菜で .これも

全国平均の60感に比べれば高い率を示しているといえようOまた節 2種兼発出家壮土地所有規模の

低レ､層で多くなっており.内容的にも第1稀発光儲家に比べ ,定収入の得られる串務職員 .甥労働者

が多いが .これらのことは腿米の形態 ,瓜叢収入の点から当然であろうと思われる｡その上世帯主又

は後触ぎが兼業の主になっていることが多いこと,特に世帯主の兼業ということを考えあわせると .

この地区の諏光化は:早し､時期から始まっていたことが想像されるo

衷9-1-7氷菓楳別による労働力の存在形憩 表 9- 1--8 経営規模月順 滞状況

雇われ煎菓~■1自営飛燕郡務職員丑労働者人夫日雇い
節 1車E兼糞出家!FlIl 戸2戸7 0

(1970年凸林業センサス)

鵬這司 手間替 手蒜 1
5反未満1D28 35 反～ 7.5反 158 2n

7.5反- 1 町 54 4Dl.1 町～ 1.5町 90

次にこれら小規模殿家の労働力はどのようにして補われているのか .また充分であるのかみていく

と.臨時屈し1512人 ,手間替20人 .手伝い98人を必要としているが .夜かでも晩晴雁いが多く

5反以上になるとほとんどがそうである｡ 1戸平均9人であるが .家族枕成の項でふれる家族員の減

少化とも関連がある,IうであるOそして田畑の一部を紺色に出して労働力の負担軽減を行をっている

E3泉もみられるO

別館 .岡本谷にかいて ,現在大休の戯家で何らかの形で兼業が行なわれているが ,発光への比誼仕

今後さらに強まっていくだろうO l

(光 束 淑 子 )

2.家族構成

大正9年以来 ,節 2次大概後の昭和50年まで ,世帯数壮人口の伸びに見合ったゆるやかな的加を

碗けてきたのに対して.昭和5D年以降は人口の伸びの数倍に相当する急激を増加を示している｡こ

れらの増加はいうまでもなくその大部分を核家族によって占められているのであD.言い換えれば .

昭和5D年以降 .El本の家族壮著しい核家族化現象を表わしてきているのであるDしかしながら,核

家族のLg.1加現象は ,地域的ER:かなりの差があb.都市と鮎村ではその差は大きく関LOている｡また同

じ脇村でも.社会的経済的諸条件の如何によって .家族の形態比異なり.従って核家族化へ進む傾向

にも差ができることが多いのであるO

ここでは前述の組査地である小林地区の鵜飼部落 ,関本谷部落につViてその家族構成をみていくこ

とにするO油壷対攻は鯛飼部落 17世帯 .62人 ,岡本谷部落21世崩 .80人であるo

夜かここで扱う世帯とは .住居 .生計をともにしている世帯員の壊せbをいい ,世帯員を構成単也
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としている家族が調査対象である07たた衰 9-2- 2の家族員数とは ,伯山家族員 (乗船で戸路が独

立していないもの )と世帯員を合わせたもので ,非家族良とは ,同居人 ,使用人をさすO

蓑 9- 2- 1 年令別人口榊成

口へ一 9

18- 19

28へ･29

50～ 59

40.--49

50一ヽノ59

60一一8 9

78～ 79

8【】一一.89

9【】一ヽ.99

108以上

1

7

9

.0

4

7

2

2

N'

7

守

釣十岡本谷19
(4】 12

(14) 14

(ll 15

20 ! 52

23

9

15

4

r
- _～_ヱ｣

まず家族構成を検討する節に

その構成員である両部誠の年令

別人口梢成についてみてみようO

表 9- 2- 1の如く.部落の中

心的年令屑は 4o庶代 .5D歳

代であり,出家の労働力を支え

るという点から当然であろう｡

反対に 10歳代 .20歳代 ,50

歳代の人々が少ない｡ところで

20歳代では .部落内鵬戒員と

同数の他出者がみられ .若い人

々の杜氏ということが考えられ

る｡ この傾向拭30歳代にもあ

てはまるものでqj:なV-1だろうか｡

しかし他出地でそのまま世帯を

榔 えたものが多L,,ために ,この年令屑が少ないと考えてよいのではないか｡このよう把みていくと.

20歳代での他LLj者 も大部分 ,そのまま他の土地に留まる可能性が強いといえるのではないだろうか.

また戦争のためか 6□歳代が少なくなっている｡全体的にみて .この地区にかける人E7分布はわずか

ながら老令化 しているようである｡

以上のことをふ･iえた上で .世帯の構成についてみTlハこうO '

表 9- 2- 2 世帯及ひ家族椛成員

鵜 飼 !岡本谷 鍋飼+岡本 谷

家 族 員 数

非 家族 員数

他出家族且数

7

2

人U

nu

8

1

′0
7

表 9-2- 5 一世帯平均世帯月数及び家族員数

､＼-軸墜 t鵜 飼 匝 木谷 f嘩飼+間木谷

世 帯 員 数 !15.65;5-81I 5.74

1家 族 員 数 4.1.214.55 4.2.4

せず世帯及び家族構成員を地域別に示 したのが義 9-2- 2であるが ,これを一世帯q7･均人員とし

て表わしたのが表 9-2-3であるO赴1飼が岡本谷に比較 して若手少なレlが ,岡本谷で仕出葦の規模

が1NtQ銅よbLrt大 きく,耕地は谷ALrV,から山にかけて多IJlの把対して ,粗銅では水稲LIJ心の小規模であ

a.水田拡大t,'[;分平地にあり.現世帯主の比較的早Lへ時期からの兼業が多い/J=Cめかと思われるO

尭 9-2-4をもとに比較 してみると .全国51占9人 .岡山県 (昭和 45年国勢調査 )5･71人とは
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衷 9- 2- 4 金歯 .市郡部別一世帯当り人員数

(各年国勢調査報告 )

表9-2-5 世帯員数別世篇分布

ほ同じであり.郡部4･12人 .岡山郡

部 5.95人より少なくなっている｡ま

た矢掛町4:04人よりも少ない｡鵜飼,

岡本谷と比較すれば若干差はあるもの

の ,全体として小規模軽宮であb.この

ため .兼薬についてみると鵜飼 ,岡本

谷ともに多く,現諏査時では専兼わず

か5戸 ,第1種兼菜9戸 と第2種兼業

の占める割合が大きいことが影響 して

レヽる｡
I

j L.＼､ l

(昭野45年国勢調査報告 )

次に世帯の員数別分布をみてみようQ表 9-2- 5によれば ,全国 .同市部で壮 2.5.4人世帯.

同郡部では3,4.5人世帯が多 くなっておb,それに.対して払飼十岡本谷では2.5.4人世帯が

多く全国 .市部と同じ傾向を示しているoそしてその占め,る割合も全国60･7% .市部 = 藤と鵜飼

+岡本谷の45･1%とほぼ同じであるoLかし各世箱への桑中皮には差がみられ .全国の4人世箱が

全休の4分の1を占めて最も多くついで5人 ,2人世帯の順になっているのに対し.舶飼+岡本谷で

は反対に2人 .5人 .4人世帯の頓に多くなって卦b.2人世帯は鵜飼において比55.5%と圧倒的

に高い比率を示しているO全体的にみて1人～ 4人()小家族世帯が多や.と言えるのである｡夜か鵜飼

における10人以上の世帯は ,世帯主夫婦と2組の子供のある息子夫9.i.1が同居しているものでこの地

lI
-5521
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区で紘他に例が75:い｡

衷 9- 2-6 世帯主との続柄別世帯月数(世帯主を100とする)

- !~~~~~ -T T - -1 -
世 帯 主 !Fn覗 偶者 t政系印 同配偶者 l直三

1241 19 45雪 5

!8 21! 57 5 I 0

(昭和40年国勢諭査報告 )

以上家族の構成を史的に検討してきたのであるが ,続いてこれを家族における親族榔成という面に

ついて質的に検討していきたいと思う｡まず世帯主を中心とした続柄別世等良を表9- 2-8に従;つ

てみると直系卑属では全国平均より下担った値を示 しており.子供の小数化傾向があることを意味し

ている.これとは反対に蔚系噂属では全国平均より古い比率を示し,直系卑属の配偶者にかいでも若

干上まわっているOとのことから直系的家族世帯もかなりあることがうかがえるoここでもう一度直

衰 9- 2-7 15才以上の子女の生活状況 系卑屈 .その他の世帯員(傍系親族 I.･･･特に世帯

他

州

同

I

._

｢_____
_

_1.I
居

:･_

-､…テ

_二 _二

圭の兄弟姉妹 )が少ないことから.15才以上の

未姑の子女について同居 ,別居 (他出)を調べて

みたのが表 9- 2- 7である｡他出子女は進学 .

就職によるもので全体のdD虜を占め .進学者 .

故職者ともに今後この地区へ帰省すろ見込みは ,

就職先の関係 .卒共後の就職の朗係から薄いとい

える｡同居者では 40啓の内高校生よb就職 .そ

の他の方が多いがこの中にはいずれ於として蒙をLbる女子が多く含まれているのでこの比率壮ます7E

す下がることが予想される｡このことから衰912-8にかける直系卑属その他の世帯人の占める割

合が低く･なるという予想もたてられると思うo

表9-2- 8 世 代 柄 成

-555-
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次に世代構成という点からみたのが衷 9- 2-8である｡全国 .訊部ともK 2世代世帯が漁も多く

なっておb,枕飼+lEj木谷でもこの傾向を示してはいるがその比率は低く,鵜飼で比 1世代世帯より

低くなっているoそして5世代世帯が全国平均よりも高いが .このことは表 9- 2- 6よb直系噂屈

が甫率を示してレ､たことから父母一世帯主夫的-子供という形態をとる例が多いことがわかるoその

反面 1世代世帯も多く夫婦のみの世帯も多いことを示Lている.これらのことは後述の結婚後の親と

の同居問題とも開港してくる｡

克 9-2→ 9 形櫨頬別世帯分布

一 一 鵜 飼 問 木 谷 鵜飼+岡本谷 I 全 国

Ⅰ単 身 世 帯 ll.8 4.8 7,9 8.1

Ⅱ 夫 婦 世 帯 29.4 14.1 21.1 9.9

打触配偶子女を含む世帯 25,5 55.5 28,9 55.5

Ⅳ 有配偶子女を含む世帯 17.4 】 14.1 15.8 1.0

V磁系尊属を含む世帯 5.9 9.5 7_? I

Ⅵ■直系等卑属を含む世帯 ll.8 19.4 15.8 I27.5.

(昭和 40年度国勢鞄査報告)

さらにこれらのことを詳しくみてみよう｡表9-2- 9は続柄関係の範囲によって家族形感を頂別

したものであるO全国平均で壮mの世帯主夫婦 ･子供で営む世帯に袋申してかわ,拙飼十岡本谷でも

Xrの形態が一番多レ､が .Ⅱ･Ⅳ.Ⅵの形態-とその比率紘分散されている.Ⅲの形墳および粗銅に特

に多く見られるⅡの形態は世帯主夫婦 ,実は世帯主夫輪 .子供の世帯でありいずれも後継者は離鎖し

て都会などで働しっているのであb.小規模75拙凝経営の鮮啓によるものであるとV}ってよいだろう.

その反面ⅣI1年の形肋 ;51.d啓を占め特にⅣは全国に比べ高率を占めてVl.ることは .依然として従

来の自然灸件のもとで脇薬を営むための家族が生活単位となっていることを示すものであb,具休的

にほ直系家族の形嬢をとることを意味し,この傾向はよ州胃木谷でみられ .良美の規模とも関係して

いるようである｡

表9- 2- 18 家族形態別世帯分布

鵜 飼 岡 太 谷 鵜飼十岡本谷 全 国

A 一一一人家族 ll.8 4.8 7.9 18.8

B 夫婦家族 52.9 47.占 50.a 占5,7

C 直系家族 LJ' 55一5 42.8 5占.8 15.0

D 傍系家族 ー:. 0 4.8 5.5 10.5

(昭和 45年国勢禰宜報告 )
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' 以上のことを衰 9-2- 10をもとにまとめてみよう｡ます抜家族は57.9a2夢を示してかb.拡大

家族の42･1頭上bわずかをがら多いが .全国平均74･5解に比べると.まだまだ低い値であZ)oその

うち.夫biTIのみ3Zは夫姑と子供とからなる夫如家族か全国より若干低率を示し,反対に直系家族が全

国の2倍の比率を占めていることから伝統的な縦のつながDを今なお維持させている面が見られるO

l 哀 9- 2- 11 直系家族類型

ー _=____ 寸 空
世帯主夫婦十父母

世帯主夫的+息子夫婦

世帯主夫婦+息子夫婦十父母

世帯主夫婦+父

世帯主夫婦+母

竺

絹

本
一
4

好

感
啓

0

nu
nU

1

2
2

ここで痘系家族の実態についても

う少し詳しくみてみよう｡表9-2-10

による分頬では .片親のいない場合

でも息子が結船していれば屯系家族

に教えるという処理が生じると思わ

れるので ,その欠損状況をまとめて

みたのが .表9-2- 11であるO

との衷(,eよれば .二世代に渡る夫姑

のどららか一方でも夫娼形態が解体

されている不完全な直系家族の割合

を見ると,鵜飼では18･3感と低いが ,問木谷では50解と半数を占めている｡ どららかといえば .

値系家族の割合の多い岡本谷で ,直系家族として分将せれた世帯の半数は不完全をものであった とVl

える｡

表 9-2- 12 家族形僻別平均世帯員数

TT

L j

二∴-~∴核 家 族

拡 大 家 族

総 数

L6....
.
_

叩谷f人 谷rg十
2.5̂
5.4

5.7
⊥ - - ー:

次に核家族と拡大家蔵の 1世

帯平均の大きさを比較してみた

のが表 9-2- 12であるが .

核家族では 2.5人と低 く核家族

がやはり小家族である,ことを示

しているO子供の少ないことと.

表9-2-9より夫嫡のみの世

帯が多いことからもこのことは明らかに去るo拡大繁鹿にかいて岡本谷が鵜飼に比べて低いのは .一
つの理由として衰 9-2- 11のTL-葺系家族の/)=揖状況のらがいをあげてよいと思われるO

表 9- 2- 15 家族形態別平均世帯年令

I

以上家族の形態面からその実

態をみてきたのであるが .こ こ

で取 り扱うそれぞれの家族の形

位がこのままの状旗で継続され

ることは普通あり得卑い?家族

の形t.･f･は世帯主の年令とともに

変化 していくものであると思わ

れるDそこで核家族と拡大家光の世帯主の中旬年令を凄わ したのがま 9- 2- 15であるが ,拙飼+
1

岡本谷では枝謹選 .拡大Fy-I:放潤の年令の差Ld:-みられず .またそれぞれ批飼 ,間木谷にかいても両家族
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闇には大差は見られない.拡大家族において若干地域差が見 られる窄 .これは直系家族の欠坦状況を

考慮に入れ-,姐銅にかいて息子の結婚後も親が世帯主にとどせっている例が岡木谷に比べて多いため

である｡ しかし夫婦的係を中心とする核家族と親子関係特に正系家族を中心とする拡大家族の世帯主

の年令には何らかの差がみられると思われるので ,これを詳しく換討するために家族の形態類別に平

均年令を求めたのが表9- 2-14である｡

衰 9- 2- 14 家族形態類型別世帯主平均年令

鵜 飼 岡 本 谷 鵜飼+岡本谷

Ⅰ 単 身 世 滞 . 才 I才 [ 才65 57 82.5

Ⅱ 夫 婦 世 帯 57.6 5占 57

Ⅱ 無配偶子女を含む世篇 47 49 48.5

Ⅳ 有配偶子女を含む世帯 丁.47 65.5 66.2

V 直系専属を含む世帯 56 45.5 4?

Ⅵ -m系呼卑胸を含む世帯 40 47.8 45.2

表91 2ニ 12では核家族と拡大家族にかける差はみられなかったが.実際の内容として年令的に良

高を示す形態はⅣの有配偶子女を含む世帯であるO衰 9- 2- 11を参考にすればⅣが将銅に多V,こ

とが納得できるであろう｡またⅣは衷9-1-9よb全国平均と比べてG'圧倒的に多いのであるOと

のことは後述するようにRB村における世帯主の移動tK:ついて問題になる点である.これに反して世帯

主の平均年令の戊も低いのは .鵜飼 .岡本谷いずれもⅥの直系i'j卑属を含む世帯であり特に鵜飼では

他の世帯と紘異なり40才である｡ これらは父母のいずれかの欠如によるもの ,父の老令化 .実紘家

集上の理由によるものであb最近世帯主の交代があったことを示している｡またⅣ忙ついでI邸身世

帯 .Ⅱ夫婦世笛が高い年令であb,いわゆる老人の1人住まVl.老人夫婦だけの世帯を思い出させる｡

表9-2- 15 世帯主の年令別数 ここで I.Ⅱを世帯劫 年令別に

夫婦世帯 比 率

2 5.5

5 15.2

2 5.5

1 5,5

40才～ 49才

58 - 59

占0 - 49

70 - 7? [ 1

分類してみると.表9- 1- 15の如

くであるが ,そのうら老人世帯 (65

歳以上の親族のいる普通世帯のうら

家族類型が夫婦のみ .単独世帯を合

わせたもの)に分校されるものは ,

全国平均(昭和 45年国勢諏査報告 )

17啓に比べ約飼+岡本谷a0%で

あり.60歳以上については 10･d蕗であるOその他の40歳 .50歳代の世帯についても直系家族

的世帯にまでになる可能性は琵堅いと思われ .老人世帯が徐々に増えていく傾向を表わしてt̂る.

以上家族の構成をいろいろな転から検討してきたが ,表面的に壮第2稀飛渋良家が多く平均世帯人

月も郡部的傾向よbも市坪的仰向を示しておb核家族化が急速に進んでいるように見えるが .実際に
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仕縦の軸係を重んじる直系家族がまだまだ存在しているといえる.

3.家族の権威構造と役割分担

(北 森 淑 子)

I 1I

家族の機能は .社会の機能と密接に関連している.社会の変化にともない .家族の機能が縮少した

ようにいわれる場合は ,その機能のし方の変化が缶味されている堺が多い｡核家族化という家族形旗

の変化と共に ,家族の機能が変化してきていると都市社会では .いわれているが ,kB村社会ではどう

であろうかD矢軍では .雑貨化の進行と共に.若年眉が勤めに出ていることが多く,家取b働と粒発
を結ぶ桟能にも影響を与えているo;家族機能を論じる場合,lu菜祉会における家族を原型として .そ

の機能紘次のようにまとめられるo

J (1) 生産 消̀費の経済的な機能
(2) 夫蛎の愛惜と性的欲求を満たす機能

し (3) 子供を生む(生殖)機能 ,扶炎する機能

(41疾病 ･傷害 ･外敵夜どから家族員を保駆する機能

J (5) 教育的機能

(6) 宗教的機能

JL

(7) 娯楽的機能

(8ノ 社会的地位付与の機能

ところで .家族構成員拙 ,その家族袋田の中でそれぞれの地位と役割を持っているoそして .それ

ぞれの地位には ,祉全的に期待される一定の行動様式‡=士.行鞄基準があわ.それが家族構成員の役

割である｡個々の役割は ,前述Lた家族の機能を運行する為に割当てられた役目であるO家族の役割

には .家邸労働 ･職菜労働 .家計管溌 ･外部交渉 ･宗教所動 ･育児 ･教訂活動があるが ,これが具体

的yz:.家族内でどのように分担され .遂行されているかIrLつレゝて拙 .その家族の職業によっても役割

代宙の可能性が大きくなるだろうし.家族人月 ･家族類型によっても輿-なってくるであろうO減光に

ついては ,専芙 ･第-種兼業と第二柾兼業との迦tn,又 .難業をしている人の持っている職業の内容

と収入の相超 ,家族について比 .世帯主の年令と.それを中心とした家族柵成の追いによって .相異

を特的=生じるのではないかと思われる｡ .

(イ)家長椀の移動

家族の役割構造を分析するにあたって比 .せず ,家長権の移動に竜点を匠いて .考察していきた

い｡

現在では .家長に代わるものとして .戸主-世帯主があげられると思うので .世箱主の移動を中心

にして換討していくL:Jiにするo家長権の移動については .お寺は先代と現在の住職とは血縁的関係

もないので,統計の中からは省いているo

｢あなたが世帯主とをったのは何歳頃で ,どんな押由でLたかO｣の質問に対する結果は虜9-ちll
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蓑 9-5- 1 家長梶の移動一世帯主となった時-一

下こ-. 年地区 2 u歳未満 20成代 50歳代 40歳代以上 l ま だ l

｢- - i % i -'ー--% l鵜 飼 12 29 24 55

岡 本 谷 ll 18 47 28 llヤ- -二… !

l地区 理由 父の死亡 父の老令隠居 結 婚 分 前 言 十 三l

IIi鵜 飼 庵47 i18 - 1-8当1d l岡 本 谷 47 24 -

…

I
詔

=･.A:鵜 飼 17戸

岡本谷 19戸

の通bであふ 30歳代が最も多L̂のは械菜的にも,人間的にも意欲を持 ら.また落ち潜幸を求める

年代であ少.親は身体的にも急に衰えていく頃でもあ9.うなづけるが .40成代以上が50啓と

比較的多いのが問題である｡しかし.40歳代の前半が殆んどで .45歳迄には ,殆んど世帯主に

そっていると考えられるO世帯主になるのが ,比較的布令なのは ,世帯主になった潔由と特に関係

すると思われる｡

世･ht主になった理由は ,表の通D.父の死亡-即 ら前世帯主の死亡によるものが .ほほ 50藤を

占め ,父の老令 .隠居を含めると80帝になb,前世苗主の年令的身体的条件に ,主として左右さ

れていると考えられる｡結婚がその理由と浸ることは .この地域では .全く毛かった｡分家をした r

家も.結婚 してからしばらく後か ,又紘子供ができてから分家をしてhる.結婚と同時に分家をし

た例は余りなかった｡従って .若い頃に世帯主tn:なるというより,よb苗令で世帯主になるという

矧 句が一般的になっていえ｡

次に的世帯主との続柄について挽討する0 20歳未満では .長男 75蕗 ,三男 25蕗である0

20歳代+30歳代では .次男～四男までが 50djDを占め ,長男は 20啓にすぎをいが ,40歳代

以上では ,長男が54蕗 .次男～四男 1595であるO長男になる程 ,年をとってから家長-世帯主 ヽ

に在っている｡これ比 .やはb次男以下になると.父との年令の差が大きく,世帯主になる理由と

しての父の死亡や老令化が ･次男以下が若州 寺代に起こるからであろうO分家をするにしても.父

の死亡よりもずっと早い時期であるだろうし.当然といえよう｡ 20歳未満で世帯主になるのは ,

75如 ;世描主の死亡が理由であb.75痴力唱 男である｡全体として ,長男 41帝 .次男～四男

58aljOで .長子細流と比取らないようにみえるが .その内客をみると,1戸が長男が分家している

場合で ･やや例外的であるが .次男～四男が世帯主になっているG,･合は.長男が戦死などで死亡し 一･

てV}るか ･3Zは次男～四93が分家Lで蛸 主になっている場合のいずれかであD.依銭として .良
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子相続がくずれていない郡を示しているO

全休としての問題点は ,世･l#主にそろのが ,分家か別居か .実は前世帯主としての父の年令的身体

的姦件によらなければをらないとt/lう郡で紘をからうカゝOそこでは鴫カ- 経済的偉力など- と

いうものはあまb関与していないのであるo以上は .給合的表芸こ味での家長権の移動 .即ら世帯主

の移鞄をみたのであるが .これを家計 ･脱糞経営権 .外に対する代表栃の三つの面から,具体的に

検討Lてい く郡にするO

a)家 計

衰 9- 5 -2 家長桁の移動一一一家計-- -

20歳未満

鵜 飼岡本 谷

鵜 飼

岡 本 谷

:.王聖 二:I.聖:tit

ll 1 21

14 7 22

｢
-
･卜

･･･-
-
I

_

J

父 の死亡

aB

結 蛎 分家-別居

26 r 1 1i

25

｢｣
1
1
b

Lだ
L
一
I
I

夫姑+父噸+
子供+弟妹

父細は父か母のどららか又比両方がし,る垢合を示すo

r財布をまかされたのは何歳頃からで .それ什どういう串竹によるものですかOまた当時の家族

員壮碓々でしたかO｣という,E問に対する,%T,t紫は義 r/-5-2の遡 りゼある｡ 20歳未満と20歳

代 目 aTjv.50歳代以上 d4感が .家計をまかされた年代であるO世子芹主になった年令と比較する

と .殆んど豊がみられ左い｡ 28歳末鵜が瓜朗で壮 12L,6- 18Foとふえ .20歳代が岡本谷で比

= %→ 2t･好とふえているOiは .世措主に7tるLLbも少 し早く,家計担当者となる郡を示してい

るのではなかろうかo家計は滋か しても｢tLF祐士Jとしての地位はまかされてVlないことをLT,.味し

ていると考えられるo家計をIiかされた珊由としては .父の死亡が ,世帯主kなった時と比べると

47%- 41蕗,父の老令 ･鰭居22alj,- 25串となっているOこのこともや比b,家計担当者と
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なってから世帯主になるという移行を説明しているのではなかろうか.しかし,まだ多くの場合 .

分家Lて独立するほかは前世措主の死亡か .老令 ･隠居によってしか .崖計を担当すること壮で

きない0)である.家族構成比父穐+夫婦 ,父佃+夫婦十子供 .夫婦+父伸+弟妹 .夫婦+父卿+

子供+弟妹と乱立してかb,直系家族である｡夫恥と子供を含むものが 50解と多く.夫婦のみ

が 10%と低い｡子供を含む状態になるまで,家計を担当することができないのは .直系家族で

あることも考慮すると.夫婦対両親 ,実はその他の家族員との間に トラブルが起こる原因ともな

ると考えられる｡そこまで調査するに至らなかったけれども.勤めに出ている若い人は .自分の

給料をどのように .使っているのかも興味のあることであるO-

b)恩巣経営

表9-5- 3 家長栃の移動 - 遡斐経営 -

地区 年令ー＼ 28歳未満l20歳代 50歳代 40歳以上 濠 だ ー lそ の 他- ｢ ｢

鵜 飼 % 96 % die) i - 】l

18 29 18 29 4

岡 本 谷 ll 18 47 24 - -
鵜飼+間木谷 14 22 53 28 5 -

読 --竺 父の死亡 父の老令･隠居 結 婚 り居 .分家 その他

忘 飼i岡 本 谷 aljO29I 4.2 顔2952 %1814 %.241【】 l I lI
机飼+岡本谷 56 50 - 17 17

諺.鞄晦E､軌 夫頑父掛 本人+弟妹 ､脚十夫婦十子供 一婦十子供 夫賂十父何十弟妹東新 その他

!批 飼 蕗 % % % - 痴 餐1 %d 18 24 18 占 18 10

岡 本 谷 5 1占 24 21 = % 5 5ld

[あなたが先代から塩某経営をせかされたのは何歳頃からですか｡それはどういう享削古による

ものですかo填た当時の家族員は堆々でしたかO｣という質問の結果/ji:表9- 5-5の通bであ

るo前記の2つの場合と比べると.家計をせかされた時と .ほぼ同じ割合を示しているor-:t･だ｣

というのが 5%あるのは .世帯主が勤めに出ていて .侶廉に余bタッチしていないので .股染経

営はまかされてVlないのであって ,あまb芯味を持たないoLかし.鵜飼では家計をせかされた

時と比べると,20歳代が25痴- 2996.50歳代25%- 18多と夜b.その理由も父の死

亡よりも老令化 ･隈居の方が錦がふえて叫 ,世帯主になる前 .家計をまかされる前に .助罪経営

をまかされているような傾向がみられる｡岡木谷では数字の上からは .はっきbLたことはいえ

lXrJIoどちらの組の場合もサンプルが少ないので .そこにすこし問題があると思う｡
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'J)家の代表権

表9- 5-4'家長権の移動 - 家の代表捉 -

義 一-鳶令､＼__20歳未満 J ･2-0蒜 丁 言 義LTー

ド.--.Ii鵜 飼 %ー OBi 痴18, 2912■91

iI岡 本 谷 ll l21 1 4725 59鵜飼十岡本谷 14

匿璽 父の死亡 父の考鮎 L結 婚
tI i1 % -

l三 ∴_l鵜飼十岡本谷 18 l 47

42 54 -
50 42 L

二言=≡I父職+夫婦父聖書架空二割 ∈r) % %%

l鵜 飼 占 ll 24I
岡 本 谷 ll 2占 21

ILiL

22I J丁

･ヽ tlr,

r正式に家の代表として部落の会合などに出席するように7tったのは .何歳頃からですかoそ

れはどういう邸借によるものですかO-;モた当時の家族員は誰々でしたかO｣という質問に対する

結果は衰 9- 5- 4の通りである｡家の代表鵜の場合は ,40歳以上が ,家計 ,腿貰経営と比べ

ると,51留-22啓と減少して中り.その分だけ30歳代,20歳代がふえているO理由とし

ても.父の老令 ･隠居･が25蕗-42ウあとふえておb,家計や雌兼経営の面でLr.i.世帯主が実権

を握っていても.家の代表としての部落の会合に比 .比較的若い時から出席するようになってい

るようであるD外部から代表 しはじめ ,そののら家庭の内部での管理をするよう!･'Cなるのだろう

か｡

家長緬の移動とはいうが .代表権は世帯主へ ,又家計 ･出糞経営は世帯主夫婦へ移動するので

ある0時に家計は .後述するけれど,世帯主へ移動するというよb,世帯主の妾に移動するので

ある｡世帯主ということばは .人によって形式的なものと考える場合が ,多少あるが ,家族員と

しての共同生活の支柱となる家計を管理 し,戊箕を経営し,外Ln=対し共同体としての家を代表す

る役割を持つものであることは ,今まで検討した限り,この三つがほとんど同時的に ,次の世描
主へ移動していくことから明らかになった｡同時的といっても.三つを比べると.家の代表権-

腿薬経営権-家計一世帯主にそるとL̂ ')JlB序が ,気分的には支配している様子が ,数字のずれに

よって示されているO

この家長権の移動比 ,本人が結姫し.親元から独立していかない限b,本人の年令的身体的条件
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よbも.むしろ父の年令的 ･身体的条件に左右されているO家長権の移動が終わb,世帯主とな

った時には ,鈷婚をしても.子供も軌児期から児塵卿こきしかかり.筒年期にもさしかかろうと

する｡ この間 .世代の対立 ,鰯力を持つ地位と,実質的に笠要を役割を果たす者との桜々な対立 ･

矛盾が発生するgIは .当然予想さ･TLることであD,ここにも大きを問題が潜んでいるといえよう｡

(ロ)家族内の役割分担 ー

a)膿 労鋤の分担 一一
1

払鋼では .再発戯家5戸 ,第 1種兼糞 5戸 ,第2種兼弟が 11戸となっている｡岡太谷では非

曲家(お寺 )1戸 .耳炎 1戸 .･第 1種兼炎 5戸 .第2種罪業が 17戸であるOか寺を除いては ,

すべて何らかの形で ,曲英を寧んでいる｡第 2柾兼菜が多いので .曲集労佃の分担にかいても当

;. 顔 ,それを特徴づけるよ､うな傾向が予想されるO核家族 (実野的夫婦家族 )-N(略号 )と拡大

家族 (実質的直系家族 )- 且(%･L号)で壮その分担においLTも差異が垂じると思われるので .こ

の2つを分けて .その分週を検討していく｡

孟 9- 5-5と表9- 5-8に示されている｡ 1l.At

O 核家族にかける鹿斐労働の分担

考9▲-5｢5:核家族Kをける恩集労働の分担

-完 言竺 禁 竺 り世声主 撃 世帯主十撃 一家で その他 I/i/∫

卵 . ..,-.申 啓一L.445ddP.l i.三%.隻 帝F.9 i･.?.:,- %/A.岡…..本 ､谷 - ll ll

鍋 .飼 + 岡 本 谷 5 1.0 I.､5'

雷 撃 警 箪 !世帯主 秦 世帯主十重 二家で 一√ヽその他こ!i
地 飼 %A.L 56 ′一48 蕗~9 ,I,9 ー蕗
岡 本 谷 - 45 55 1一1 ll

粍 飼 + 岡 本 谷 2(】 45 28 10 5

完豪へ璽讐 世帯主 秦 世藩主十を 一家で その他 非弦当

班 飼 5.1◆8. cZh-'.2:●.7 .■1た) _ i i55

岡 木 谷 - - - ヽ._一. - 1(】Q

飢 飼 十 岡 本 谷 10 1ざ-L ノiJ=i二_ ､ - 75

地区二二些聖 世描圭一i.壷 世帯主J+餐 ∴家で iの嘩 如該当

鵜 飼 顔18 -i ′J9 a/,75
岡 本 谷 之2 ll .I J I､● -.-- 67

批 飼 11戸

岡本谷 9谷



4つの項目IjEわたって招査した結果が表 9 -5-5であるD核家族は ,鵜飼 11戸 .岡本谷

9戸で .そのうち1人辞しが的飼に 2戸 ..r胡木谷に 1戸含まれているOそOLjうち埴糞は .舶蝕

･ の5戸すべてが核家族であ9.1人なしの2戸と.老人大姉の2人で営んでいる1戸であるo

家畜比批銅で45好の家がにわとbを飼育しているだけで.牛や馬はいない.戯韮はかな少

I' 桟械化されているa山仕邸は .現在殆んど行かない家が多く.だれが行くかについて ,I-nj各し

ド .'..

てくれた家も,殆んど行く機会I.A:ないとレ､う串である.まず .仕事の割振Dについてみると世

帯主が60%と.世帯主の管理.的を権威が鼓h堺を示している｡次に婆が2D95というのは .

腿選労働を主としてする人に13t･がほぼ 5D庵を占めることからいっても当然であろう｡しかし.

世描主と宴とを比べて ,妻の地位の低溝も軌で示している点で.妻の地位を考える忠味でIJi問

題である｡

LB炎労働を.主としてする人は .机にも少し述べたように .安が 45蕗.世帯主が20解 .

世帯主+安が28解と,妻の方が比lgiに おtJlて大きな割合を示している｡鵜飼での世帯主が5占

aTpというのは .1人#し2戸 .率が世帯主の家を1戸含んでいるので .Lrf帯主が主となる場合

紘 ,夫蛸と子供が揃っている核家族において比殆んど撫いといってよい｡世錨主は ,主として

出光以外の峨米に従申している場合が殆んどであるとVlうことであるo岡本谷では世帯主が ,

戯款を主としてする人である場合は全くをVIDLかL.世4-与主+妻と夫婦で戯斐労働に主とし

て従堺している場合が ,5556と多いのは興味撫いち)である｡

家畜の世話比 ,世帯主も妾も.同じ割合の分担を示している｡しかし,誰か一人がその係に

なって担当している-Eうである｡家畜が .現在は ,この地域ではほとんど重要性を持っていな

いせいであろうD山仕事は ,世帯主が行く頃合が 20解と,行く場合の5分の2を占めているo

o 拡大家族にかける仏製労働の分担

拡大家族は .拭銅がふ戸で .岡本谷れ11戸である｡まず .仕邸の割り振りは .47啓が世

帯主と,その権威を保ち,飽糞経営の管理棟において優位にたっていることを示しているoL

かし,核家族の場合と比較すると.世帯主の年令も高い場合が多く.妻24解 ,世帯主の父母

占妬 .息子が占留と比較的分立しており.世帯主の権力が移行していっている様子がみられるo

出発労働を主としてする人は妻 26解.世拓王+妻 24解と.核家族の場合と比較すると.=it

の割合が少をい｡そこで ,その他が28%と多いので,その内容をみると,世帯主十安+母 .

妻+世帯主の父と,如 加えて,世帯主の父母が比共労融 こ血わってきている｡山仕串()場合

紘 ,世帯主が ,ほとんど行く串Ln:なっている｡

概括すると.世帯主は .戯兼経営1.の哲理的役割を妻以上に果たして .その権威を保 ら.実

際のL'･ユ荘労働比.大体婆が中心となっており,父母がそれを補助するという形に在っている.

従って,父母の存在は労働過剰になL)がらな謡を柿助するという志味にかいても,寵要であるo

ところが .趨洗労働に声小 て.息子や息子の姿というものの存在が小さいことが数字の上にも

あらわれている｡これ仕 .番い人が弛めにでてhることにもよるのだろうが .家長柾の移動と

も関わって .今後の誼大を問題の1つであろうu
●
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表9- 5- 8 拡大家族にかける段兼労働の分担

三幸十世帯主 塗 息 子 世帯主+野 息子夫婦 一一一■~†世帯主の母実は支 司 .-非弦当

鵜 飼 cCjt)5D ･%17 %17 - - %1 7 ′′ %
岡 本 谷 4占 27 - - - - 9 18

鵜飼+岡本谷 47 24 占 - - 占 占 12

地㌘ 顎 世帯主 妻 息 子 世帯主+姿 息子夫婦 世帯主の母実は支 tその他 非該当

鳥 本 芸 %17 aljO17 - aTjO55 - i542tl IFv18

9 58 - 18 - 9

鵜飼+周木谷 12 28 - 24 - 占 12

二 雪 二三 世帯主 委 息 子 世帯主+姿 息子夫婦 世帯主の母又比父 その他 非該当

鵜 飼 - djt755 - - i55 - %55

岡 本 谷 - - - 9 - - - ! 91

鵜飼+岡本谷 - 20 - i - 20 - I 54

二 二 二 ､ 世帯主 婁 息 子 世帯主+嬰 息子夫婦 世帯主の母又は父 その他 非該当

鵜 飼 屯8 7 - - - - -% %55
.岡 本 谷 .9 - - - - - 9 82

鍛 鋼 占戸

岡本谷 11戸

lo)家堺労働の分担

家郡の労働は .一般的に当然女性であると考えら●れている｡そこで女性の家庭内での地佳 ,す

なわち母(姑 )･凄 ･娘 ･嫁という地位によって役割も各 異々なってくると考えられるOその為,

｢応核家族 と拡大家族とに分けて考え七いきたいo

o 核家族における家中分担

第-に,核家族の役割分担について検討してみる｡まず家庭管粗面の分担について調査した

結鼎が蓑 9- ト 7であるO食料品の朋人は ,家中分担の項目に入れてもよいが ,食料品の皆

潔というJLldl僻 でこららにいれた｡ これ比婆力欄 与しているのは78解で .ほとんど妻が管理し

ているとViぇる｡婆+女の子が .19留と多いのは .女の子の役割が .過剰にをbが ら夜宴の

労一劫を助けるのに必要であb.大きいものであるという点で .これからの家族の在 b方にもか
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かわるものと思われるo普段のお金oj出し入れは ,世帯主 19% .宴 52alhと妻がその式任を_I

もって管理 しているようであるO

表9- 5- 7 家庭管理面の分担一一 核家族において ･--

二二tgl.I _J上†;･[･r-iT･rLl ;巳 ･

鵜 飼

岡 木 谷

批 飼 + 岡 本 谷 ! 19

｢-ノ1さ垂の

鵜 飼

岡 木 谷

鵜 飼 + 岡 本 谷

言 ､一項 聖 '背理

鵜 飼

岡 本 谷

鵜 飼 + 岡 本 谷

這 ＼ --墾 竺 晋

枇 飼

岡 本 谷

机 鈎+ 岡 木 谷

妄~ 斥 轟主完
r
T
I

I
_
r
IJ
1:
-
_
-

I

そ の 他 !. 非 該 当

家計の管理においては ,妻が 52aZjbと大きを割合を占めて.家計oj腎軍世を握っていて .家計

が世帯主よDも.むしろ妾に移動する堺を .亦付けるものであるが .小金の管理と避って .悼

帯主が 19- 30癌とふえておb,まだ世給主が家計を実際にも担当している串が多い.これ

紘 .それだけ家計の管雅が重要であるrPを示 Lでいる｡毎晩の戸締りはしない家も多いが ,す

る場合はJPはり宴が45蕗と.妻にその役割かかかっているo純粋に結 .家庭管君臣とはいえな

いかもしれないが .この中l･AC入れた｡

次に家事の分担についての8項目の調査結巣につV}て検討していくo去9-5- 8の通りで

ある.比価 ･炊fii-･掃除と妾にかかる負担が多いのが萄著にみられるO等妄床のあげおろしが ,

岡本谷では各自が 占D多と車っているの比 .家族の役割分担の改善を考える上でも当然といえ

よう｡鵜飼で .これが少75:いのLri岡本谷の家族に比べると.家族数が少ない- (11戸中 ,
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1人斗写し2戸 .家族数2人が4戸あるトーことから.垂がまとめてする場合が多いからであろ

うO

衷 915-8 家堺労働の分担- 核家族にわいて- A '

忘 こ - ＼ 誓 婁 l女の子供● 壁+女の子供 世 帯 主 三 言 完 ~1

鵜 飼 75% - - 2 7% 1

間 木 谷 7【】 - 20% - 10 %

劫 飼 .+ 岡 木 谷-p .一一.-▲一■■■■仙 - 70 l - 10 1 4 6.｣

i這＼- 一炊 申､-､一 一 -1j 女の子供 要十女の子供 世 轟 主 Iそ の 他

鵜 飼 64% - - 27% 9%

岡 本 谷 50 - 50djO - 20

i鵜 飼 + 岡 本 谷 58 - 14 14 14

後のあとカ凍l地区 安 l女の子供 婁+女の子供 世 帯 主 そ の 他

杓 鈎 64%= - - 27EfR) 9%

岡 本 谷 80 -- la蕗 - 10

鵜 飼 + 岡 本 谷 7D - 5 15 10

地区 掃 除､し 蛮 f女の子供 襲+女の子供 世 帯 主 そ の 他

鵜 _飼 75帝 - - 18% 9蛋

1岡 ._木 谷 58 10% 20% - 20'

鵜 飼一十 岡 本 谷 62 5 10- 10- 1-5

舵 -璽 竺塾 ! 垂 女の子供 垂十女の子供 世 帯 主 各 自.

鵜 飼 75蕗 - - 1 8% 9感

岡 本 谷 40 - - - 80

鵜 飼 十 岡 本 谷 57 - - 10 5古

地E{竺 _:妻l 女の子供 蛮十女の子供 世 帯 主 そ の 他

粗 銅 46蕗 - - 27% 2 7%

l岡 本 谷 40- 20% - - 4tl

払 飼 + 岡 本 谷 45 10 - 14 5 5

(押天｣_地区星空世帯 主 男の子供 世帯主+男の子供 そ の 他

鵜 飼 82% 9藤 - 9%

岡 本 谷 7【) 10 - 2_0

蜘 飼 + 問■木 谷 7d 5 - 19

l地区つく''1姿 ,女の子供 壁+女の子供 世 帯 主 そ の 他

i机 飼 _73虜 - - 18% 9%

.岡 木 谷 80 - 10% - 10



鵜飼で .世帯主が洗顔 ･炊桝をしている割合が27啓もあるのは .先にも述べたエ)に1人#

らしが2戸 と,共稼ぎで勤めに出ている家か 1戸あることに上るものであろう｡風呂たきは .

他の仕串に比べると,妻の役割が 43解と軽減されている｡簡単を大工仕事は .男子の仕串と

されているようで .世帯主と男の子供が81宙を占めるの比 .当然の結果といえよう｡

以上みてきた上うに .妻の労働過剰になるおそれもあるので .風呂たき ･掃除 ･寝床の赦上げ

など,子供がしても結果的にあま少変わらないものは .子供が負担 し.洗潮 ･食餌の準備 ･あ

と片付け ･煮たきなど時間的にも子供trc負担にそるし,経験を必要とするものは .妻が負担す

るように家事労働を合FE的に役訊分担した方がよいのではないだろうか.

o 拡大家族にかける家中分担

表9-5-9 家庭管F!面の分担- 一拡大家族にかいて

岡 本 谷

鵜飼十岡本谷

＼ 小金の出
地区 ､＼一七さ′L
___.･._･..･.･....__･._.･.･.._･.･.･.･.･...____二三■_

■■

J 57

i ..

衿 飼 卜
岡 本 谷 5 9

i

_ニ讐 二警 告 _｣二 = 皇
家計の管理

世帯主 十輩
l 棄

ii■i■iiil
T
..Ill
.I
..r
'
P
.~｢

~
..H
t､~

.好
l一

f

tsi

地釘 で 二二 二 世 帯 主 * 世.持主+妻 y l■tiLJ､′ノ･妻 ･息子の妻.lそ の 他 E- __i虜

拙 飼 % i - 港 i
17 35 55 17

岡 本 谷 27 44 - 18 - 9l

鵜飼+(胡木谷 24 40 - l 12 12 i 12

蚕 二讐 塁を世 帯 主 壁 世 帯主 +宴〒 扇 芸 一 一--午 - -非 該 当 lそ の 他l

劫 . 飼 ー ■一 啓dd - 1 -% -% 蕗54 】
岡 本 谷 - 18 - 18 45 19 ;

鵜 飼 占戸

岡本谷 11戸
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次に拡大家族内の役割分担について検討してみる｡家庭管理面の分担についての調査結果が

ま9-5-9である｡拡大家族にかいては ,舷家族におけるより以ごとに世帯主の権威が及んで

いるのでは凌いだろうかという~予想に反して.家庭管理の面では ,核家族と比較すると,かえ

って ,宴や息子の妻 (家計の管理44啓)などが大きな割合を占めている｡ これは ,前述のJEi

楽労働での仕串の割b振りについてもいえることで .拡大家族の方が ,世箱主の権威が小さい

ようにみえるのは ,どうしてであろうか.しかし,核家族の噂合と同様 ,小金の管理かLtr帯主

6蕗と比べるとt.家計の管理では ,世帯主が24解とふえているのをみると..小金の管矧如意

とんど妻や息子の妾にまかせているが .もとになる家計の管理を聾にまかせず .世帯主が管理

してその権威を家族内で保っている様子が多いことが推察されるOここで ,息子が小金の管理

にもほとんど関与してい753:いのは問選を含んでいると思われる｡

次的=家節労働の分担について調査した結果が表9-5110である｡孟埼べた家族がほとんど,

.I. 要と息子の妻を含む拡大家族だったので .世帯主の母の役割が ,この表にはほとんどあらわれ

ていないことに留志してみていくことにする｡洗宛 ･炊事 ･食後のあと片付けと.蛮対息子の.

肇の比が5:5になっている｡これは ,家族内での妻と息子の妻との地位関係の比にも相関を

･t持っているのでは夜かろうかDどららかが仕事を持らすぎれば .そこに両者の不和という問題

～も生じてくる｡変の仕事への負担は大きihが ,さすがに70頭を占めていた核家族の場合と違

って ,50aTjOに妬り.息子の要と分担している･tlI'が多いのは ,まだ改沓し7iWれば75:らないと
ド

ころがあるとしても,明るい材料であろう.棄堺労働の分担については .その家の顎悟を考慮

して考えてい くべきであろう｡大工仕事は .や仕 り男子の仕!lfとして世帯主58%,息子6%,

男の子占解せ分担されているが .世帯主が58感を占め .息子の分担が少ない邸は ,若い人は

:軌めに出ているせいもあろうが ,改尊されるべき問題ではをかろうか｡

概括すると.拡大家族の場合 .どうしても家事労働と家計の面についての過重やゆき適い75:

どの不満から,従来の嫁と姑の不和も生じてくるOそ して父と息子が .それぞれの配偶者にか

らんできて.ささいなT3Tから,家庭の問確が免生 してくる場合が多い｡従って ,全員が家庭の

一旦であり.その家族に声くては怒らない誇りが得られるように .各個人の能力に応じた家族

内での分担を考えることが必蔓であり,話し合い把よって解決する努力も要り,家串の問題は
正要なものと-なっているq

c)家族内の極力構造- 決定品--

今まで ,宣長桁の羊～軌を世帯主を中心に家計 ･過共疑営 ･家の代壷椿といった項目についてみ

てきたが ,ここで拭宗族内の只情的なPJl矧でついての承終決定桁は 言fEが持っているか!てついて

検言.IしてみるととにするOにメ誌と拡大家J･:Tさとのi誹こあまり善果がみられ在かったので .両方の

I(.～.i,l濃をいっしょにして-まとめてみたの′巌三9--5- 11である｡芸:て族内で .把が決定権を持って

い,:,かとh'/JrTL::T..そつ甘njの.-jgi占把もよるが .3-1㍍Jdlの･TELiLrヱ招迄をT3解する上で,正夢-,iカギ
であろう｡

I

田畑の売買の決定縫綻 . 諾この不効轟に飢する平であD,現要をものであるが ,86蕗と.ほとん
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表9-5110 濠弔労働の分担一一 拡大家族において--

鵜 飼

関 本 谷 】 55

｢忘 完 ｢ 蒜 の訂 珂 斐T

｢ =当 -5T古~rhi~~~二 A

地産＼ 書 中 妻 i息子の姿 世 帯主の母ド - ･ ′妻

-i-触 飼岡 本 谷) 粧飼十岡本谷 50留 ー一言 O啓 - -

4d 18 - 18解

47 29 I 12

ー＼-く食後のあとかた地区 ＼~.1.､カナ 秦 息子の襲 世指某の母 妻+怠子の坐

鵜 飼工 芸造 本芸I 50aTp 55% - 17%

55 18 - 18

52 24I 18

lJB_F=二 竺 豊 妻 息子の要 一世帯主の母 妻+息子o)秦
iJ:3 飼 55% 17% l 17%
岡 本 谷 44 l - l 57

虻飼+岡本谷 41 占 29

一語 牽 警 ｢ 準 丁 蒜 の婁蒜 重 訂 蔚 夏J
舵: 鍋岡 本 谷鵜飼十岡本谷 17atj7 17%. -18 1I -27.dipI

18 l dl'-且18
.地㌻ 璽 三 三一 秦 仁良子去㌻｢蒜よ蒜丁看.息子の要i

｢■銑 鋼 17aTjb 17g;ll17%】i.Da,,隻
岡 本 谷 18 9
払飼+WJ1本谷 1 18 12
志 -旦 慧 売主｢ 吾 ー ~『 I鰐 di,h息子-
I岡 木 谷 . 55 ! 9ワ邑
鵜 飼

岡 本 谷

払飼十岡本谷
uI璽 璽 璽 璽 璽
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表9- 5- 11 家族内の権威構造一一 決定権 一一一一｣r+

畑の売買の地区 ー＼-決定垂 世寄主 安 世話 司 l世帯主の父 :a 子 一 家 でI -1その他

鵜 飼 %100 Ii i l

岡 本 谷 75 5 10 ヽ - il 5 i5

鵜 飼 + 岡 本 谷 84 5 5 - - 5 さ

地㌻ - 皐讐ニ讐 世 帯主 妻 世帯主+垂 本 人 ● 息 子 一家で その他

鵜 飼 i18 i %a i58 - % ∫18
岡 本 谷 10 5 ■- 4 7 14 24

舶 飼 + 岡 本 谷 15 5 I 5 52 - 8 21

テレ也Dチャンネ地区ー ル ;世帯主 垂 世帯主+婁_世帯主の父 息 子 -家で その他

鵜 飼 % i - - % i ′′54 占 1 2 4 18 18

岡 本 谷 14 5 - - 5 24 52

鵜 飼 + 岡 本 谷 24 S t - 1 2 21 1 5 8

価を家具の地区 入■世 帯 主 秦 TtE寄主+辛 世帯主の父 息 子 一家で その他

拙 飼 i48 % %12- 一.824 I i12 i18 i岡 本 谷 58. - - 24 14

鵜 飼 + 術 木 谷 40 :18 8 A - 5 2 1 8

地言ー-響 の肺 I世帯主 義 世梯主十婆 世帯主の父 息 子 -家で その他

兎等 飼 i88 64 %A -

岡 本 谷 . 81 5 - -l - %14

鵜 飼 + 踊 木 谷 84 5 3 - - - 8

保険の加入地区 世詣主 迦 世帯主+襲 世帯主の父巨子佑 一家で その他
担 飼 % cS ′′ - % %84 12 A A 12

岡 本 谷 dd ー4 5 -- 10 5 -
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どの甥合 .世宿主が持っているといってよい,,就職 ･結婚に関しては ,どららかとしへうと本人が

52a?pを占め .本人任せという戦後の風樹に合致した｡しかし.個人的を問題であるので .本人

が中心になるのは .当然の結果ともいえるOテレビのチャンネル権は ,経済的 .社会的なもので

もをく,さほど重要でもないし.また山に閉まれたこの地域では ,映るチ､･ンネル数も少なく.

子供を中心に一家で持 ら.誰ということもないようであるo高価を家具の購入は .田恥などと比

較すると.妻 5感- 18啓と,妻に裁缶がよ!)まかされてか9,-家でというのが5留-'21蕗

とふえ ,みんなで決めるとV,)感じが強い｡しかし∴世帯主40勿というのは .やはb依然とし

て .大串を経済上のことは ,世帯主が握っており.その権威を保っている場合が多いことを示し

ている｡虚機具の購入比 ,虚家にとって重要な申であるが ,こ こではその決定櫛は84帝力世 帯

主に75:っており,出黄経営の管理拭 ,世帯主が持っている堺を確証づけ ,その麻威を示している｡

保険の加入についても同様である｡ しかL.大IJl夜間左副悪ど,世帯主が決定権を保有している率

が多いという)iIは .今も家族内で家長梅が及んでLへることを示し,妻の地位を考えると,問題を

はらんでいるとL̂えよう｡

d)外部交渉的役割 .
衰9-5- 12 外部交渉的役割o)分坦(A)

鵜 飼 76疹4472. ･841日8 1 6%)I55 ! - -

岡 本 谷 - ■■-- 10%l -
鵜 飼 + 岡 本 谷 - 5

塊メ-､璽竺芸鵜 飼世帯主l嬰息子上巳子の妻世帯主十重 祖父母 その他 非該当88a/,12% - -岡本谷611413lob5-1096- !%〇 -鵜飼+岡本谷74 I 5】ー -地区-旦聖霊!世帯主妻息子i息子の変̀世帯主+塞 祖父母 その他 I非法当鵜飼18%24% 6多1 55感

拙飼+岡本-谷1占18ト 5ll51 - 5 57

戚づき地区_故 飼 墓世帯主･妻息子息子の婁泡箱主十重 祖父母 一 家で 】その他41% d壷 - -12%l ?9% 6痴
18 24 -..■｢ -29-I-29 -

岡 本 谷 蓋 58 14 2928lI 105 42 503 - 10 18

鵜飼十岡本谷一芸42ll 21 18 8lll54 5 - 29 - 18 5

地区 附 .弔 世帯主 亡 車 息 子 ー息子の聾 世帯主+妻 祖父母 その他 非該当

.鵜 飼 4.7藤岡 木 谷 19 ｢て 4感 29djD
1 1■9 II 58 5% 19虜 ･-■



.･ '!■町与{

衰9-5- 15 外部交渉的役割の分担(a) . .(. __｡､.

､忘■訂 ､華 の会合＼ ＼_世帯主 l* 息 子 息子の婆 l世- .-可 祖父母 その他 i非法当

鵜 飼 射55 ′′6 !′′ - ′′41 - %†■2 -qd

鵜 飼 十 岡 本 谷 4.0 10 5 - 5■4 - 1､0 JI-__5'
品 ＼ 轡 竺 空等 】世帯主 要 息 子 息子の蛮 恒 主+撃 祖父画 侵 の遠 非該当

l鵜 飼 i55 i18 id - i ,5留l ー蕗 蕗6 -
岡 本 谷 42 14 5 - 24 5 10 -

劫 飼 + 岡 本 谷 4b 16 5 - 28 5 8 -

地区 婦人会 世帯主 秦. 息 子 息子の垂 世帯主十重 祖父母 そd)他 非該当

嘩 飼 ′′12 i7【】 - 膚6 - ′一 - i12

●岡 本 谷 - 95 -■ - - 5 - -

納税の手続き･役場への登録は共に世帯主の70舶 ;役割をうけ持っているの吐 .当水といえ

る.盆 ･碁の挨拶で非該当というのは.｢改めて盆 ･林の挨拶はしT3:レl｣という家であるD盆 ･

なの挨拶は世帯主と垂はほとんど同じ割合であるが .行かない家が57%あるの蛙 .盆 ･潜の挨

拶という儀礼が簡略化首れ .無くをってきたという中であろうか｡親戚づき合いは ,世帯主の親

戚に対しては ･世帯主を中心にして行7kわれ ,蜜方は ,姿を中心としてつき合いが ,行なわれて

いるのは ,当然の結果で卒るし,i=た世帯主十重が2a-50蕗,一家でが 18藤というのも,

特に誰というよb家族ぐるみで行表われている様子を示している.庄野 ･市中の挨拶も特に世帯

主にかかることなく.妻と平等に分担してかb,世帯主←宴が高率なのは .男手と女手の21̂ 出

る必要からであろう｡部落の会合には .主として世帯主であるけれども.安も出席する場合も多

いことも数字の上であらわれているo息子の出席が比較的少ないのは .どういうわけであろうか｡

これも勤めに出ているという串が決定的75:重囲をのだろうか｡

婦人会は ･息子の要や母上bも,その家の妾が代表と毛る場合が84%もあb.婦人会が .その

組内･文部落でどのようを役割を果たしているかに上って姓 ,考慮しなければならない面も含ま

れていると思うO

外部交渉的役割と宗教的役割分担についての掬杢結果壮衷9-5- 14の通bである｡

法事の犀どbという管理的を役割は ･やは少世帯主が果7tLておb･実 .氏神別 に出るとりう

ようを家を代裏するような場合は ,宗教的なものと拭いえ.世帯主にその役割がふ少あてられて

いる0番掃除やか寺まhbは ･-fLl:滞主の父などにもやや分担されている上うであるが ,I,-1とんビ
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去 9- 3- 14 宗教的役割分担(C)

≡鵜 飼52庵!.Ii i-18
岡本谷l舶 飼 +岡本谷f42471051 2420

~一一.=コ地区 華 空 …鵜 飼 !世脊主 妻 世帯主+撃

′′●18 東5438 r 41224岡 本谷 -

鵜飼+岡本谷.…ー__｣8 58 18地区一L一旦ユニヱ世層主星 婆 世描主+聾

56 虜 虜
鵜 飼 _16 28 18
岡 本 谷 10 42 10
鵜 飼 + 岡 本 谷 12 58 12

蒜一一L一項聖㌘ L世帯主 妻 i-盲6 +壷

払 飼 %7占 ･ー妬10i .BSlt10I岡 本 谷 52

世帯主の父 息 子 ■その他;非該当
i -% % %占 24 d
14 i 5 19 -

10 5 20 5l

世帯主の父 l息 子 その他 非該当

′′ - i %d 12 18

14 - 10 14

ll - ll 14

世帯主の父 息 子 その他 非該当

id I
i 兎 %'5. 5 - 18

父や母は関与していないといってよい｡しか し.労働面で家族の支柱把をbつつある息子や嫁の

役割が皆軌で等しいこと壮問題がある｡徐々に息子や嫁も役割を分担 していく必要があるのでは

ないだろうか｡宗教的といっても,信仰とhb上b.儀礼的な面が強く.数字上では嬰が主とな

っているようである｡ずっとみていくと.管理的な役割比 ,世帯主が担当しているといえるが ,

作共的を儀礼面は .役割が同一の人に固定しているわけでなく.妻を中心として比いるが ,その

時に応じて .世帯主 ･嬰 ･祖父母の)ら誰かというように融通のきくものであるo

e)育児 ･教育に朗する役割分担

常少年の不良化防止は家庭教育の在b方にそのカギがあると一般に考えられている程 .家庭に

かける子供の教育は芭妾な役割であるといえる｡崇臣は子供の社会化の機能を持■ら,家庭の中で

子供の基礎的か ,'-ソナ1)ティは形成されていくO子供に対する接 し方 ,しつけは父母の自覚と

暖かいみせもりをともをい ,-5g要をものであるo8項目にわたっての結果が表9-5-15,

表 9-5-18である｡勉強をみること.困った時の相談相手 ,学校での出来堺の話し相手 ･か

小iBhを与えるなど.日常的な堺は .ほほ 50事が主として母親がその役割を果たしている｡母

親との接触の方が何かと多いことを考えれば当鉄の籍_貫といえよう｡この点でも母親は子供に対
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こ して重要な茸任を持っている堺がわかるO父親は .日'.,常的な ことには子供咋直接関与 してL̂夜L̂

が ,叱る時とかしつけなど.子供に対して権威とさびしさを必要とする場合IK:登場してくるよう
.L
である｡

表 9- 5- 15 子供と家族の関係仏)

ここ二二二二詔野 誘有高をみる地区 ＼ --一一_垂 父 母 祖 父 祖 母 兄 姉 父十母 その他 一家で

枇 飼 Fu8 %58 - - - %25 %9 -

岡 本 谷 - 47 - - - 18 55 -

鵜 飼 + 岡 本 谷し一･･一･.･...･.._･.■. 5 52 - - - 21 24 -

鵜 飼 % ′′58 - - - cS2 5 - %17
岡 本 谷 d 18 - - - 47 - 29

鵜 飼 十 岡 本 谷 5 55 - - - 58 - 24

誰れが叱るか地区 父 母 祖 父 祖 母 兄 姉 父+母 その他 一家で

鵜 飼 Fu1) 腐042 - - - Fv53 - a;A8

岡 本 谷 24 24 - - - 40 - 12

鵜 飼 + 問 木 谷 21 51 - - - 5 8 - 18

園一三石時の相放相些区 .-宣誓父 母 祖 父 祖 母 兄 姉 父+母 その他 -家で

･鵜 飼I %17 ∫42 - I - ′55 aTjO8 1 -%
岡 本 谷 -■- 58 - 一- 一■■- 24 12 占

鵜 飼 十 岡 本 谷 7 52 - - - 28 10 3

､蒜 ､-警 空 聖 篭 D 父 . ! 母】 祖 父 祖 母 兄 姉 父+母 その他 一家で

I +AtlLr､悲- 鍋 - a･55 - - - 上 2解 - %l 25

岡 木 谷I 5545 - - - 占 %12 29

N= 11= 7

E= 占= 5

N= 1D= 8

E= 11ニ=9
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表9-5-16 子供と家族のBg腐B)

盲 -碓聖讐怒 父 母 -祖 父 祖 可 兄 姉 1父+母 iその他一家でl
I鵜 飼 _i8I %58 - 】 - 再54 %12 %i岡 本 谷 A 44 - - - 12

鵜 飼 + 岡 本 谷 7 A2 - - - 21 7 5

溺 れが身のまわbの地区 -_をナ 父 母 祖 父 祖 母 兄 姉 父+母 その他 一家で

鵜 飼 - %100 - - - - -i -

岡 本 谷 - 94 - lt - - i -

鵜 飼 + 岡 本 谷 - 94l - - - 4■ -

--九と風 呂に 入る地区 か 父 母 祖 父 祖 母 兄 姉 父+母 .I その他l 各自
鵜 飼 %8 i17 - -i %5 4 %7 %34
岡 木 谷 24 54 - 16 - l 18 18 -

母に穎bきることなく,父+母がかなりの割合を全体的に示している申qj:.子供にとっては長い

堺であb.歓迎すべきことである｡子供の教訓こ対して ,主要な役割仕 ,家族の中では父母が中

心になり.果たしている.その他の家族Bはあせb特別を役割を果たしていをVlようである｡兄

姉のノ.'-セントが全 くないが .これは2つの部落とともに子供の数が割合少なく,子供の年令も,

すでに･lr,才年期にさしかかる完が多い為と思われるo身のまわクの世話については母が96解だが .

これは当然の結果であろう｡相談事について吐 .年令や相談内容tn:よb.相談相手が選択される

だろうが .子供に .相談等iができたら,ためらう事をくいつでも相談できる環境をつくってかく

必要がある｡

(,-)老人扶韮問題

現代社会にかいては .寿命が延び .老人の数枚段々と増加 しつつある｡年をとると .身休的にも.

衰弱し.だんだん自己の労働によって経済の安定を得るという事ができにくくなるOそして他から

の援助がどうしても必要になってくるO核家族化の遊行にともなって ,老人は疎外されやすくなb

つつあるが .現在の社会保障があ-ib発達してVlない我国にかいては .必然的に子供に頼っている

場合が多い｡ しかし,その中でお互いに経済的安定と砧神的安定を分から合ってVlるかというと.

お互いに満足 していない状怨が多い｡

従って .老人問題につVlて .幸福に老後をおくるに拭 .どうすればよいか ,また国の社会保障の在

b方についても考えてゆかなければ･なら-/thDここでは ,老後の問EeLjCついての8つの質問を出し

て打た註こユニ吾の,e只:･7:⊃1.へこ.コべる｡こ,.-1LTt,あく-i;でも忘･7{-,n]壷で占って 1現状とは確'1J-こ,
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表 9- 5- 1､7 老人 間題 につ いて. (,

(1)濠道内での老後の話し合い

lI--I_■-●

1
･'f-,･Lt･･I-1･･...
Ylr.A′

地 区項 目 鵜 .飼 岡 木 谷 1 l-計N 且 N E .

よ く す る I - - 9.i 5,虜

時 々 す る 50% 2DFD So序 54 31

あ-2bしない 40 40 I さLO ! 9 29 .

したことが7Eい 50 40 48 4.d 37..

(2)老後の生活と収入

地区項目 ＼ 鵜 飼 岡 本...谷 l 計
N -lR N E

やってレゝける db感 20% 28%. 38感 5.6妬

やっていけない 20 40 - 18. ー7

(3)子供との同居について(すべきかどうか)

F烹 こ こ 鵜 飼 岡 本 谷 i 計
IN E N E

は い 50% 40% 89感 91藤I 71%

V1い え 40 40 111 9 ･24

(4)子供との同居について(望むかどうか ) .

.地区.項目 ･鵜 飼 .岡 本~ 谷 汁N E 甲 E

望 む 70% 504- 89% 91虜 80%

望 まを '̂I 50 5.｣｣ 一一 9 20%

ー ●
ヽ



(5) 老後に望むもの ∴ ‡･(6) 老後に一指に･8-したい人

l項 二目 %

健 康 ー 45%

経済の安定 2tI

気楽を生活 1.7.●

子供の成長■ l 8

菜に死にたL̂ 4

長生きしたい ◆4

(7)老後の生きがいや楽しみ

..Llq:

1電 ~訂丁岡 本 谷 計~■

配偶者のみ 7_% 1d留 ?%

子供夫始と孫たち 84 85 85

老人ホーム - - -

特にそし 工 7 5 占

(. ltr

(8J これからの老人の心柵えや生き方

一項 一目 L '感

子供や孫の成長 27% '

気 楽 な生 活 25

家庭 の 円満 27

宗 教 5

趣味を楽しむ 15

社会のために働く 2

項 -目- i

時代におくれないようにする 186-

経済的自立ができるようにする 18

若し(世代に理解を持つ 25

できるだけ働く 24

子供に依存しない 10

余生を社会のためにつくす 5

表 9-5- 17の通りの結果である｡

(1粒 r家庭内で老後について話し合われることがあbますか｣の回答である｡核家射N)と拡大家族

(E)と比べてみても,あTib差はみられなかった｡ 目 盛の人が ,｢老後について余b話し合ったこ
とがない｣か r全然話 したことがない｣と答えている｡ この甲は .老後の心配を差し迫ったものと

感じていない為だと思われるBこれは .忍法労働がかなり年をとってからでも手助けになるという

∫ . 串で ,都市ほど,労働面での疎外が少ないという群に関係しているように思われる｡(2)の老後の生

活については .2つの組の間 .拡大家族と核家並との矧A=もかをDの迎いが ,みられたが ,これか

ら対策をとる.又はやっていけると答えている着が多く.老後の生活について心配をして話し合う

こ_と吐少なくても,意識の上では .明るい見通しを持っている者が多い. しかし.いずれにしても

子供が援助をしなければならないし.また親も.子供との間を不和忙 しないように ,生活設計を持
っておく必要があるだろう｡子供との同居についてはすべきであると答えたものが 71感 .すべき

ではをVlと答えたものが28% ,どちらでもエいが5射てそってし･,る｡すべきというのは .当然の

･.5番と考えることで ,望むというのは ,退潮はしたくをいが .=L'1,でいるという意味であるo(5)と

-557-
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(4)を比べると.すべきとは思わをいが同居を塁むという人があb.それが両方のパーセントの差に

なって出ていることが表よ如っかる｡すをわら,すべきと答えた人は .同時に同居を望んでいるか

らである.同居を望んでいる人が多いのは騨実在のだが ,現実を見直すと.｢近頃の若い人連は思
うようにいかない｣という潜息がきれ .世代のギャ ップ ,希望と現実の食い連いがあるように思え

た｡同居を望む理由としては .r生活に変化と楽しみがある｣r親あっての子｣r子供が手元にい
ると心強い｣r百姓だから.飽藁の仕草できついので若L̂人に頼 bたい｣[家を継いでほしいからJて1
r現在嫁 ･姑の関係がうまくいっているからJがあった｡反対に,同居を望まない理由としては

r息子の仕弔上 .一括に住めない｣｢お匂 いに菜和されないから｣があったo老後に一元者VE暮らし

たい人は .圧倒的に[子供夫始と孫適｣が多く.前述の同居を望んでいる気持らを裏づけている.
. 老人ホ-ムと答えた者が一人もをかったが ,これは老人ホームが .世間と隔ってお9.老人だけの

隠居所という意紐が強く.老人ホームに対する物質的 ･精神的(安らぎ)をものを耕待する気拝が .

少ないという意紐を反映しているのではないだろうかOまた,怨村で奉るゆえER:,老人の労働の場

が .いろいろを面で存在するという串が ,老人ホ-ムを遠いものにしているホもし年をい｡

老後に望むものとしては .何上bも健康があげられ .次に経済の安定 ･気楽な生活とそっていて,

身体的にも精神的にも安定して落 ら背いた老後を求めているようであるO

(大 西 晴 子)

-=I.8-
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4 同族と親族

(イ) 同 族

a) 武扶

桑 9-4- 1 枚内の梢成 (武株 )

慶応元年

江戸終JJ'?

元線初年

T4 -

①

⑤

④

A

⑧

0

⑦
0
0
¢
⑬

⑳

②

⑤



費 9- 41 2 棟内の機能 (武株 )

武姓は岡本谷 .ウガイを合わせて 19戸車9,全体の半分を占めているo この 19戸を本分家の

つIr=がDを中心として調査した結果 ,㊤の単独戸を別として大きく4つに分けることができた｡

これらをそれぞれTl.T2,T3,T4株として個次述べてみたいと思う｡

i) T1枚 (QXS)⑥⑧0①⑲⑦但Cal⑳④)

①壮文政年間 ,今から約 150年ほど前からこの地域に定住していたということであるからかな

9古い家である｡①からの分家は .⑦(弛 ⑨ .それに他部落の①の5戸であるO分家の内⑦は ,文

政 2年 ･つまり約155年前から臣んでいたとレ､うことで ,これもかなb古い家であるQのから分

かれた年代が速V,昔のことであb,また①も⑦ も他に分家が多いので ,お互いに6=助や相談を必要

としていない｡また ,①は⑦を親しく行き来する家としているが ,⑦はしておらず意甑のズレをみ

るoLかし･相互認知は成立している｡これは｢家｣という関係を重んじてV'るからであろう｡

⑦からの分家糾まC⑫(砂がある｡この内⑮結r7Dの弟であD.親戚であるという血縁の沸きから相

-3占O-



互に擾助を求め合い ,かなb親しく交際 している｡これに対し0は 5代前は分家し,本家に対して

相較/はするが ,本家からは援助や相談を求めてこT=いとレ､うことであるOこれ紘 ,本家の方が経済

的にも忠裕であD.年も上であるという意識があるためで ,同族本来の身分的 .経済的｣二下関係が

みられる｡⑳は◎から昭和9年咋分出したものであるQ本家が分家よりも嫁の実家の方を頼bにし

ているということで ,あまb親しい交際はしていない｡ しかし.結婚や病索などの時は相談にいき

香典の額もOが一番多ho

◎は分家したのが今から157年ほど前で長い年数を経ているので ,ほとんどつきあいはしてい

ない｡ しか し,先祖が分かれた家としへうことで本家として認めてはいる｡⑬の分家に砂がある｡他

^よりも借用できるということで .冠婚辞奈 ,桐繋 .建薬の時7;3:どに相互扶助隣保が成立している｡

つぎに①の他の分家⑤⑥⑧についてみよう｡⑤抹明治 24年に分出し,此軟的新しい分家なので

①を本家として気軽EjE援助や相談を求めている0-.1た近所交際としての物の併し倍bや .田植えや

稲刈bなどの相互援助も行在 っている｡④は ,本家に援助や相談を求めるが ,それは家としてのつ

きあいのためであ9.ここにも｢家｣という観念がみられる｡⑧は慶応元年 (1865)とろ分出

したということでかなb古い家であるが .今でも親しくつきあっている｡そこには ,今までずつと

そうだ ったという恢習的孜ものがあるよe')である｡また .結婚などは事前に相談し.もし反対され

たらやめるという調査結果がでてかb,本家を上とする身分的上下的係があらわれている｡

⑧の分家に⑲がある｡¢は⑧の弟であり.一番身近を兄弟ということで .お互いに援助や相談を

している｡そこにはあ･ib本分家という遭取結みられず .親族としての意識の方が強いように思わ

れる｡

") T2枚 (②③⑳ )
②がこの地域にいつごろから定旺するようにな ったか(･i不明である｡しか し,西は②を大本家と

して認めていない｡⑤は寛政元年 (1789)に舟FrJしたということで .かなb古い分家である｡

しかし,今でも本家と,冠婚葬祭 ,病気 .良薬軽皆の面で相互扶助朗係があb.同族としても近所

としても交際が続いている.③の分家である⑬も,江戸時代の終わL)とろ分かれたとい うことであ

るからかなb古いといえる｡しかし,③と追 って監近でJdほとんどか互いに相談 したb援助したb

することも:,2hcというのは .分家して4- 5代もたつと血綾関係がうすく怒ってしまうからであ

る｡しかし,それにもかかわらず本分家関係を披けるべきだというのは ,それが餌習的に漁 ってお

9,7tたやめる必要もないからであろう｡

iiP T5珠 (⑳⑬ )

⑫妓⑳の兄嫁であり.主人が亡 くなった後 .西の輿があいたのでそ こへ住むようになったという

ことである｡⑳には病気の時や経済的VLC困 った時などに按助を求め .すぐ近所であるし他に親 しい

人がいないという理由で .かtEb本家を･頼りにしている｡⑳比明治以前に先祖が城山から移 ってき

て以来 .岡本谷に定住するようにTrった｡本分寮駒係をいつまでも続けるべきだという質問に対 し

て否定しているが ,残念ながらそのは つきDLfL理由を開くことができなか -,たo

▲ ■
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iv)T4扶(⑲ ⑳ )

⑳は元顧初年 (1688),先祖が城山から移 ってきて以来約290年間ず つとl喝本谷に住ん

でいる｡分家は⑳だけである｡⑳は明治 40年 ,硯世帯主が25才の暗分家した｡本家に対して

紘 ,冠婚葬祭 ,病気 ,Bt築経営など.すべていろいろな面で信頼している｡⑲は⑳に援助を頼む

ことはないが .ち ょっとしたことなど仕上く相談に行き,親しい近所交際をしている｡

lj) 中井扶

桑 9- 4- 5 棟内の構成 (中井珠 )

･ .≡ ll . ..I

江 ;0は調査によれば単独戸と称しているが ,

①の調査によれば⑬絃分家であると述べ

意見のずれをみる｡

表 9-4-4 棟内の機能(中井株 )
中井珠は④(姫)⑬(如 らゝ林成されてい

る｡④は先祖が明治以前から住みついた

という｡⑨は明治以前からの⑥の分家で

あb相互に本分家関係は認め合 っている

が ,昔の先祖が分家 したという意旅から

本分家としての関係は うすいようである｡

その交際内容は .吉凶･*.冠婚葬祭 .建

輿 ,病気見舞凌どで,近所交際としての

物の貸借もほとんどみられない｡⑬は昭

和51年に兄である④から分家したが ,

分家したのが最近であることと戸主同志が兄弟であることから,①に比べ本分家のつきあいは頻

繁である｡その交際内答は .冠婚葬祭 ,吉凶番 ,建轟 .屋根ふき.盆 .年末年始 ,病気見舞から

虎作諾面 ･育児など･本家に相談に行 ったb互いに手伝い合 ったbして ,必要そら経済的援助関

係もあるとい ってhZl｡また⑬が何かと相談したb額Dにする家としては .本.謀である④をあげ
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ている｡qjは⑨から大正 5銘に分家したもので互し(に本分家関係を認め合 っていて .せた0は④

を総本家として認めている. しかし,Oと⑦e:)卒分家関係は経済的に本分家が同程度であること

千 .分家の戸主が本家の戸主エDも年が1であるということからも本分家間の1下r娼係はなく.

夷際の交際は相互扶助関係といえる｡交際としては ,冠婚葬祭 ,煙集 .病気見舞 .出産 ,法坊な

どで ,また出機具を共同で所有していて出作業面での相談や相互扶助もみられるO伽 昭和25
年 .硯戸主の夫の死亡により現戸主が夫の母である⑲から独立 したものであるが .⑬は調査によ

ると単独戸と称し.分家と認めている①との間に意見のズレをみるD しかし⑬を同じ棟内と認め

るのは中井株の中で⑧だけで ,棟内内での交際もほとんどなく夷際は⑮の単独戸としての性格が

強くみられるo⑬を除 く中井株全体としては.同じ先祖から出てきているという意識がみられる｡

C) 竹内扶

桑 91 4- 5 枚内の構造 (竹内株 )

TUT--

表 9-A-丘 珠内の機能 (竹内株 )

- _____■■■■一一一一一■■■■-■一■■■■■1-
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'i) Tul株 (⑳㊧⑧◎ )

竹内姓には2系統あり,それぞれTul株 ,Tu2株とする｡⑳は明治の終わDか大正,DtJ)めころ

父の代に分家しているd本家は東)t価の⑳て ,分家には⑳と⑤ (矢蛾町矢掛 )がある｡⑳は分家

から援助や相談を求めてこ,ないとしているが ,それは⑳が病弱なためだと思われる｡本家の①に

対しては .経済的に困 った時 i病気 .冠婚葬祭などの面で相互扶助関係があり.本家の方を頼り

にしている｡⑳は明治2.0年ころ ,熊笹が能仁寺から移 ってきて以来岡本谷に定住する⊥うにな

った｡本分家駒係は世間の風習として罷めてはいるが .親密を相互扶助の関係はない｡その理由

として ,相談するようなことがないし,もしあっても金銭的を問題なのでどうにもならないとし

ている.また,本家の方が家が良いので援助を求めてこないとしており.身分的1下関係の意款

がみられる｡

ii)lTu2株 (⑮⑬①)

⑬の本家は◎(能仁寺 )であD.分家は⑳であるd⑳とは .結婚 .葬式 ,病気 .盛業経営の面
I

などでお互いに援助し合 っているO⑳は⑤の妹の主^であD,昭和50年自分の代に分家したd

分家した時の財産分与は .田(2.2反 ),畑(0･8反 ),山林 (2反 ).宅地 (20坪 )薮地 (

120坪 )で 一家の外側だけ建ててもらい内装絃自分蓮で行在った｡田地が多か ったので人手が

足bず .末の妹にむこを取 ったということである｡

家が近Vlので近所交際としての物の貸し借りもあD.お互いに親しく行き来している｡

d) 細珠(⑳⑰砂診)

黄9-4-7 抹内の構造 (堀株 )

旦

B

.G
)

⑬

⑬



堀株は⑳㊤⑬の5戸であるが ,本式は失Jir叫 いつでちム｡¢⑫㊨とも①を本家として認めてい

る｡⑬は180- 190年ほど-a.!J.先払 う浅 山か'"捗ってきて以来この地域に定住している｡①

とは古い分家なので今では全く交際がなく,他人と阿韻になっている,Oと⑮は兄弟であb'結

締 .葬式 .病気 .嬢集 .盗作菜の面など(,̂Cかいて戎密な相互扶助関係が続いている｡ しかし･①

と壮法事 ･冠婚葬祭75:どの岱礼的なことにおいてしか行き来が72い｡

e) 古城妹 (⑳⑳㊦◎ )

柔 9-一9 棟内の構造 (古城株 )

互 t本分家関

I1 香号 1認 知 係を綻レるべき一ふZL
1

M初期

表 9- 4- 川 株内の機能 (古城株 )

L
凍

庵

t
け

｣
庵

!!?iiiiiiiiii

｣ カ ブ 三二 二 ヱ 旦 _.吾｣ ⊥ を _空｢ ｣

出

古城姓比二戸あるがどちらも分家であD,本家はそれぞ れ達,つてい るが･どちらも琴串が

剛 口義から移 ってさておb何らかの系諸関係があると思われる｡まずOは明治初期に閑知義の①

から分家している｡㊦紘今金光に臣んでいて,匪搬的に遠くなるので親密72相互扶助馳係はない｡

しかし,⑳は父の代に分家したものであり.①の家に抹祖母 もいるので本家に対する強い意軌が

ぁる｡⑳性明治20年に蕃父の父が関知鼓から移 ってきて岡本谷に定住するようにな った･本家は

紘G)で今は笠岡に住んでいる｡Q も0の場合と同様に,距離的に遠く離れているので相互扶助的係
係はない｡しかし.冠婚葬祭 ,法事などの行抑こは行き来してかb･個人的なつながbではなく

家と家との関係を重視している｡

f) 鳥越株(⑳ ⑳ )
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表 9- 4- 11 棟内の構 造 (鳥越珠 )

元文 2年

_日以前

衆 9- 4- 12 株内の機 能 (鳥越抹 )

相

認

家
番
号

本分家関
係を続け

⑳王⑳tー⑳! ○

◎は元文 2年 (1757)にノ｣､林家から分出 したということであるから.もう240年ほど昔

のことである｡⑳が分家であD.冠婚葬祭 ,病見 ,建薬のときに援助を求めるだけで .⑳か らは

求めてこないとしてお.?)意取の連いがみられる｡Ti九 ,⑰は本家よりも血操のこい親類の方-援

助を求めると答えているが .本分家的係は昔から分かれていたので続けるのが自然だとしている｡

(渡辺 郁子)

(武内 映子 )

(ロ) 親 族

日本の家は2つの構造化の契機をもっている0両親と子供を中核成員として相互に強い愛着と

高麗aJL理的融合に基づく全人格的な合一化を内的契機とするようかト集団としての家族集団に

本来 ,普遍的な結合の側面と ,日本の伝統的家族としての家の家父長制的構造に関係するようを

全体社会の制度的規定を受けたすぐれて歴史性を持つ家としての側面である｡
I

我国は ,今まで説明してきた同族 (棟内 )と親猿 (親戚 )とい う2つの親族組織を同時に所有 し

てわb.統合原理として家のもつ2つの原理のうち ,親塀が前者に齢係 し.同族は後者に関係 し

て成立していると理解される.このように異なる内的突横によって成立 しているので ,次のよう

な本質的な性格の違いが現われる.のであるO

親類は普遍的に双系的な性格を持ち ,世代経過とともに.その関係が断たれる不安定な性格を持ヽ

ち ,出自咋含まれる連続性の観念が欠如している｡同族は共通の祖先からの[11日によ-Jて単系-

父系的に頬足された出自免田であD.祖先を通 じて過去から未来-と連続する起世代的集団であ

る｡日本の伝統的在家比 ,この2つの結合契機が不可分に疲労 しつつ対立的に経過する動的な過

程であり.家の内部的な謝関係の変化はこからの2つの契機間の刀馳係にかける変化 としてとら
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えることができるのである｡

今iての同族にかける考察にかいても明らか万上うに .親茄が同族の結合に大きを役割を果た

していた｡また .それと同様に同族も親類に大きな形容を与えていると思われる｡しかし,家 よ

Dは佃^をFPJLtに考えることが多くなった卿 Cにかいて壮系譜的な同族よDも.血縁関係に基づ

く親類の方が実際生活にかいて果たす役割か大きく75:っているので(.i75:いだろうか｡以下 ,2つ

の結合契機の刀陶係に着 目しそがらこの2つの部落における親類表 9-41 15につし､て検討 し

てみよう｡

衷 9-4- 15 親類の親等別.地域別分布

私 ! 父 方
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丑f25825b d217189占101155
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ムコ方1祖母方

I Ⅱh ,vl,I
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まず ,親類の数についてみると表9-4- I5のように親類総数 447戸で 1戸平均 12戸の

親類を持っており,その内訳壮 20戸以上 1戸 ,20戸未満15戸以上4戸 .15戸未満10戸

以上 17戸 ,10戸未満15戸であった｡なお最高の家では41戸 もあ9,最低の5戸とくらベ

あと実に56戸もの差があるのである｡これ壮相互認知に基づき範囲中明確な同族 と速い ,親類

は自己fd_･中心として .世帯E:とに異なる戴き剰封をえがき,7t*_選択が可能であるために所帯の社

会的地位 ,個人orJ-ーソナリャティーが大きな必ずを与え境界線が不明確であ9.また相互認知
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を全く必要としないことなどのため托 ,このような大;ti'差が出てくると思われる｡このことは

次の現象にかいてはっきbとみられたO貸方母方紅は現t嘱主もしく比父が聖子のものが含まれ

ており-,特に部落内ycをいてはこれらの家で比婆子の発禁と棟内の関係にあるのであb,部落内

の潮 はすべて棟内とみなしてエい｡そして .この内の追い窺罰や父方V親等Ⅵ親等 ,母方Ⅳ親

等TEどは .一方の家では棟内だから親筋だと考えていても.もう一方の家では抹内と親薪とを分

けて考えている｡つまD郷 壮世帯ととに異なる景和 をえがき.相互--a知も必要としないので

あるO親類とは婚姻によって創他盲れ ,死によって消戒するものと考えたので ,ここでは一応 .

葬式に参加する家を規茄とみなしたが .葬式に参加するといっても親類として参加するか .また

は棟内として参加するかは個人の鰯 の問題であろう｡畑 は個人の意掛こよって左右されるも

のであるから.ある家で絃父方Ⅲ親串填てしかあげTrかったのに,他の家で壮父方Ⅶ親等までも

あげるというような現象がみられるのである｡ このように裂溝の依田というの杖非常に不明確な

ものである｡

以下 .条件別にくわしく枝村することにしよう｡ (荏 :貸方とは表の上でのき方十母方十祖母

方+操方を示すものとする｡ )

まず地域別分布についで考察すると.親執jま隣接町村 ･町内･県内.県外 ･大字内･部落内の慨

で分布しているO町内と大字内･部落内を加えてみると.矢掛町内が駆鞍町村を抜いて トップと

･fJ:D,想姉のうちの48,1%を占める｡

隣接BITIJではf:ui社が21.6%で粒も多く.次に20.1%の井質 ,以下姓隻屋町 ,央備町 ,･玉島と

続 くC総社 ,井原は的接町村の内でも両群^口ともに多いためであって ,特別との2つの地域と

の支流が甑いということを意味しているのではないO県内では倉故が47.6%を占め .岡山虹

27･8%にしかすぎ-nltno 17加府戊にわたっている児外において技 ,大阪府が26.5% .広
鳥原が22･4題である｡これらのことは .矢耕町が岡山舟の酉に位任するという地理的要囚VC-よ

って ,倉敷市 ,広島保との結びつきが疎くなっているC

また.父方IAⅡ親等の場合 42･8,03'が .Ⅲ親等以下の場合は42.7%が央掛町内にあD,父方

の場合は親等が遠くたっても,矢掛町内においでは親節内に占める削合が変わらないのに対して .

延方の場合比 Ⅰ.JT親等の21･1,00/がnI親等以下の50%が矢掛町にあり,親等の遠い方が矢掛

q内における割合が高く75:っているoこれは父方では地域の遠近に上って緑を切る時期はそれ程

速わ夜いのに対して ,宴方の場合比親等が遠くTJると地域の通いところ姓早く緑を切るというこ

とを示しているO このことに父方重視の傾向が現われているO

親等別分布をみると.父方が254戸で52.8% ,讃方が218戸 47.･7%であ.って.少し父方

の方が多いけれども,だいたい同じ割合である｡父方要方ともにⅡ親等の栽新が最も多.いが .Ⅱ

親等とは .世帯主妻の兄弟 ･姉妹 ･祖父母 ･芥72どであるから当然の結果といえる｡父方にかい

てV親等以下仕17･9% ,凄方に卦いては7.9%であb,またその他というの比ギリ父母 ･兄弟

･オジなどであって .父方の場合は19名 .穿方は5名である｡父方の方が妻方エDも親等が遠

くてもつき合う傾向がみられる｡【】ネ全体には .また父系正視の傾向が拭ってか9.同族の強い
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t ところで吐僻にこの･IT向が払い｡しかし,この部.?,に去･hて姓)Tl分その煩向がみられてはいるが

あまb窃著ではなく.どちらかといえば親類の戚E:lJである双系的傾向がみられると言ってよい｡

【■

とから推想すると.年月を経て接が要の座につくころにそると.彼女に関する親類がとって変わ

るのだろう｡

V魂等以下においては95%が隣援町村までの絶円内i･(:あり,79.5%が町内までの戯顕にある

というととからも同じ親等でも速い地域ほど早く頂を切るということがいえるOこれは藩取の1

でもはっきbとI,-糾っれて卦少.｢親類の漁を切る時拙技部落内外にかいて-jllなi)ますか｣という
問いに対して全長が-イと答え ,部落内では 60･1,Gb'の者が抹内となって半速久的に付合うだろ

うと答えているのに対し.部落外で(riやはbd0.1Cl?'の者がイトコ半ぐらいまでと答えていた｡

親族の股能にかいても同族と親軒では全く相異なっている｡同族の場合は団体様能が主であ9.

家の伝統の継康に関係し,多かれ少なかれ本家升京間の庇詔 ･奉仕田係を基潮とする本家).･{よる

分家扶益の性格を渡環にしているの忙対して.親虫の場合は協同的機能が主であるo基本的には
平等原則を前提とする日'･-,ul'的モ生揮互助lEhLf汀ポ安定 ･廼帯のC1rL面を強調しており,互助撲能
と社交的機能の2つを持っているohくら平等原則をfJt'I･ihとしているといっても.裁類瓢係とい

うものは通婚によb拡大し.脚^の死亡 ･蝕脱に上って桁,少するように jLtL･代的野辺とともlrLkl

, 化するものであって,それilこ応じて相互に期待される役割もれ｢,5化すろので参る｡もっとくわし

く言えば .自己からの放棄知勺距甑を基準として .迎凱 勺役割T:I,､し相互扶助蒜講の序列がL]己を

1 中心として同心円的に設定苦れZTbそして ,tのFi･例 を基準として特,E･Sの時点で ,特定の自認を;.ら

ぐって-特約に集団が成立し,その油田忙その条件と目標に規5=iZ-3'れるとともに,領人的を選好こ

･l 性の節理_(轟等･地理的要田 ･社会的J,逆位 ･制Li的規制刀個^の性千言･年令 E)te)が作用する-,と
めに.きわめて流動的なのである｡このことは一般的(,C言えることであって ,こq)2つの紬筈で

l の脚 の機能はどのようTrのか以下に帥 て即 してみることとするo以下の知 調査の豊里の
I 部合1 ,交際内容を次のように分節 して銀計したものであるbO,琵済的に困った畔②婚礼の朽◎

出産の時④葬式の時⑤jJA菜経営のTuu-⑥臥祭b攻どの時i)毘集の碍⑧病気見舞①法事票 9-4-14

㊧正月⑲盆⑫彼岸⑬節句⑲そのイ也

弟頂の機能がEl常的7Fi･生活互助ないし怖籍安定 ･連帯の側面を強調しているからには ,地理的

須田が大きな彩管を与えていると思われるので ,-まず衰 9- 4-14親類の地域別交設内琴から

みていくことにする｡それぞれの地域内において .大体 ,行く場合と来る場合が同じくらいになっ

ているのが荘目されるo互助の精神が親脚 係には要求されるのである｡(注 :以下 '行く場合

の数字を取91げて考察を進める｡ )
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衷 9-4-14 親塀の地域別交際内容 ~ 4

際内容地域 ①l@ ⑤ ④ l⑤ 一 l⑥ !⑦ ⑧⑨045 9 車 ! I⑬ l tO 合計l

部 落 内 541 58 44 18 10 I 2 40 55?

41 44 14 10

458 40ll 44 17 1054 40 44il ..:-霊鳥 ll 10159549152大 字 内 1 1占 21 占 4 5 12151 18 1521 7 21 5 4 2 1 5 8

町 内 7 85 6264 107 10 25 58 87 80 25 501 12l 45 427

5 77I ー107 15 55 55 80 85.l10597 29 59 19 2 4055 占48l 715.二 言 下 手f 8 89 占1 150 9j 18 54l 111 15 27 25 690 59 150 9 20 58 104 18 54' 25ー 5 J55 702

~ す 681 48 85 7 10 45 70 占1 8 1 52 455

腺 外 2 54】 l 19l 52 1 2 I151 54 29 Il51841
2 58い 9い , 2 7 15! 52 55 795 1

江)上段 :行く時 下段:兼る貯

地域別に .このようを交際においてどれくらいの親類が行き来してV-1るのかを知るために次のエ

うな操作をした｡(表9- 4- 14の地域別合計 )÷ ((地域別の親類の戸数 )× 14)

部落内582% .大字内44･2% .町内40･5% ,隣接町村 57.1% .県内57.7%.県外 21.5

%と.一部逆転しているところもあるが .地域が近い程 .交際が親密であることが分かるQそして

半分以上の親類が行くものを拾ってみると,部落内･大字内.町内では②①⑥の診⑨⑲が多く.日

常的Tr番から儀式にまで広範囲にわたっているが ,酷凄町村 ･膿内 .脹外ではeXi)⑧⑦など儀式に

限られてきて ,⑤⑦t3などの日常的な交際内容が落ちるのである｡

次に親類としての役割や相互扶助の義務の序列は自己からの親筋的距離を基準 としていると思わ

れるので ,表9- 4- 15親類の親等別交際内等を考察してみよう｡世帯主や妻と兄弟姉妹の関係

にあるⅡ親等がどの交際内容においても最も多 くなっている｡しかし,その中にかいても(襲9-

4- 15の父方鳩 等の合計 )÷ 〔(5e方Ⅱ親等の親雛 数 )× 14)という操作をしてケると ･

父方Ⅱ親等吐 4a2% ,蛮方Ⅱ親等杜 59.8%と幾分 .父方の兄弟姉妹 との交際の方が深いことが

知れる｡どの親等にかレ､ても比較的よく行き来していろのは②⑦①⑦⑧①であD.反対に(亘)⑤⑥⑬

⑬⑬1T3比沸い親等に限られてくるという傾向がみられてお9,個人の生死に蜘する確などの親類の
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中における地位の変動のある行事TlCおいてJ:くT<'狩二二されてお 17 .その他の場合は礁い親類に限

られるのであろうo Lかし,淡い親類に限られるといっても.地理的要因が大きく左右している

ものと思われて相当のパラつきがある｡ よって ,親類の交際内容を検討する場合は地理的要因と

親等とを合わせて考えてみる必要がある｡

表 9-4- 15 親類の親等別交際内容
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地域別交際内答 ''･'
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次に乗9- 4- 16耕源の親等別地域交際内JP,を汝射してみよう｡費 9- 4- 16まず① 経 済

的に断った時というのは親新の7･1%'しか往来がない｡ しかもその範囲は父方･少方ともⅡ 親 等

までが90･8%を占めてかD.地域別では県外比さすがに少ないが .その他(J17tんべんfEく飾 し

ている｡｢金銭面やその他で援助を与えたb.受けたbした栽蔀があbますか｣という問いに対し
て与えた^が 24人 .受けた人は29人であった｡そして .その内零のほとんどが保証 忙̂なった

D,T3:ってもらったりしたものであった｡与えた場合()58･5%が部落内で .87,5%が矢#t町の

花田llC分布 していた｡やはb父方JI親等が愚も多かったが .郡篠内では速い耕類すなわち牧内が相

当数あげられていた｡長路的忙由った時には .地域(I-C関係なく∬親等の人々に和談するが .そうで

なくて良協の近代化現金などを倍 bる時の拝証人在どにT=ってもらう時には地城的に近い^々忙細

むという傾向がみられる｡特にこの場合托 .互い(,C保証 に̂をb合うという例が多かったo

⑤由井経営の面にかしへては親勅の11.4%としか在来がTLい｡そのうちの55,2%が部落内に ,そ

して66･5%が矢掛町の範囲にあD,父方Tt和等が41.1% .要方Ⅱ親等が 50･7%を占め.この

2つで71･8%である｡この場合の往来が少Ql.̂の絃次のことに原田していると思われる｡親瀞は

それぞれ輿をる職業を持ち.自分の生活を持ってLrlる上に .もし建築であっても,LJaとんどの家が

光井で手伝いをする暇が･ないことと,経営面枕が狭いlK .機械化が進んでいるために手伝いをあ

まり必要としないのだろう｡ しかし(51と遮って在)軽重rL)特技 55,5%もあb.児外の他triどの地城

も親類の半数以1が往来t.し.親等別で抹父方 ･強力ともⅢ親等ぐらいまでであって .埋葬の時に

は地域では親等(･{左右される｡⑤⑦とも(,(労働線供なのだが ,⑤は毎年のこと⑦は一生に一回ある

かないかのことであZ.ということに .この上うな大きな追いが生せれる原因があるのだろう｡喧)秩

祭bなどの時Ojl:_月0盆⑫彼岸は .親がのうちの15･2% .14･5% ,21.2% ,15･4%が往来

をし0盆を除いて後は大体 ,似た割合を示している｡そして .これら杖地域にはあまりかかわり合

いがなく,親等ては父方 ･譲方ともに大体 ,皿親等までである｡¢G42の場合kt父方は行く場合エ

i)来る方が多く.書方では行く方がずい分と多く在っている｡このことは ､これらの行串が個人VL'

r娼するものではなく,｢家｣灯姻するものであるとい うことに起因しているO｢家 ｣の観念が強い
時に結 ,同じ一族であるというととの確認uJためにも.祖先を敬うためにも在来が郷 だったろう

が .｢家｣という観念が失われつつある現代において壮直接関係のある親類しか往来をせず .とく

内輪なものである｡ しかし,同じ,｢家｣に関する行事でも⑦法事にkt親類の 75･1%が一声-3に金
するのであって .同じ目的のために栽難が団体を作ることでは葬式に次いで往来が多い.脚 は

それぞれの家の祖先のために使われるが ,哩)はたまにしかないことでもあb,｢族みんなで祖先の

r 冥福を祈るという性贋による｡②婚礼の場合把捉74･D%の親類が往来する.婚礼は新しい親数が

生じる機会であb,その軸を親類に披鼓して永恩を得るための重要な式である｡しかし.現在では

長男でも地業を継ぐ例仕非常に少なく.その上とりあえず別居して息子夫柵は町に往trとい う例も

多い｡その為 .との駄式は昔ほどの意味拭持たなくなってきてはいるが .まだまだ親類としての義

務とみなされているようだ｡次･忙③出産祝い忙は父方 ･妻-方に恥係なくほほ同じ馴合で往来がある

が .1Ⅱ親等では占?.2%の親輸ら･:,それ以下で壮 5T･1%と減少する｡地域的には部落内 ･大字
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内では親等が遠くても祝うが .凧外を除くその他の地域ではⅠⅡ親等が祝うのみである｡⑥葬式は②

の婚礼が新しい新薪を生ずるのと反対に ,これを横に親顛関係を切る解式であったo｢また切らないま

でもつき合いが薄 くなるという重要を意味をもつものである｡葬式に結地峡親等にかかわbなく親類

のうちの97.7%が往来している｡この中には日常は全く交際はないけれども葬式にだけは参加する

とレ､った親類もかなbあったOこれらのことから,罪式への参加は親類として果たさをければならな

いh1億gL,義挙で参るとみなしてもよいたろう｡また葬式咋*ずるものとしては⑧病気見舞があげられ

る｡親類の81.2%の者が往来しているDやは9④と⑧は直匠につながD得るものであるところから,

このように密を往来を作り出しているのだろう｡⑲その他は特別なことがをくても往来することがあ

る親類なのであるが ,いわば⑲の往来がある親筋q)うちで日常的を生活互助はなされていると思われ

る｡これには個人の,L ソナ])ィティー･社会的地位などが大きく影噂している｡そのことの現われ

として①葬式には参加しないが ,⑲その他の往来はあるといった現象もみられた｡親数のうち4417

%の中で往来があD,部落内9?.0% .大字内57,1%,町内25･2% ,隣接町村40･1% .県内

57.2%,腺外 29.2%と地域的に近い方が日常的交際は多いことがうかがわれるo Lかし,隣接町

村においてもかなb多く,これは交通の発達とほとんどの家に乗用車を所有している現状から考える

と当然の結果だろうO

奉ブ二 4二JL 1番目に畢翼互盈臥 __塁上=上-18 2番目

翫 衰 蛮 i.壷 才Ⅰ用両 方回 '貞王L- 父 方 __動 埠_克丁｢盲rⅢ Ⅰ日日 Ⅰ.lf早_克Ⅰ ∬ 遼 GI#:他i戎

十ふ格亘 h l い lI 9 u南 常内 6 . r 5

去年内 4 l 1】 l 5 大字内 l T l

i町 内 5 2 l2 5 . 1t ll 町 内 2 A哩5 5 2 1 l2l

弊 接.町 村有 Ipji垂 9-i 1I2!1t 卜 l 1 12 隣 接町 村t1 5d 拙 ーl1I

7 小 1 1 1 1 l15 保 内

卜4 1 一 十 ll l 7 県 外 2i レ 5 l1ト l2

次に部落の人の意識としてどの家を重要であると考えているか検討してみよう｡黄 9- 4- 17を

みると一番重要な家は父方JI親等が澱も多く在っている｡そして父方f親等 ･事方Ⅱ親等と拭き,こ

の5つで82･4%を占めているoまた ,父方と撃方では父方61.4% ,妻方58.6%とたb父方霊視

の傾向が襲われているO黄 9- 4- 18をみると二番目紅塵賓在家でもやはb父方Ⅱ親等が最も多く

なっているoここでも父方65% ,--3i方55%と父方重視の傾向が現われているo

以1 .親数について種々 検討してきたが ,との部落においても日本の｢股の村と同様に父方重視の

傾向が細かい点においては見うけられる｡しかし.全休的な立切からみると,親類の原Aljである双系

的傾向がうかがえる｡

(蜂谷 淑子)
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l 収できた｡

5･怠業協 同組合

虻じめに

現在,矢掛町農協は昭和 58年度に第 1次合併 を行なって18/,年以上を経過し,町を単位に大

きく発展してきているoLかし,昭和50年以降の日本相済高庇成長期の中にあって虚実は,t諜

部門との格差が虹が9,労働力不足や兼帯化に上って大きく変化してきた.矢掛町も,所得水*･の

向上 イ/フレ,雇用労甥の上昇などに.亡9,ますでナ雅茶化にむかう械向にあるDこうした農村

の変化は,とDもなおさすか協の経営 ･組級 ･運営等に変化を及ぼしたはずである｡そこで矢掛町

曲民の組扱体である矢掛町曲協と姓民意減L,tついて検討することにする.なお調査粟は 155部回

糾 出井協同組合の歴史 と矢掛町見鼠の歴史

昭和58年に第 1次合併が行なわれたれ tずそれまでの日本点薬協同組合の歴史と矢掛町鹿協

の歴史の大略をとらえ,矢掛町農協が合併するに到った背澱を考えることにLh.い.

鹿茶協同組合は,職後のVlわゆる占傍輩の&村民主化政策の一環 として行なわれた瓜地改革指令

に基づき,昭和22年 11月に盛栗鼠同組合法が公布されたB農地改】郎⊂上って寄生的土地所有制

を頒娯させ,自作農的′｣､土地所有制を創出する, この新 しい民主化された点薬生産関係を維持･強

化する組稔として農協が創設されたのであった｡

戦前,農村には盛付達男組合と点食の2つがあって.姦策組合は虚村-の金融と流通面を盛会は

廠 縞の称拝といったように分超されてレ､た｡撰 統合は,点薬者以外の力によって砲台が支配

されていたため,占領軍 ･日本政府比,血路を凸諸寄を中心とした生産協同組合体として育てる考

え方を示し,此協を典薬者だけの脇同船合というこ(L=忙限定して産業組合 ･A-i会を発展的に解消し

て両方の目的を達成しようとしたB

とのことは,彪協法務 1発に｢この法神は,BL民の協同粗放の発連を促し,もって出井生産力の
i 増進と戯民の経済的社会的地位(7)向上を図り..ちわせて国民締済の発展を期すること石:.B胞:-TるJ

FIJIll--
Hl
I
-
-

とVlうことに明らかであ9,さらに弟 5粂忙｢この法律にかいて農民とid:ケずから曲顎を営み,ま

たは典薬に従･歩する個^をいうD｣ということに1く示されているd

しかし,鹿脇は国家の主i韓によって上からflr.'取きれたものであったO-,!た,組織自体も職時統制

下のもとで作られた鹿常会をうけついだものであったO自由主我 ･民主主森の頗月は 守ると73れ売

がら国家の発言力は大きく,虚協も本来姓氏の自主的団体にもかかわらず自主性に欠けていた｡ま

た食管法は,供出確保,凸家経折の安定化とともに農蛤貯金VCエb出協を支えたD

しかし,成立間もなレ､ころドッジ不況の中で鼻軌による凸民貯金の伸び悩みなどにエb,農協比

大きな危機に直面した8しかし,この危機も朝鮮峨争の勃発に伴 う特需にエT)不況からのがれ,虚

業生産もしだいに増大した.漁協も経留不況から昭和28年の農林漁業組合連合会兼備促進乾など

再建三法によって立直ったoLかし,再趣も国家による再建であった尤め組肢体としての姓協の自

主的再建では75:かったO

昭和 50年から高庇成長期をむかえ,1莱部門の労働刀･W要の増大によれ しだいに労働力不足
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･雑業化./i:ど舶業構造に大きな問題が生じてきたDこうして出村の姿は1っかり変 ってしまったO

こうした矢先,昭和 5ム年に政府は日本鹿菜の今後のLr･き方を示すものとして曲菜基本法を公布 し

たりこの法律(,i,附和55年の秋池田首相の時発表した国民所得倍増計画につながりあるものであ

るOところが,一般産業で紛いている人選の所得御中び忙比べて鹿瀬所得の伸びが相変 らず遅ho

その原因をつきとめて他産業従車舌BF_忙所櫓を引き上げJ:うとするのがこの法律のねらいであるO

その基本法の主なねらいは,第 1昨:経営規模の拡大をはかD,日本曲舞の欄進上の欠陥を直さなけ

ればならない,第2に労力の足らない経常規襖の小さい農家は協同経営を進め竜骨ればならない,

折Sに離瓜促進,窮4忙これからの農築結米裳だけにたよらず脚 向に見合う畜産 ･果樹 ･読菜

などを取入れて過択的拡大をはから夜ければなら夜いとしたO この基本法制定と同じ年に凸協合併

助成法が制定されたOこの法律の目的は,｢適正かつ能率的夜番繋経営を行なうことができる組合

を育成する｣ことにあったO

曲襲細道の変化に対応するため.矢掛町でも煉薬基本故 ･･戯協合併助成法制定にそって合併を計

画しはじめたのである｡｢合併理由苛｣に次のように甘かれているO ｢我国経済の著 しい発展は戯

非と他産業との間に生産性及び及第従番者の生活水準に甚しレ､格差を生じ労働力の淑少,消費柵迄

の変化などこのまま推移すれば鼻薬の前途は極めて暗レ､ものと言わねばならないD政府は先に虚業

基本法を制定し,農協法の一部改正,その他的係法規の整備をして今後の我国典菜の行くべき道を

定め,戯観をして構造改啓奉賛の推進母体たらしめた.しかしながら当地域における曲協の現状は

経常規模弱小で生産指導 ･共同出荷による市場建碑 ･較金及び賀材の聯入等に幾多の困難に突当9

段葉の近代化もかけ声のみでほとんど実行不可能に感じられた･o･･･｣(矢掛 )｢蝕黄基本法の制定

K準処して虚業楠進の改助士目下重要女鹿協の仕事となってL̂る.これには資金の造成't戯営指導

車業の充実が必要であるO行政区域を1つVCする7蝕協が合同合併し信用度の増大による生産焚金

の増大と経営基盤確立VCよる営曲指専体制の充実を計るため･･･｣(美川)

｢当担合は ,55年度より遅れた放棄の桝造改巷を図ろうと盛業基本法の主旨にそって営鹿改沓総

ぐるみ迎動を計画推進してきたDその結果からして現在の曲協では

(1) 生産指群の不徹底

(2) 大京生産版元による市場確保の闇軸

(5) 貸金及び党材購入及び版充のコスト高

(4) 政策経営の行き詰まb等

小規模曲協では容易に解決できない諸点があるとの蘇柴を得たOたせたま塵及び町等の指串によ

叩 ｢内7怨協の合併の講が起こり研究の結果推進することに決定したO- ･｣(小田)

｢合併理由啓｣に見られるごとく,EI本経持戒長期にあ1て典薬とL lつの大きな曲り角にさし

かかったDそれに対応していくのに単協では規模が小4-すぎて市場の確保 ･組合の僧用度 ･生産指

鵡竿に多くの困難があb,虚栄の近代化はできない｡そこで国 ･腺の相称に上って典協の近代化を

計br,･虚協をして構造改巷の推進母体となっていこうとしたのである｡

ここで矢掛町の合併の足ど少を見ていこう0
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第 1次合併

S.57. 占･7 農協合併推進協鼓会 .･鹿滋近代化の件VCついて農林事務所 ･町&JL場 ･矢掛町

内7丑注私に於で鹿協合併8'f_ついて協議するo

S.58･ 1･8 調印 こ仮合併契約者に 7農協が調印した｡

S.58. 1･24 推進協議会 :これまでの経過を報告して_7度1弘合併を最終 日標にその一段緒

としてとりあえず 5戯協が合併することを再確認した.

S.5a 1,2占 調印式 :5農協 (矢掛 ･小田 ･中川 ･川面 ･美川)

5.58,2･ 10 臨時総会 :5農協いっ雀い忙開催 して合併を決議,設立委員各 4名を遇出し

た｡

S.5a 5･ 51 新設組合発足 :旧矢掛町農協の建物a･改造して4[務所を設置し,旧曲協単位

に支所をかいて業務を開始したO

第2次合併

S.58･12.2占組合長専務参事合同会 :5農協合併について話し合い,各典協から5人の代

表者を選出することにした ｡

S.59･ 2･11 調印 :合併契約谷VC調印した｡

S.59 2･25 臨時総会 :2農協の吸岬合併を決議したD

理事会 :総会で-任された 1且脇のみの合併 となった場合を協議した｡

S.591 4･ 1 第2次合併組合発足 :失政町三谷虚協を吸収合併 して,兼務を開始したC

第5次合併

S.5Pl 11.20合併交渉委員会 :合ot-･交渉を行なった｡

LS.5?I12･10交渉委員会 ･調印 :合併について協議'nうえ,調印 した｡
5.59. 12.26臨恥総会 :山田出払の吸収合併を決議した0

.5.40.2. 1 第 5次合併組合発足 :山軌庚協を吸収して,矢掛町一･円を区域と-1･る組合と

して発足したO

矢掛町LL迂協は,第 1次に 5鹿協 (矢掛 ･小EEl･中川 ･川面 ･美川 )が合併 し,約 2次,窮5次に

おいて三谷 ･山田弼L'包敵を吸収合併し町単位pTh曲脇として現在に至っているのである｡

ここで,合併を決議した臨時総会で約1=十月から間宵に出された悪鬼を臨時総会訪朝帝で 2 ･5ひ

らうと,｢経営計画L,i,立派であるより,上し･･拝眉で計画プ物;そのまま突板帝となるよう今経努力

され+i-_いo尚烈fBJ/-,I,あくせでもそ1)本質でZろ租合点(r)ための組合として将来限 j･)fEV･､発展を希

垂するO｣｢組合員と僻見の和はどうかO｣｢合併して出荷するようになったら我地区の果樹生超
音は不利wI在るのでは1=いかO｣',tど-JA･どの拝唱 が よっていろO根本にあるところの開削 ま,衿く

度協合併か7幾協そろって行なわれ･ltかつた理由はいろいろあると思われるが,単協それぞれF'C特

定市場をもっているとか,経済的な蜘係の不一致をどがあったためであろうo
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(ロ) 矢掛町政葉の概観

表9-5-1 矢掛町の噂兼別出家の削合の推移

l

t

(血林業セ/サス)

一乗 9-5- 2 全国串兼別虚家の削合の推移

専 業

祭 1籍j落選
｣星三

エム7･%

A 1,7帝
(盈林省統計表 )

表 9-5-1によると矢掛町は,昭和 45年の曲家_%が 6ら.占多であれ艶村の町であるoLかし,

Bt梁榊造をみていくと昭利 45年(,Cは卑 葉鹿家が 1割を割ったOそれに友 して昭和55年以降第2

確報発戯家がふえできて昭和 45年には,61射 ても運 している. この傾向は,今後も挽 くものと

思われるoまた,矢掛町の一戸あたりの平均緋地面萌は昭和45年の曲林業セ/サスによると5占

アールと零細であり, 1-クメール以下が90帝以上も占めているG衷 9-5-2は,全国的tA=み

たものであるが全E:EJ的にいっても専業鹿家翠が低下し,第 2種米菓率が増加する傾向があるoLか

し,矢掛町は,全恩に比べてその傾向が昭和 55年以牌急速に進んでいると思われるOその理由と

して考えられることは,矢掛町のすぐ南に笠岡 ･倉数などの=菜地帯の発達にあるOこのことは,

矢掛町を出村から都市-の変化を早めたO I
表9- 5-5 各戸典諜担当者

ヽ

~~~~~lT~~~~~-.~-~~r
窮 垂 1 撃 割き訂重き L L

g_ i_ 己 ∴ -_ E _ _ _ ij ∴ 司

表 9- 5-5は,調査表によって 82戸の投薬適当者のうちわけを示したものである｡世帯主と

演で行なっているものが55･5帝と一番多いo発菜化が高率であるため婆や母という女性の虚業に

対する比重が高くをっていることは車乗である｡またE]晦日に虚業をするという片手間の戯業で傾

向にをるOこのことは主船の労働力を増 し,日曜日なしの忙 しい侮日で奉ることも示している.

矢掛町の場合70車近 くは,水田であり米作中心の塵粟であるo昨卿 4占年の幾林省統計調査部

の｢凸業所得統計｣でみると,第 1位は勉卵であD,第 2位は米,第5位はたば ことなっている0
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昭和 46年に為卵と米が逆転 した.このことは.哀反政策と捌係あるように思われるO

(,) 凸協の部費

Jyl･矢掛町の姓業を概観してきたが,次 に姓菜を基盤として成 b立 ってV,る農協の事業tA=つい

てみてし､きたい｡盟鮎は･以前｢米肥商的Bt協｣とレ､われるほど米の版売,肥料を中心とした生産

軟材を抜 -て虚協経営が行なわれていた｡ところが鼻村をとりま く環境の射 LKより出菜柵進が変

化し,今では｢米肥商的農協 ｣の形は掛 1.ていき借用杏葉を中心(･cLた政弘経営に変わ1てしま -.

ているOまた,ス ト7 ･電 気 製品 ･車などの円窟生括用品に串繋が拡大され地域に深く根ざした鹿

協串業を行なっているOそこで版元事業 ･購月 喋 ･信用9喋 についてみていきたいo

(単位 万円 )

版売単葉は,地域の地業生産･k知る

相模である6図 9-5- Llをみると米

作 ･畜産中心である｡第 1次合併の鵬

和 58年vc比べると昭和 47年は, 5.

25倍にものぴている｡ しかし,昭和

45年C:ろから楓 まい状態である0a.

日別にみると40年に仕麦の割合が比

較的高かったが,しだいに錬ってきて

いるJ米も昭和 45年E:ろから横ばい

であるO これは.奴反政策化よるもの

であろう｡その反面畜産物が,しだレ､

にその割合を増してきている｡

表 9- 5- 4打,｢米以外の農産物
を点協を通 して売 りますか｣という間

に対 して 7- 8割を曲協を通 して売る

というものは, 1714多にすぎない｡

これに対して売らなレ､は, 59.1帝も

占めているaかな_bの^は,必協を通

辛-/=レ1で弄 ってレ､る ことを示している0

虚hf,'Jd.･通さずVC直接商^忙売 っている

図9-5- 1 版売高の推移 のであろう｡戯協に出すと手数料が高

くついて直接商^忙出荷 したほうが利益が上がるためだaこのあたりに大 き夜間鰭 を含んでいるO

鹿脇机 虚協法第8条にみられるように組合員への轟仕を目的とするものであって,決 して農民の

不利打なるようなととはやってほなら夜レ､｡姓氏が安心して戯産物を生産できるためにも版元ルー

ト7)捌拓や全ての虚産物を凸協を適 して売れる体制を盤えることが必要だo これが実行されれば版
売市の増加は可能であるO
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乗 9-5- 4 米以外の鹿渡物を舶協を通 して売り壊すか

7-8割以上 半 々 2-5割以下 売らない

吾十 16(17.4) 4(4.5) 10(10.8) 5占(59.1)

千 二 二f 5◆( 糾 ) 1(2.2) 7(14. ) 28(42.5)
9(25,1) 5(77) 2( 5.1)i.1占(41.a)

5■(60.0) 0 1(20.0) 0

0 0 b 0

1(100.U)0 0 0
階 専 業 5(75ー0) □ 0ーl 1(25.0)
層 -#*# 2(18.2) 1(9.1) a 2(1&2)

b)牌見事業

牌男高は,姓民の購買力の増加

と物価値上がDによって年ごとに

増加してきている0 10

図9- 5- 2をみると,肥料 ･

飼料は横ばいか,やや下が りぎみ

であり,それに比べて婦人の店や

生活資材の割合が高くなっているO

点鮎の購買単葉が各方面に手を砿

げ,給油所 ･婦人の店･曲機具 ･

自助車サービスセノクーetcの

ものが数えられるD生産資材中心 5

から生活資材-と変 ってきているO

･電化製品 ･自動車も扱うようにな

ってきている.

表 9-5-5,表 9-5-6に

よると肥料 ･飼料は,82.6多も

曲協を利用 しているoL.かし｢鹿

機具は鹿協で納入するか｣という

間に対して買わないというのが 5

4･8啓もあるD戯民の中に技,曲

機具を買 ったあとのアフターサー

28(28.4)

16(54.0)

9(25.1)

1(20.0)

00

O
d(54.5)

20(26.0)

SS S S S SS8 40 45 45 46 47

図9-5-2 胸月商の推移

47(lL]0.0)
59(10口,0)

5(100.0)

0

1(100.0)

4(100.0)

ll(100.0)

77(100.0)

ビスが悪いとい う̂ が多hoたとえば日曜日に故醸した場合には休みであるという具合である.農

民のための娘民への購買の必要性は,ここにも伺うことができる｡
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常
税
横

川階
層

別

表 9-5- 5 肥料 ･飼料は戯協で脚入 しせすか

7-8風上以上
78(82.a)

57(78.7)

55(84,a)

5(100.0)

0

10(90.9)

2(80.5)

_草 々
7( 7.6)

5( 6.4)

4(10.5)

□

2-5割以下
占(占.5)

4(8.5)

2(5.日

0

0 1 0

nLU

dZ1

1

′o

9.1) ; a

)
I
㌘

∵

｢

‥

入
i
r

I

記
.1
.
2

無
血(
.
ー

'1
1

O

nU
nU

-:二=il- _---_

吉†

(100.0)

ll(100.0)

占(7･8) ■2(2･6) lle二5).仁77(100･0)…

表9-5- 8 此機具は虎協で購入しますか

≡ ≡ 主 上 蓮 転

?.I:!

規

枚

"

階
個
別

｢

計

5反未満
5-･1n反
10-15反
15-20反

専 業
一種兼薬
二種非業

25(2519)
9(19.1)
15(55.5)
1(20.0)
0

0

5(75.0)
4(56.4)
1占(20,8

16(17.4)f17(1&5し
j Tfb__.i_2- 5割吋 __IR -bITiI華 車 r

(51L8jLL(空i2

7
73

占(12.8)い (.710日 2.(4417)巨 (6･4)
6(T5･4)i 8(20.5)

5(60.0)モ ー (2･'.0)

;0 し】

E1(100･ロ'ま ロトlUせU.リ

5･ロ)巨 ]

8.1)l 4(56.4)

l

nU

nu

nu

nu

nU

(282)

6.9)i15(.16.9) l52 (41.5)

1(2.A)

...::.
I.
I.
.
.

i

nU
.
nu

nU

o
･.
a

a

計
,
QI
.

川
川

･

..T

^
-

00 日 '" 010'

0

0

1(9.1

5(5.9

1(100.0)

4(100.0)

ll(100.0)

77(100.0)

C)借用番諜

先に述べたように,版売撫 では版売高が年々嬢はい状態で,これを力J,'-すべく戯脇は今迄の

｢米肥商的曲協｣からr金融農協｣-変身している上うである｡生活が金の多い少7Ehで決まる世

相だから戯馳経営をスムーズに行なうために銀行等の他の金融機関に対抗Lて金槌曲協の姿勢が強

ま去傾向がある.矢掛町此脇もこの例にもれず貯金 ･共済金 ･貸付金はとど-渡るところをしらない

はど年 増々加しているO共析金 ･貯金 ･iモ付金Eでついてそれぞれみていき/tいC

共済保有高は,貯金高･焚付金額と比べて伸U'が蝦も大きく略和58年から昭和 47年にかすて

17倍以上にも速 しているQ昭和47年の内わけをみると生命共済が,全休の87,78解を占め.

ついで建物更生共済 11.26啓, こども共済 0.96庫と在っているaこのこと払 老後と鹿紫外で

の危険の増大によるものであろうD

昭和48年5月からHl-i和 47年 12月末にかけて急激にj塀 も貯金も増加しているのがみられる｡

貯金高も昭和 58年から昭和47年に8倍以上にもなってL,,るD塵協が,｢米肥商的凝協｣として
の色彩が強かった当時仏 米を中心とした鹿家所得の剰余金であったaLかし,第2価非業が増え,
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図 9-5-5 長朋共済保有高



出弟外収入によるところが大きくなってきてレ､る｡

表9-5-7 余裕金を曲協に預けてい せすか

5反以下
5･-10反

10-15反

15-20反
20反以上

専 業

一種兼業

一三1152i-::),-1:三豊

剖

2
･r7
2

1一
′-t
(

/＼

1

7
一
8

C3

2

2

1

窺記入 l 針

i(4･_4_)再 2(100･0_I)

4(&5'上 7,'(.1器 ,0 f
C I5(100.0)
o ID

至_(ヱL)Lj"71 1ーD_P一o)

表 9- 5- 7 は,｢余裕金を姓協に預けでいますか｣という質問であるD蝕協-半分以上貯金
しているという̂ が587多ある｡しかしか なDの飯が外の金融機関に流れていることも確かで

あるD階層別にみると専菜 .約1種兼業の人の多くは,大部分もしくは半分度協へ貯金しているが,

10 鰭) (単位 万円 )

,I

/I/95･575
/- (807.6解)

′
/

′′/

22

/

ノ

1

/

′00

ノ

-:
･

/

ttl
g
･

/

万nU8

S S
58 40

S S S S
42 44 46 47

●
5 5 5 5 5 12

図9-5-5 貸付金の推移
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第2種兼業になると52啓の人が政敵に貯金していて ,半数は他の金融機関(･r_貯金 している｡

図 9- 51 5 は.焚付金の推移であるO備付金も貯金宿と同じく昭和58年から昭和 47年末

にかけて8倍以上になっているO

この借入金がなにに使われているかをみたのが表 91 5-8である.

表 9-5- 8 ● 借入金を何に使われますか

5反未満

5～10反

10-ノ15反

15･-2D反

20反攻上

専 業

第1秤雅梁

串菜拡張賛金 姓椴:鞘常人 学焚その他 無記入 1 計

ll(ll.9) 54(5L9) 1(1.2)8(8.7) 58(41.5) 92(loo.0)
4( &5) ?(1?_1) 0 a(12.8) 28(59,6) 47(100_D)
4(la2) 2声(59.0) 1(2.i) 2( 5.1) 9.(25,1) 59(100.0)

2(40.0) 2(40.0) 0 . 0 1(.20,0) 5(100.0)

1(1□0.D) 0 0 0 0 1(100,0)
4(100.0) 0 0 0 0 4(10D.0)
1( 9.1) 10(90.9) 0 0 0 ll(rDO.0)

6( 7.8) 24(51.2) 1(1_5) 8(18.4)58(49.5)77(100ー0)

農機具を購入するというのが56.9啓で一番多く,つぎ忙事典拡大の敷金忙しようとするのが多

い｡階層別にみると,単車の人すべてこれから本葉を拡大 していこうとする意欲がみられるOまた,

第 1種 ･第2種非業においては鹿撤兵を購入 していこうとする傾向にある｡経営規換別にみても10

反以下の人は,曲機具を購入 していこうとする傾向がみられるDこれは,鹿菓労働の省力化を計っ

たものであろうo
I

(⇒ 蝕協と農民

炎協の串粟をみてきたが,組合負である農民結農協に対 してどのように思 っているのか,また典

鰍(:どうしてもらいたいかを調査票をもとにみていきたいと思 う.

乗 9-5- 9 は,｢お宅にとって姓鰍d:必賓ですか｣という闘いであり,表 9- 5- 10は,
｢お宅にとって将来 も鹿協は必要であると思われますか｣という闘いであるQ表 9-5- 9 によ

表 9- 5- 9 農協は必要か

一､--＼｢ 絶対必壷一 必要である どちらでもよい
計 12(15.0) 占0(65.2J) 15(1占.5)

.5反未満 書5--10反10.-15反15.-20反 擁 .I喜喜 50(85.8) 10(21.4)

25l(44.1) 5(12.9)

4(80.0) 0

0 l o

20反 奴 上 0 1 1(100.0) 8

専 業 0 4(100.日) 0

必要なし 無回査 計

5(5.5) 2(2.2) ?2(100.0)

5(i4) 2(4.2) 47(loo.0)

0 □ 59(川 口.□)

0 O- 5(100.0)

□ □ 0

･0 0 1(100.0)

0 0 4(100.0).

0 ロ ll(100,∩)



表 9-5- 10 将来も鵬 は必要か

必蛍である
仙 (50,8)

15(27,7)

.So二;芸l2:('詰

.佃に
.
.?
.Fl
:.例
.
.:

1(一oo,0)

5(75.0)

占(54,5)

57(4aO)

ー
J
【y
L

J
-

●l●_

7(17.9)

0

0

0

1(25.0)

5(4.5.5)

わから夜Vl

10(10･8)

a(12_7)

5( 7･7)

1(2ロ.0)

0

0

必要でなくなる 計92(108.0)47(100.0)59(100.0)5(lOn.O)0
1(川0.p)
4(1DnP)
ll(100.0)

ると7a2多の人は_農協を艇対必要である,もし｣く･;,i必要であると答えているOどちらでもよい,

必要なしと答えたのはすべて第2種兼薬の人であ95反以下の^忙多い｡表9-5-10によると

将来も必要であるか,または変わらないと答えた人が 82.占帝を占めてお･卯1.1束にも･いても必要で

あると感じている｡将来のことは分からない,もしく抹必要でなくなると答えた人は,やはb窮 2

禰兼業の人で5反以下の人に多い.しかしながら,第2種難業の人でも74%の人は必協を必要と

感じ. 7.9･2帝の人が将来においても典弘を必要と感じているようであるa

必要とする理由は,rより大きな刀とするため｣｢点薬経営を続ける以上｣｢兼業出家がふ,Ltる
と指導 ･版充において必要となる｣｢鹿薬散布の指頭 ･肥料の販売等気顧tJC利用できる｣｢幾諸鐙
常合理化のため｣｢万事手取 b早く必資性にとtrJ｢物価高のおり信用で高いものが只えるから｣
｢鹿作業方法がむつかしくなってきた｣｢金が鎖行より借りやすい｣｢必家にとって切り離せなし､
身近な存在である｣等 で々ある｡また,必要でなくなってきた理由として｢虚像の遅宮が営利的を

ため｣｢盛業所得の占める比率が低くなってきている現在.魚協の必要度が低 くなりつつある｣等
々である｡必要であると感 じるの払 大きな力を必要とし,Bt難を続けていく以上販売 ･胴界 ･指

疎が必襲であると考えてYlる｡襲 9-5- 9 ･表 9- 5- 10のところでも述べてきたように組

合長にとっては,まだまだ虚静は必賓であるし身近を存在であるといえる｡その反面,鍛2種水車

化の進む中で農業意欲を失ない,&協の必要性が低くなbつつあると感じている人 もいることも在

日されよう｡

つぎ把,裁協のどのような括動がもっとも必要をのかを尋ねたのが表 9-5- 11である.

表 9-5- 11でみると指導 ･借用 ･耕只の肝であるD 1D反以下の人及び第2種渡英の人は'

指導妙薬をik鰍こ期待してレ､ること一が分かる｡このこと仕,集約的 ･合耳的を技術を必塾としてい

るものと思われる｡

ところで｢どういう用件で農協-行くか｣という間叫 こ対して70帝の人が生産資材購入のため

と答えている｡つぎIR:税金を収>bに行 く,生活用晶析人のため･預金をするためと続いている｡肥

料･鎖車を求めに_盤協に出かけるものと思わ中る｡
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衷 9- 5- 1 1 出払にどのような活動を望まれますか

i空 警 Tl

l. L1,,,∴ ∴ .,1.1 It :5.:｣.'l

表 9-5- 12 盤協の政治活動についてとう思われますか

＼ 如 やつ勺乏し少､ やるべきでない

計 41(44.り ll(12.0)

経営規模 5反未満 15(27.6) ?(19.2)

5--10反 24(ム1.5) 2( 5.1)

10-15反 4(80.0) 0

15-20反 0 0
20反以上 0 0

階 % # 2(50.0) 0

どうでもよい 無回答 計

27(29.5) l.15(14.1) 92(川 0.0)

14(29.8) ll(25.4) 47(loo.0)

12(50,8) 1( 2,A) 59(100.0)

0 0 0

｢｢ (25.8)比 1(25.0) 4(loo.0)1
0 ll(100.0)

表 9-5-12は,漁協の政治活動 (例えば米価 ･減反改発 )についてどう思われますかに対す

る答えである｡｢大いにやってほしい｣とするものが44･占%を占めている｡米価は,米作中心の

鹿家にとって死活の問題であるからであろうが,発案化の進む中で29.5%の人はどうでもよいと

答えている｡

表 9- 5- 15 農協の聴負に対してどう思われますか

親切.てレ寸ユハ

軒 27(2?.5)

経 5反未満 8(17.0)
5-10反 . 17(45.i)

営･規模膳 10-15反 2(48.0)

15～20反 0

20反以上 D

専 業 2(58.0)

屈 第1種兼業 7(占5.6)

事務 的

20(21.7)

5(27.7)

5(12･8)

2(40.0)

0

0

冷たい 別に思拭 い- 無回答

7(7.7) 51(Sid)7(7.7)
4(8.5) 14(54,1) A(12.7)

2(5.1) 14(55,9) 1(2.i)

8 1(28.8) 0
00 0

1(loon) 8 0

1(25.0) 0 0
0 5(27.5) 1(9.1)

占(7.8) 28(56.4) 6(7.8)

92(10G.0

59(loo.0)

5(100,0)0

1(108.0)

ll(川口.0)

77(loo.0



表9- 5- 15は,｢農協の城見に対してどう思われますか｣という間tハであるが.｢親切 ･て
いねい｣が2?15多を占め,その反面｢事務的｣｢冷たい｣と答えるものも同じように2?.4帝占
め七いる｡農協が合併すると職長と組合Aの閑係が蒔 くなり,官僚的 ･事務的で冷たいと感じ3,人

がかなりいることを示している｡

衷9- 5- 14 丑協と農民の関係をどう思レ､ますか｡

50(54.3)

28(59.4)

20(51.5)

2(4D.0)

0

0

2(50.0)

7(did)

わからなレヽ
17(1a5)

9(1?.1)

占(15.4)

2(4ロ.ロ)二間
0 1 0

0

1(25.0)

2(1a2) 邑 1( ?･1)
1

1_至上1_ヱj_)｣_ユ_!.Ll_a_2_)_I

無回答
( ?.8)

(10.a)

( 7.7)

IrIt.~-1､tl.

).)))

(108
.
0)

(100.0)

(100.0)

(lou.0

表9- 5- 14払 ｢農協と&民の関係をど)思いますか｣とtハう問いであるD｢十分である｣

と答えた人が54.5帝で｢物足りない｣と答えた人が 17･4多ある｡｢物足 bない｣とする理由は,

｢伺串も親切に教えてほしい｣｢典範は蝕民の意志を代表してほしい｣｢共済･tE気炎品等む少や
り押しつけられては困る｣｢親近感がない｣｢農民から金を吸Lへ上げる串を考えず姓氏の収入のこ
とを考えてほしい｣｢Bt民側の鹿協であってほしい｣｢点協比手を拡げすぎるJ｢もっと指導本業
に力を入れてほしい｣等 で々ある.

以上のことは,泉協と姓氏の親近感がなくX.:ってきていることを示し,もっと自分連の点協であ

って欲しいと望んでいる｡また&協が,商業的な部門VC手を払げ過ぎて鹿協の本来の仕坊である指

導 ･版売などに力を入れてほしいとする人もかなiJいる｡

最近.世界的な食料危機がと.t)だたされているが,物価の借上がbや膿産物価格が安く不安淀を

ことKより裁業収入では生活することができないとする声がよくロ舶 れゝ,淑反政簾など-耳性のな

い&政に対する非難の声も各所で開かれる｡そのため,S.47年に矢掛町産業課でお こなった農業

の意向調査でも農業を主体としていきか(とするものが 15･7飾,兼業を主体としていきたいとす

るものが60弟近く占めている｡兼業を主体としていきたいとすろ理由として後継者がいない5ま

55,A葉に将来性がないとするものが さ ?･5多である｡ こうした兼業化や農業意欲低下,都市化

する現状の中で,昔は典薬を奨励 していればエかった&協も,それでは経営が成り立たずやむおえ

ず金敵中心VU3:9,組合且から触れていかなレ､ためにも各種事業に手を出きなければならない現状

である｡そこにまた組合員の不満が出てくる.とのジレンマが農協にとって大きな問題であろうと

思われる.7tた,串菜が拡大する中で鹿協が組合長ばかりで拙なく地域住民一体としての怨敵に一変

わbつつあるのでI.はなかろうか｡しかし,農協が鹿華従事者の粗放休であることを見過としてはを
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第 10章 宗 教 と民 俗

1. 社 寺

(1) 矢掛町内の主な社寺

矢掛町内には数多くの寺院 ･神社があるQr小田邪見jLて記赦され,表vcなっているものだけで.

寺院5占ケ寺,神社22社にのぼっている｡四方を山に囲まれてV,るとはいえ,平野部を中心に開け

た地方である｡早くから文化の栄えたことは寺院の宗派をみるとよくわかる｡共言寮の寺院が曹洞宗

のそれと並んで多い｡

以下,矢掛各地の寺社の主なものを調べてみること忙しよう｡

a) 小 田

○ 小田寺

写真 10- 1- 1 ′｣､田寺 薬師堂

央吉宗検加山小田寺は,天平 12年 (740)▲月8日VE創立され. 開基結行基菩薩である｡岸肖

山当時は法相宗であったが,延蕃2年 (902).益倍僧正が宿して衆徒を鮫め闘伽の井に於いて伝

法滞頂を行なってから異音宗となi).三頚壌伽の過鳩 となった｡

小田寺r由緒香Jには ｢･.- 盤厳少ナカラメ武将ノ帝倍原ク当部ノ氏仏 トナリ応安年中神戸山
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城主床上小松秀柄当山二帰依シ七堂伽藍及寺家十二坊ヲ造営シ庄薗三十町ヲ寄進ス弘治元年 (1555)

八月二十八日兵火二催 1)烏有二帰ス永轍八年 (1565)十一月二十七日′｣､EB兵部少輔隆冊再建シクル

モノナT)｣とあるO

茶帝は千手観音で.脇仏として毘汐門天と不動明王が祭られている他 薬師堂ve薬師如来が安燈され

地蔵堂忙は地蔵菩薩も祭られている｡

現在行なわれてVlる行堺には,次のようなものがあるo

･修正会 1月1E]～ 5日

家内安全.国家安泰を願って本堂で大般若経を唱えるO

･永代土砂加持加法会 4月 15日

亡なった人の罷をとむらう｡

･祖師弥和合 8月21日

毎月 21日VC行なっている御祖師解を聴ve盛大vc行なう｡

この他vC.4月8日VCは釈迦の生誕を祝い. 占月15日は弘法大師の生誕を記念する行事を行なってい

るo

o 武者神社

写其 10-1-2 武石神社 不社

井原市との境界付近.観音山のふもとに位思 している｡明治12年(1879)vc作製されたr武者

神社明細苛｣に上れば｢往%.棄議場革書臓ノ鼠二行幸シ給フ晩 小田渡二於テ御杖在ラセラVシ故チ

以テ此村ノ産j:神 卜噂崇シケル ト古老ノ口碑二存ス 創立不評応安年中床上′J＼松神戸山奥城ノ際当村神
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砥七社ヲ再建ヌ訣 一社ナリ｣と記されている上うに.刊社として乗登場尊をお祭bしてVlるo従来は
武答天子宮と称されていたo

現在ある建築物は,天保 10年 (1859)8月に汚越された社殿,天和 2年 (1682)9月に

再建された拝殿の他,釣殿等が主なものであるC境内vE比火産惑神を祭神とする御崎神社が境内神社

として祭られているO

武谷神社の氏子は六有戸以上とvlわれているが.神主さんの話VCよれば570戸ということである｡

そして主vc日置株,藤牧珠の餅守を祭ってV,る｡｢また祭日は以下の通Dである｡

歳且日 1月 1日 (新 祭を兼る)

火 祭 8月27･28日 (ノ｣､田の火奈)

副木を十段ぐらい秩み重ねて.それを担いで小田の上分と7分vC分れて｢ヤポク｣という所で

争う.それVC勝った方が先VC神社VE上るととかできる｡明治40年頃迄行なわれてVlた｡

春 祭 4月上旬

以前は. 4月 10日VC祈念祭として行なわれていたo

秋 祭 10月17･18日

tj) 美川

o 吉祥寺

写弗 10-115 吉祥寺 本堂

粛松山吉祥寺は旧実川村羽無に位世する｡開別は,春の雷己毎に上れば永宰 12年 (1440)5月で

あるが,太山である福井県永平寺では永草 11年 (1d59)としているし.又.茄昔 2年(1442)

という説もあD定かでか^が. 1 4 4 0年前後と思われる｡
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この寺は 2度火災VEあってL.1るO したがって現存する唾集物は 320年ほど以前に再建されたもの

であるD主なものを上げてみると.玉堂.庫樫,朗山堂,位牌堂等であるo

朝家は上高来.美星町宇戸方面に分布しており,約 2t]0戸LR:のほっでvlるO現在行なわれている

祭礼の主賓 なものは8月 1占117日VC行夜われでVlる施餓鬼法曹であるO寺の世話は護持会という

信者で結成された組織で行なわれてV>るO

吉祥寺の建立thrつL̂ては口碑が伝わっている｡的基である説通智健が鵬中を歩いて.寺を感二にする

ための場所を求めていたo彼は備中一宮の吉備酔神社から矢を放って塊所を決定 しようとしたO彼の

放った矢は,現在ある吉祥寺の山門の前あたりVCあった板木に命中した｡ところが,その矢veは羽が

ついていなかったので,このあたDを｢羽無 ｣と呼ぶようVCな9.その場所へ書祥寺が建立されたと

いうことであるO'
■

この寺は曹洞宗の寺院であって.古くから僧侶並びVC信徒の巷戒の役割を負ってLnた｡末寺は 5ケ

寺あD,次の通 bであるD

岡山一県盲満都新茶 正眼寺

〟 〟 富山 東光寺

〝 〝 〝 東福寺

去尊として十一面観世音菩薩.脇立として毘抄門天王 ･不動明王が祭られてVlるo

o 木花神社

写真 101 1- 4 木花神社 古殿

東川vcは神社が七つあるO八幡神社(北).八幡神社 (柄),明朗神社 (東 ),明餌神社 (西 ).
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諏訪神社.苫備津神社 それにこの木花神社である｡三谷の中心でもある木花神社は,この地方の

守凍神である｡祭神は乳の神である木花姫で.似鰍 文王子宮とも言われた｡

写真 10-1-5 木花神社 祈蕗

7月20日VC夏祭Dが行なわれるC神主が析府を行をV,,その後出席者によって会食が行75:われるQ

惑近は仕番(て出ている人が多いので,出席する人払 家vC襲っている女性,子供,老人が多い｡この

祈茄の時vC虫エけの札も祈帝を受け.村界に立てられて虫封じD役Elを負う｡その後これは下葡末.上

上高来,新茶,葬へと順次送られて行くが時期は不明であるO

木花神社は境内神社として.乗佐瞭神(火の神).兼神社 (荒神横),租王神社 (水の神),木野

山神社(大山礁命)の4社をともに象っている｡
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写其 10- 1-7

荒 神 社
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与異 1(,- 1-8

庶王神社

C) 矢掛

o 大通寺

写共 10- 1- 9 大通寺 山門
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小林VC位懸する高峰山大通寺は,創文天平 15年(745 )3月 18日である｡ r′｣､EEI郡史｣には.

天文 15年(154占)とあるがなにL'C上っているのかはっきbLをV,｡開基は東天大和尚｡このと

きの宗派は不詳であるが.彼は観音亜鳩を高峰山頂vC定め,不空洞索観音を奉話した｡

その後,永亨 11年(1i59)ve月港長掬禅師が今の曹洞宗へ移し,現在では総持寺末永祥寺の

末寺となっている｡

曹洞宗には玉山が二つある｡一寺は道元禅師が開創した越前永平寺O他の一寺絃沓山神師(四代目

大師)が開いた総持寺である｡Etil初に蕃山となったのは捻持寄であるO

話中は不空m索観音であったが今は観音堂へ移されておれ 現在は釈迦如来が衣尋として祭られて

いるC脇仏は加棄仏と弥勧菩薩をお祭りしているO

現存する趨弟物は.地蔵堂,仁王門.山門.節青畳.坐禅堂,茶堂.田山堂等がある｡開山堂VCは

月串良掬和尚禅師傍を安任してあるo

祭礼 ･行串としては,租家のためVC行なう正月の祈乱2月 15日の浬弟 金 . 4月8日花祭. 8月
15日の故音域の祭D.それyrc施餓鬼鋲賓夜どが主君をものである｡

丈録 五年(1594),毛利輝元が眼病を患ったときに祈辞を行をい.平癒したことVCよb寺領

14石を寄贈され.毛利家の祈願所となった他.伏見宮家の祈願所vcも天保 5年(1822)vcなっ

てお9,曹洞束専門道場として僧侶の拳成vEあたっていた｡現在.55代目住職,柴口吟施氏が住ま

われてVヽるo

o 大啓寺

写兵 10- 1- 10 大書寺 志望
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念仏山大普寺は文藤 4年 (1595)5月 15日に.純音上人によって開かれたO念仏山の山号が

示すようVC,矢掛町では唯一の浄土宗の寺院である｡

建築物は 本堂.大仙堂,庸軌 鎮守堂からなっているQ本年也 本堂vc安置されてVlる阿弥陀如

来,脇立は観音菩薩.勢至菩薩である｡

行事として行なわれてVlるのbi , 1月25日御意免 春分の日の春季彼岸会, 7月 15日孟蘭象会.

秋分の日の秋季彼岸会である｡又,大畢寺の故地内VC.浄土宗と鵬係ないが.大仙院が祭られて卦9.

旧の1月24日. 7月24日に大仙噂会が行なわれてVTるD

o 専数寺

写其 10- 1-11 専教寺 本党
l

一乗山噂教寺は,山城鼠からこの地へ移ってきた任務順氷とL̂う代官が.異音宗の多かったこの地

方へ自分の僧仰する-向寒の庵をつ くったのが比 じti)である｡以前は.渡辺四郎氏宅へあったのを

現在の壌所へ移した｡開別は光文 2年 (1a62)3月2日と寺の記鉛th=は残ってVlるが,r小田部
史』vcよれば天和 5年 (1占85)とあ9,定かではないo

建築物は,太堂.庫樫,観音堂.山門,銀鱗堂などがあるOこの寺は矢掛で唯-の浄土兵宗で.西

本願寺が玉山であるO阿弥陀如来を太尊としている｡

行事は. 4月8日,釈迦の生誕を記念する花祭. 8月15日,先祖の供番をする永代経, 12月20

日前後の報恩詳 (一年聞無番veすごせたことvC対して感甜する)があるが.徐々Ve行なわれたく怒っ

てきているoLかし.也家の数は広島･福山からの中小工業者の流入で,年 増々加している傾向VCあ

るOけれども分布状況を見ると美鼠 笠岡,愈軌 総礼 岡山などが主である｡
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o 矢掛神社

写第 10- 1-12 矢掛神社 拝殿

r矢掛神社昇格顧客jvtよれば.

矢掛神社は,もとは丑寅大明神と称

していた｡仁徳天皇の時代VC,吉備

津神社は勅されて末社 72社を創建

したが,その中の一社として創立さ

れたのが丑寅大明神である｡したが

って,祭神は首筋浄彦命である ｡最

初は字中山vcあったのであるが.級

に今の字金森へ遷宮されたという｡

その時期性.①孝徳天皇の大化元年

(645)vc三か大荒神と共に,小

坂太良左衛門兼次が勧許したo②後

深草天皇の平治元年 (1247)8

月 1日,小坂輿左帝門尉栄森,,l噸

多郎左爾門敢倍の軌掬Vt上るb⑤称

光天皇の応永 27年(142D)10

月8日VC天満宮と共VC勧翻されるO

という上うに,三説あってはっきb

しないo Lかし,旧庭瀬常田に保有

されていた本社棟札VC｢奉上棟丑貴
官一社再建永世釣軌 天文十二年努
卯九月木原界隆願主江木肝五郎 尉
重義｣とあることが矢掛神社のr由
緒三幽スル調査及史軒並rj碑伝説ノ

調Jvc載っているので, これを信用

すれば.天文 12年 (1543)以前であることだけは明らかである｡

現在の末社は,享保年間に火災にあったために,同20年8月忙再建されたものであるo祭礼は,
10月 22I25日の両P,30ヶ所の御たく所を25人ほどの惣代が矢掛から三成方面を回ってめ

たOまた.この神社は氏神様でもあり.その他.祈帝も行ない病気や交通安全75とも祈るO 以前は,

町内vc 1人でも病人がでれば.町内祈藤 と いって町内全且で祈蹄をしたb.御有産をふんだわもしたO
大正元年18月 lEl,鵜江神社を合托 し.その際,矢掛神社と改称した｡

○ 鵜江神社

創建された年代は不詳である o祭神は吉備津藩命,楽々森彦命,鵜茅茸不合尊であって旧小林村一

帯の氏神鎮守であるO

社伝によれば｢徒昔鵜江庄拝志細尾林ノ里人相済 1)書臨終炎 森々岡命.国士平安/偉薬ヲ称工武勇
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ヲ崇 ピ恩徳ヲ敬承シ盲に詩フテ恭シク此威三助蹄車弛 .AIL,節,今日小田部矢掛町大字小林字間木谷ノ

現在地是ナリ.後年鵜茅茸不合尊ヲ併紀セシ三園テ祭神三陸卜成 ル云々｣とあるo

d･) = %

○ 洞松寺

軍兵 10- 1- 15 洞松専 本堂

舟大山洞松寺は後′J､松天皇の御S,応永19年 (14I2)vE創建されたO現在.横谷vc位監するD

肖鮎は触 卜城主庄元流であるD洞松寺の山号仏 神功皇后が三砕征伐の時に下道郡上b通船の場で,

皇后御船の帆柱をこの山の木で遣らせた政審によるとvlう説や,安暦天皇が讃岐国屋島vLT御座になら

れたとき.この山の東凍上b良材を伐下してOaを遣らせか為忙舟木山と勅号鳩 わったという観がある｡

銅山は音山性讃和尚であるが.彼は自分の師であるを･▲p天価禅師を中興の祖としたoそして自分紘

師の蔽後当山の二世として発展忙努めたDr洞姪専h山貞己Jvc上れば.銅山当時の住持はいずれも名

相でもJb.元焚以来の撰♯ト舛主が音凄寺として信仰か犀かったLZ)も一面には武家として為政者の肝間

梢であったことが想像それるOこう考えて(ると洞松寺を中興した庄元顎は想像以上の先見の明のあ

った武将に相連夜いQ

現在.洞松寺vEは本堂,庫裡.釣殿.禅堂,塀門などがあり.規模はかなi)なものである.

本尊は戟普菩薩である0本山は総持寺となっIrか即,当寺自身もかなりの数の末寺をもっていたo

その分利dl.備中綻もとエb,鵬前 ･美作 ･備後 ･長門･但馬 ･因幡･伯督 .出雲 ･石見･伊予 ･筑

前 ･美溝･尾張 ･三河 ･遠江などvcわたb,曹洞宗の巨刺であった｡
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o 妙泉寺

｣ ｣′

省井 1ロー 1- 14 秒泉専 本堂

r 矢掛では日蓮宗寺院は多くないのだ

がその夜かのひとつである｡日蓮宗の

中でも身延寺派の平法華といわれる最

も普通の派である｡

現在地は三谷村横谷｡純益性花房正

成と伝えられ.時vc慶長10年(1605)

であったE,そして銅山として妙顕寺か

ら日題上人を迎えた｡現住職は 25代

目谷口玄Jg氏である｡

本尊は釈迦如来を象っている｡祭把

は次の通Dである｡

正月 1日～ 5日 閃迎祈願祭

正月5日～ 2月三日 寒修菓

5月5日 節分祭

土用丑の虫封じ

象 柵鍵

秋分の日 性蛮供奉(大供巷)

旧9月12日 髄口法難金

11月23日 脚会式開LIJ金

城家は現在百十数戸と軌後増加 して

きている｡これは単なる日蓮宗信仰の

ためばかbではなく.共VE祭られている

る葛城大串天のためてあると住職壮言

っておられる｡

o **S

恐蕃山捧帝寺は:r陥中東｣によれば.幽基は聖徳太子.中界の祖は党療上人,且郡は毛利元滑と75:

っているo共宮家仁和寺派であったD

本尊は観世音菩薩.脇立(r-i不動明王,大聖歓首天となってVhる｡しかし,火災VEあい本堂等建築物

もほとんど消失してしまった｡

o 国勝寺

神道山国勝寺は,はじめ待遇寺中底坊とvlい,常客山中の院末寺であった｡創建された年代は天平

年間ということぐらいL,かわかっていないO

ところで.元疎 12年(1占99)11月 dEI灯下適朝臣鼠勝の母の骨っぽが出土し,その後.草

保 12年(1727)6月dElにこの寺vc収められるととVCを｡た｡よって享保 15年(1750)

2月23日に風防寺と改名したO
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写兵10-1-15国勝寺庫裡

国勝幸も数多い異音寮のひとつで,
本項は地甘首鼠脇立は不動明王
.
薬師如来である｡
本山は高

野山金剛峯寺であるD

行事としては
.
盆に行なわれている柵錘が虫も主要をものであるO
以前は水柵といって
甘
.
共
.
泉

白
.
毅紫の五色の椿をかざった
水柵(図10-1-1夢照)を象の外yeかせつクして.お経を
あげて

いたのIkが.戦後は.すたれてし一点レ,,

今では家の中でお潜横をするのみで

あるoこれは施餓鬼の供巷をするも

のである｡

攻家は有余戸あ9,大字単位で点

在している｡

図 10- 1--1 ' 水 桶
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o 福頼神社

写其 10- 1- 1占 福頼神社 拝殿

創立年代紘不詳である永 福額神社のr神社明細馨上帳細JKよれば,天正年間vc毛利公が猿掛城

主になったときvc.猿掛城朝敵のためVC再興したものであるが.その後廃能同様VCなってVlたものを

砺愈越中守が信仰する上うVt在って再び福簡仁舌に造営させたものである｡言いつたえvC上れば,こ

の時｢猿掛神社｣と苛いたのほ少をたてたところ.さけてしまったので,板倉氏と,g恵夜福武氏VC頼

るという意味で｢福頼神社｣として立てたところ.今鹿は万沓うまくいったということである.その

時よ9猿掛神社は福頼大明神福武神社と夜:,たo

またr福武家家系図Jの付記vcは次のように印されている｡｢福頼神社ノ神託二依 り.主人板倉俣

ノ領地梯谷村ノ山林工宮ヲ超弟シテ率祭.x 故二板倉侯.江戸屋敷二於テ,数 碇々現7ラ-レ天災ヲ

免ルコトヲ碍クリ 以来板倉侯ノ祈願所 卜申敬セラt/山林ヲ寄附It=ラル
l

信頼神社-以前淋 l城主毛利公ノ鎮守ナrJ,福武家.毛利俣ノ振放アルヲ以テネ照 現-レ福武家ノ銭

守 トシ尊敬奉祭ス云 D々 ｣

これから判断すると,先はどの明細苛とは少し異なることがわかる.また続けて

｢子孫ヲ以テ代々社ヲ務 ムルコトトナス.他家の血鹿ヲ以テ務ムベカラズ,子孫若シ専神ヲ誤ル トキ

-如何ナル嗣アルモ計 ラt/メ.神駐 逆ヒ戻ルコトナク敬神致スベ千 番 租汀愈 (仁吉)ヨリ堅ク

子孫-申附アリ,供テ覇厨工刻シ厳守ス-キ事 以上｣とあ9,他の血操をさびしく排していたこと

がわかる｡

建築献 本払 前段 遥拝神殿,熊殿の他租鼠 血身門.慶祝などがある｡また境内vcは末社 15
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社が祭られている｡祭神は兼議場命,大国主命である｡

祭礼は.例祭として旧5月9EIに行なわれてV,九が,現在は 4月 9日(宵祭 )10日(本条 )の2

日胤にわたって行なわれている｡その他 歳且祭 (正月 ),祈念祭(引目祈村- 厄払い - ),節
修 .等が行なわれていたが現在ではすたれてしまった｡月次祭は毎月9日の夜,崇拝者が家内安全

を祈るものである｡その際(,こは神楽が行なわれ神主が祝詞を上げた｡

氏子はいないが,神社の性祐からかその崇敬老比 1千人VCものぼ っている0

6) 山田村

○ 観蓮寺

写･Tt10- 1- 17 取運寺 本堂

弘EE]山観蓮寺は櫛星山(遥照山)vL'ある趣膨寺の塔頭 (下寺二坊のようなもの)であったQ現在は

遊戯寺は消滅してしまっているが,朝廷の僻別の保護を受けていたb税率寺は奥山田th:位置し,藩免

大師が開基与であって本帝位薬師如来であった｡

創立など掛 城での戦乱以前の巾は不明である｡軸野寺は山頂(n1-あった華厳寺から,まず党王寺の

所へ移り江戸時代初AfIに現在の地vc移って重た.,

主な珪物は.本温 度軌 山門等である｡本堂は約 15D年前rJものであ9,庫襟は元藤 15年vc

建てられたものであるctた山門紘明治10年の経文であるC,

本Jlは遜縫寺上b伝えられた扱者執 空観音伊で,毎月 17EIEK信徒が奥まって祭っているO祭礼

は旧4月 8日,弘法大師の入渡 したrTIVC花祭を市たっている｡

脇仏は藤故地萩である｡ これは字音多家の持仏であったが.基照山から観荘専vc伝えられたもので
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ある｡

この寺からは明治の初年vc芯尊が出て弟子の垂成を行覆ったD.インドVC行って経典を研究した｡
o 極楽寺

伽勝山極楽寺は溜峯山樺滞寺の末寺のひとつである｡今から約558年ほど前vC現在の旦山田へ下

bてきたOもとは大光院 と呼ばれていた｡

主管な建範物は本堂.庫私 感楼堂.経堂.銭守党である.本称は薬師如来.脇立は弘法大師,級

音様であるoまた銃守堂には千手観音が祭ってあD,｢この鉄守にVEらせれると命があぶない｣とい
われている｡

この寺vCは大般若経500巻が宝暦年陶LKそろえられた｡祭礼は正月.盆を中心VCして行なわれて

いる｡信者の参拝も多い｡明治初年ve硬箆寺へ移った15代B愚挙はイント'を何度が訪れ,大蔵経を

そろえた学僧であD,社会福祉にも力を注いだ｡せた執筆寺の地蔵とこの寺の地蔵は対VCなっており

忠常がインドから持ち滑ったもので参るO

その他. この附近の六角堂へ啓通寺から持ち帰った相房大師を祭ったbもしたo

塩家は225戸を敢えてかD.その中175戸を山田で占めているC.

/) 川面村

0 円通山遵花寺

本噂は聖観音であるo唾文は元醸 4年(1691)5月であるとr小田部誌JVEは記･gれてVlる｡

本山は永平寺と総持寺で曹洞宗である｡その他は不詳であるo

o 四王寺

四王寺は昭和 8年5月50日VC金剛院と妙党専とが合併して創殺されたものであるDそしてその時

vc四体の仏像が番ったので四王寺と呼ばれた｡したがって本尊は四体ある｡金剛院から寄せられたの

は里親音菩薩(立像)であるO妙党寺からは次の三体が寄せられているp

･ 聖観音菩薩

水砂･川面と小林の境vc観応屋敷(石丑観音)跡があるが.以前この屋数veあった二体の聖観音菩

薩の一体であるQもう一体は大通寺の不空抱索観音と在っている.

阿弥陀如来 (座像)

十一面碑世音菩薩

写寛 10- 1- 18 礎楽寺庫裡
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東川面の田寺とV,うところVE毛利士族である守巌株(10軒 )があb'守屋株で祭ってV,たこの立

係を抄党寺が建立されたときvc妙党専vc移したo

以上の三体である｡

建築物は本堂(明治 1 1年再建 )鎗つき堂,零度佃 裡).土蔵などであるO

祭礼等の行事としては

1月1日 正月体正金(EEj家安番祈廠)

1月 15日 本尊供(祭)(本堂で攻鈍の宮内を全を祈 9本串の御法楽を行なう)

暮秋の彼岸 硬練を回る

盆 柵経(施餓鬼柵)

8 月 10日前後 5年交代で山道のそうじ

8 月 20日 施餓鬼蔭夢 (寺の客殿で,をく在った切株の将額を祭るoその後.#教師veよる

法話がある｡ )

が行T=われている｡

現在の壇家教は 2 1 1戸である｡

C) 拙江神社

rOit7中誌jt̂Cよれば星札 束丸 字内.水軌 川面.不軌 浅海.江良などの産土神である.tた

｢,jlEEl村小林村vCは別('こ祉葱建て宗内村忙仕掛成社と称してけり｣とある｡

｢延菩式肺中国小田部沖江神社と有是也o文衝天重義祥四年正月正六也 ,fIIJ'祁天皇貞観元年 2月27

El従 5位下備中18神7)一也o｣

建物は本堂,幣堂;神楽鼠 拝殿,随身門をどの他VC神庫 (占)常夜虚 (1対)鳥居(1基 )があ

るo

また境内vcは境内神社として県丸神社,荒神祉がもD.それぞれ素養鳴命を象っている｡この絡江

神社の祭神は昔肺津彦命であるoそして祭礼として4月 1口日春祭, 10月 2 2日例祭, 12月5 1

日新穀祭,その他年中恒例祭儀1回が行なわれているO

氏子数は約千人,崇敬音数は盲人となっている.

9) 中川村

○ 西方院

写東 10- 1- 19 西方綻 本堂
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江BVC位丑する伽陽山極楽寺西方院は西極楽寺とも呼ばれてL̂る｡今から四.五首年以前vCは伽陰

山には的ノ坊,大光坊,金剛坊,簡明坊,辻#.辛?弘 大払 坂ノ坊.新京坊.阿nl井坊.塔春坊,

大光坊の十二坊があったoその後.正保 ･寛永頃qCその内の七坊(大坊,大光&,金削弟,簡明払

所蔵坊,塔前坊.辻坊)が掩vc下9できた｡これを西極楽寺とvIVl.その中の大坊が現在の西方院で

ある｡昭和7. 8年よb以前は門複とは共有していたが,以後西方院のものとなったO

開別は天平九年.行基と言われているがはっきりしていないO大坊が朝方院と称するようVCなった

のは寛永 12年 (1d72)長恵方院のときで一応この時点を開山としているO

明治以前vc火車にあって現在の本堂は文久5年(18占5)座裡は明治元年 (18占7)ve建立_さ

れたものである｡

朗方院は高野山其音素で本山は金剛茶寺である｡本尊は西極楽寺一山の本尊阿弥陀如免 西方院の

本戦である不動明王がFW和 7,8年頃から現在までt̂っし上VC祭られてVlる｡

祭礼 ･行蔀としては 1月2日の年始受け (信徒が寺を訪れる)1月 4 ･5日巷礼(住職が信徒宅を

回る)4月15日前後の総供頚 (施餓鬼注嬰と同様なもの)毎月 15日VC大師会(瑠偉,辞括.座談

負)各部帯で15日に大師会などが行なわれてVlる｡

阿弥陀如来を東極楽寺と酋極楽寺で 奪 い合ったときに東は台座を取b西は座像を取ったと伝えら

れているが東極楽寺の方では反対の訳をとなえているo

o 常光寺

写克 10- 1- 20 常光寺

開別は天平 9年(737)2月といわれているが詳しいことはわかっていないO昔は現在上寿と呼
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ばれているl77n,こあったが,現在地へは妥政年胤L/C下 ilてきたと言われてL̂る｡現在住職は国勝寺の住職が

瀬救 しているQ本尊性薬師如来でこれは町文化剛で指定されているQまた脇立としてEj光春啓,月光

首藤,十二神将が祭られているO

祭礼は 1月 5日朝の家内安全を祈 る . 2月28日. 10月21, 22日に家内安全を祈るが行なわ

れている｡

ところでこU'寺は氏神様である四位神社(毘沙門塀 )の別当寺となっ-ロハるので. 1月5日. 1口月

21. 22日LG=は氏子の安全をも祈鼠しているO

屯家は現在約占0戸,(.3あるO

/･) 矢掛町のその他の社寺 衷 10- 1- 1 その他の社寺一覧表

地区名 寺院名 位 位 宗 派 本 山｣ 本 尊 . 脇 立 建立年代

ノ｣､ 組 円融寺 中小甲 日進寮 京都妙掛寺 市 暦応 5年
大弘寺 中/｣､田 懲洞宗 福井永平寺 阿■ 弥 陀 如 来 永碓 11年

禅源寺 廟 越 曹洞宗 福井永平寺 釈 迦 如 来 永疎 元年

金舘寺 堀 越 曹洞宗 福井永平寺 釈 迦 如 来 天正 2年

菱 川 医王寺 下高末 兵言葉 仁 和 専 弘 法 大 師 . 薬 師 如 来 不 評観音寺 字 角 鵜苫策 仁 和 寺 型観世普喜藤.欄 明王.即 顎王 不 詳

高月寺 下面末 音素 不 評 阿 弥 陀 如 来 不

矢 掛 多聞寺 矢 掛 井音素 仁 和 寺 毘 沙 門 天 王 天文 2年

観音寺 矢 掛 異音宗 仁 和 を 十 一 両 観 世 菩 薩 寛永 7年

瑞等寺 矢 掛 嘗洞策 癒 叢 書 釈 迦 如 来 車線 年胤

能仁寺 小 林 771Bf洞宗 逮.叢 書 聖 観 世 音 菩 薩 ノ利芯 5年

大光寺 矢 掛 曹洞宗 慮 蒜 喜 .釈 迦 牟 je仏 .文 殊 菩 薩 徳川 末期

三 谷 焚泉寺 横 谷 井音素 仁 和 寄 集 師 如 来 承和 2年観照寺 横 谷 其青菜 仁 和 寺 大 日 如 来 不 詳

仏種寺 東三研 井貫宗 触 世 普 菩 薩仁 和 寺 環 師 如 来弘 法 大 師藷 蒜 喜 瑠 璃 光 薬 師如 来 不 詳

山 田 長泉寺 豊山E] 甘洞宗 慶 長 4年

本党寺 奥山田 -g洞宗 永平寺総持寺 地 蔵大 菩 薩亀 艶音 菩 薩 安政 4年

川 西明院 -宇 内 文言宗 佐賀大盤寺 排 せ音 菩 薩 寛永 元年

中 川大光院 江 良 英吉 宗 金剛巻寺 正 観音 菩 薩 天平 9年爽王寺 浅 海 英吉 宗 金剛毅寺 轟 師如 来 元練 時 代
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地区名 神 社 名 位 置 社 格 祭 神 祭 日 庶 考

小 田 日 舌 神 社 中小田 郡 社 大己於命 .天鬼屋根命囲常立寄 .大山咋命

美 川 八 幡 神 社 上高兼 仲衰天皇 .応神天皇神功皇后 10月2占.27日

音 節 辞 神 社 羽 無 盲 施 津 彦 命 10月2占.27日

諏 訪 神 社 下高菜 捷 御 名 方 命 10月2占.27日

八 幡 神 社 字 角 応神天皇 .神功皇后 10月2占.27日

明 剣 神 社J 内 田 寮 健 三 柱 神 lD月2占.27日

･三 谷 l萩 原 神 社 横 田 村 社 天 見 屋 根 命 9月 4. 5日 毛利元柵が掛城主の時,氏神として官

八 幡 神 社 束三成 村 社 仲衰天皇 .列 七 神 10月29.50日 社の造営をした(r兵乱羅D

ト山 田 崇 適 神 社 里山田 村 社 舎 人 親 王 10月20.21日
御 崎 神 社 輿山田 村 社 若E]子超 .舌筋酔夢愈 10月20.21日

岩 山 神 社 中 村 村 社 神 日本 盤 余 香 命 10月20.21日

川 面 大 元 細 江 神社拙 成 神 社 '東川面宇 内 書 肺 酔 彦 命軍息御王命 .闇舌 節 津 彦 命 10月 . 27日10月 15日栂江神社の末社で宇内,黒木の産土神

中 川ll 岩 山 神 社 浅 海 II 石 士 毘 古 神石 巣 比 天 神 10月 25日

若 宮 神 社 江 良 神 武 天 皇 10月 25日

四 位 神 社 本 堀 音 帰 武 彦 神岩 山 神 1ロ月 23日



(ロ) 矢掛町の民間信仰

矢掛町vcは数多くの神社 .寺院が存在する｡しか し神社【てついてレ､えば.祭神は吉備津彦命である

ものがかなりあり,-1た寺院VCつVゝていえば,井貫宗と曹洞宗のものが多いことなど共通した点がう
かがえる｡

寺社の多いことから,矢掛町の人々の信仰心が深いと言IJl切ることは早計であろうが,早くからこ

の地方は開けておL),掛 ′こ山岳仏教の色彩の蔽い真言宗の寺院が多V,ことから文化の水埠も高く信仰

汀 心も厚かったであろうことは想像vc祉く夜vl｡

これは単L'こ寺社(,Cついてだけの場合であるが.その他生括と的わDの深い民間の信仰tnCはどのよう

なものがあi).また信仰心とどのようを関係があるかな調べてみよう｡

a) 棟内の鋳守

公的75性格をもった神社,例えば矢掛神社のような神社などと異な9,日分速の崩する株の中での

信仰,つまり自分達の共通の先祖を合同で祭っているのが棟内の銑守であるO

写共1011-21犀利神社 岡EEl株鋲守

_ム15-

美川を例VCとると,三谷部落では 7

つの株が知られているDそしてそれぞ

れ株の銘守を祭ってV>る｡以下それを

挙げると,

○白河神社 ･･･阿部錬鉄守

○摩利神社 -･阿辺株鎮守

○犀利神社 -･岡田株鎮守

o摩利神社 .･･斎藤噛 帝

〇七 社 宮 ･･･大藩珠鎮守

o不 詳 ･･･渡辺株銭守

○不 詳 -･三宅錬鉄守

と怒る｡このうち阿辺株と岡田株では

神社であるVCもかかわらず,僧侶VE来

てもらvh,お俵をあげて もらってVIるo

これらは中世の神宮寺の名残bと思わ

れる｡

しか し,三谷部落のこれらの7枚の

神社は.株の鉄守とはいっても,本当

の意味での氏子のような性格を有して

いるのではないoこれらで祭っている

のは,日弁連の尊敬する武勇や知恩の

守護神であるDたとえば阿辺珠の産別

四天啓や大麻株の大塩主命のどときで



ある.｡

写災18- 1-22

斎藤株鎮守

三谷部落vc斎藤株は 5軒あるが.こ

この祭神は稲荷横であるO社は搾れ造

bで正月の折 の日vC稲荷評が行なわ

れるo準備は当番制vc75ってお9,当

日は木花神社の神主が来て祈蕗を行な

うb

岡田株LKは勇は二種類ある｡現在の

岡田勘市さんの系列と岡田文子さんの

系列で,前者の方が盲vloしかし90

年ほと前から鉄守を合同で祭っており,

4月5日を祭礼の日としてVlるo

この上うな鎮守はたvlてい大きを木

がうっそうと茂ってV,る下にあるもの

が多く.あまり目立た夜vloそして現

在ではとの鎮守vcかいても晋ほど盛大

vcきっちりと行なっているところはな

V'ようである｡

A)金毘席天

美川地区羽無の吉祥寺の本山に金毘羅天がある｡これ払 そもそも今から500年ほど前に吉祥寺

1 1代目の住職が建立したものである｡当時,矢川では撮初の神宮寺であったO

TI

LI

~ 一 一LL二二1-__一･■-_L- ･L一
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写真 10- 1- 25 金毘羅天 本社

写在 10- 1- 24 金毘控天 拝殿
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写rt10- 1-25

金 毘罪天鐘堂

現在残っている建築物は.本社, こ

もb堂 (通夜堂)拝殿 (この前の広場

で祭の余興が行なわれたC)鍾堂である

こもり堂vrは祭vE来た人が宿泊した｡

以前は盛大夜祭が行をわれ祈藩を受

けに来る人の数も多かったo矢掛をは

じめとして,笠岡.絵札 遠い者は腺

外からも噂を開いてやって来る人もい

た｡

写兵 10- 1-26 金毘羅天 絵天井
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祭礼は小祭と大祭とVC分かれていたo小祭は毎月 .7･21の2臥 寺で住職がおっとめをするも

ので･一般からの参加はほとんどなV,o大祭は年(√こ5回あり.正月大祭,春季大祭,夏季大祭がそれ

である○日程は正月が 1月 10日,春が 5月 10日,貫は 7月9, 10日の両日にわたって行なわれ

るO夏は･以前は旧の占月9, 10日Ve夜を徹して行なわれたC この大祭VCは部落の人々を中心Ve参

拝者も多く賑わっていたが,現在では下の書祥寺でお経をあげる程度である.

この金毘羅天は多目的信仰の対象とTEっており.中でも家内安全 ･五穀豊穣を祈願する人が多かっ

た｡

C) 大仙横

写薙 1D- 1-1■7 大 仙 院

矢掛地区にある浄土宗寺院.念仏山大専春の境内に倍音大山VCある延命地蔵菩薩の分霊を祭ってvl

る大仙院,大仙様があるO

大仙院の由緒("=よれば,｢大仙智明権限-伯菅ノ国大仙二威座マシマシテ糟堕供鼠 家内安金 五
栽丑鞍等ノ盈験節タカニッチ全国数百万ノ信徒ノ信仰地デ7リマスガ音節両地方ニチモ信者ガ多ク参

拝者充溝スル ト唯モ何分エモ遠隔其ノ不便ナル タ メ=之ガ御分荘ノ近隣二錆セントスル冊多年切ナル

モノ71)依テ大審寺復興 卜当町ノ発展ノタメニ昭和六年四月伯者大山ヨリ御分霊ヲ勧請シ当寺ノ境内

二一字ヲ建立Ll/春 卜茨ノ二回祭典ヲ執行ツ流水滞頂 (軽米 )供せ牛馬安全 ･五穀豊熟等ノ祈念ツ噂二

正月の大祭--経木流シノ霊験二浴セント敦万ノヨ男尊女ノ信徒ノ方ガ参拝シ云々｣とあるo 大仙院

建立当時大督寺は和宏数が薮少しつつあったので大背専復興をかねて.昭和 8年 4月vC御舟塵を祭っ

たO

- £19-



大仙院創設以来.春夏2回の祭典VCは多数の人 が々集まる上う【仁をb.町内の店では大売出しを行

なったD.方 か々ら来た蕗店が道の両側VC軒を並べるという様子で,交通整理が必要なくらい混雑を

したO又,牛市があったb,動物の興業があるというぐあしへで.矢掛地区の置畢な年中行事のひとつ

であった｡ついVC5-占年前までは一万人ほども参拝者があったのであるが,それも長一近では信仰心

と生活との幽わわが縛れて渡少するようVC72った｡

d) 葛城大串天

三谷地区vEある日蓮宗妙泉寺では河内国葛城山VC銃座する葛城大帝天を合托したいるQ

葛城大塔天は.その昔,福山の山中で平重盛が出合って守級を受けたとvlわれるもので.山岳信仰

vc属するもので,そもそも兼吉素案の倍イ棚 である.

ところが,昭和 25年 11月に25代目現住塀である谷口玄犀氏は夢て葛城大串天の宣託を受けた

ことから,祈軸に上る大衆信仰の道をひらこうとして.この葛城大帝天を勧請し.祭把をすることvc

したとV,うことである0

4月の第 1日曜日に葛城大帝天春季祭が行なわれているO又,海月5日に葛城山例県. 25日VC供

隼を行なっている0

日連宗寺院でさえも信徒と得上うとすると山岳信仰の菊増大噂天という真言宗.密教の夢素を取b

入れねばならないということvC.矢掛町VCおける其青票の影軌 加持祈藤を好むという性箱がよく表

われているb

e') 観音信仰

観音信仰は現世の除災招福を保障するものとして広く行75われた｡つまb現世利益を求めての信仰

である｡この矢掛町内の寺院の中でも観世音菩薩を祭ってあるところはかなりあるOその中から大通

寺と布教寺を例Veとってみよう｡

大通寺は観音蚕場を東天和尚が創建したことvC由来するので観音僧仰とは縁が深V,･O以前は毎月 1

回雨の祈椿などを行在っていて心願成就を祈る参拝者が多かったO

一五等数寄の観音様は福授世観世音菩薩であるO この寺は浄土共栄で来世仏である阿弥陀仏を祭っ

ているが.それとは別ve,a.の宋派vcはめずらしい現世仏である観音塀を祭ってVlるのであるO

観音様にせつわる次の上うな官いったえがある｡｢矢掛の大水の時,ある子供が和田川でおほれか

けた時.観音様がどこからともなく現われて子供はそれにしがみついて助かった｣という.ここでは

8月27日LR:夏祭として観音様をお祭りしている｡ところで,大溝のものは西向きに安置されるのた

が.槻 寺のものは束に向vlてお9.｢東向きの観音様｣とV,う俗称で親しせれているOそして現在
でも多くの人々が参拝VC訪れてV'る｡
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写兵 101 1- 28 噂教寺 観音堂

/) 毘汐門様

美川地区三谷の空上VC箆沙門桝があるQ社などは全くないか山の中の小さな滝vc黒光りする大きな

石がある｡その石の下が少しくぼんで小さ別まこらの上うなものがあ9.毘沙門様と呼ばれている｡

晋.毘沙門様が怒って光り始めたところ瀬戸内海で魚がとれなくなった｡そこで玉島の漁夫遍が参

拝して祈ったところ.再びとれるように75:ったとい 9 0

以前は 1月 5日. 5月5日VC祭礼を行ない祈m-1を行なっていて北海iEtからも来る人があったというO

現在は 1月 5日のみ【て簡単夜祭が行なわれてLJlるが.参拝者はほとんどいなVlようであるO
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